















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　気がつくと見知らぬ場所に居いた。

　そんな異常事態であっても、外そと山やま真しん一いちはそれほど動どう揺ようしていなかった。

　十七歳、高校二年生、部活は無所属、理系の成績は良いが文系はイマイチ。

　そんな、平へい凡ぼんの範はん囲いに十分収まる彼だが、子供の頃から何事にも動じない度ど胸きようだけは、人並み外れていたからだ。

　なにせ小学校四年生の時、車と接触事故を起こして吹き飛び、周りの通行人が悲鳴を上げるなか、折れた左ひだり腕うでを気にした様子もなく、冷静に右手で携帯電話を操そう作さし、警察と救急車を呼んだという、とんでもない逸いつ話わの持ち主である。

「頭のネジが二、三本外れてんだろ」

　と、彼の父親が呆あきれたのも無理はない。

　なんにせよ、電車に乗っていた自分が、巨大な魔法陣の描えがかれた石造りの大広間という、いかにもファンタジックな場所にテレポート（としか思えない）しても、

（まさか、漫画みたく異世界にでも召しよう喚かんされたのか？）

　などと、非現実的な現象をあっさりと受け入れていた。

　だが、そんな冷静で度胸のある真一が、今は表情を凍こおりつかせ、滝たきのごとき冷ひや汗あせをかいていた。

「……っ！」

　ガタガタと勝手に震ふるえだす全身を必死に押さえ、瞬まばたきも忘れて前方を見つめる。

　そこにそびえ立つのは、見た事もない巨人。

　身長は目もく測そくで三ｍ以上、真一の約二倍はある。

　手足は大木よりも太く、胸や腹はまるで戦車装そう甲こうのごとき筋肉で覆おおわれていた。

　鎧よろいなど不要とばかりに、腰こし巻まきとマントしか身に着けていないその姿は、古代ギリシアのスパルタ兵を彷ほう彿ふつとさせる、荒々しい純粋な暴力の権ごん化げ。

　横綱と対たい峙じした幼稚園児、またはヒグマに襲われる小学生ほどの体格差。

　それだけでも竦すくみ上あがるには十分であったが、さらに巨人の肌は深い青色で、頭の横からは一いつ対ついの巨大な角つのが生はえており、明らかに人間とは違う化け物だったのだ。

　誰だれがどう見ても、真一に勝ち目はない。

　もっとも、彼が体の芯しんから恐怖を感じていた原因は、そんな目に見える分かりやすいモノではなかった。

「ふむ……」

　巨人が彼を見て、何かを吟ぎん味みするように頷うなずく。

　それだけで、周囲の空気が震え、荒波のごとく真一の体を打った。

　おそらく、魔法や気き功こうといった、超常の力によるものだろう。

　目の前の巨人は、たんなる怪かい力りきの持ち主ではない。

　呼吸をするだけで周囲を圧倒する、膨ぼう大だいなエネルギーの塊かたまり、人の形をした核以上の破壊兵器。

（駄だ目めだこれ、死んだわ）

　喧けん嘩かなんてろくにした事がない真一でさえ、一瞬でそう悟さとる他にないほど、どうしようもない力の差がそこにはあった。

　戦うなど論ろん外がい、逃げようと背を向けた瞬間に塵ちり一つ残らず消される。

　だから、真一は己の死という重大事を、溜ため息いき一つで受け入れるしかなかった。

（はぁ～、享きよう年ねん十七歳、悪くはない人生だったけど、欲を言えば童どう貞ていを捨てたかったな）

　みっともなく命乞ごいをする事も、恐怖のあまり発狂する事もない。

　ただ震えるのを止やめ、黙だまって見つめ返してくる真一を、巨人はどう思ったのだろうか。

　ゆっくりと彼に歩み寄ってくると、巨木のごとき両腕を振り上げ──地震が起きるほどの強烈な土下座をした。

「後ご生しようだ、我を助けてくれっ！」

「……はい？」

「頼む！　望む物は何でも与えてやる。だから其方そなたの知恵で、彼奴きやつらを何とかしてくれ！」

「えっ、えっ？」

「あの鬱うつ陶とうしい人間共ときたら、我が娘むすめの優しさにつけ込み、何度も何度もぉぉぉ───っ！」

「ちょっと、落ち着いてくれ！」

　巨人が上げた怒りの咆ほう哮こうは、台風のごとき強風となって吹き荒れ、真一は吹き飛ばされないよう必死で床にしがみつく。

「いっそ皆殺しにしてやろうかと何度思った事か！　いや今からでも遅くは──」

「パパ、落ち着いて下さいです」

　真一の握あく力りよくが限界に達しようとしたその時、鈴すずを転がすような愛らしい声が、巨人の背後から響ひびいてくる。

　その瞬間、風はピタリと噓うそのように止み、怒りに歪ゆがんでいた巨人の顔が、零こぼれるような笑みに変わった。

「おぉ、リノよ。今日もお前の姿は青太陽のごとく輝いているのう！」

　巨人の背後に立っていたのは、豪ごう華かなドレスを身にまとった十歳くらいの少女。

　真っ黒で艶つやのある長い髪、反対に真っ白い肌、大きな紅玉ルビーのごとき瞳ひとみ。

　全てが美しく整っていて、ロリコン趣味のない真一ですら、思わず見み惚とれてしまうほどの美幼女であった。

「パパ、今はそんな事をしてる場合じゃないですよ」

　抱だきついて頰ほお擦ずりしてくる巨人（父親らしいが全く似ていない）を、幼女は迷惑そうに押し返す。

「そんな……パパの事が嫌いになったのかいっ!?」

　と、巨人はショックを受けていたが、娘は気にした様子もなく、真一の前まで歩いてきて、ドレスの裾すそを摑つかんで優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「初めまして、お兄さん。私はリノラデル・クローロ・ペトラーラー、リノとお呼び下さいです」

「これはご丁てい寧ねいにどうも。俺おれは外山真一、外山が苗みよう字じで、真一の方が名前な」

「シンイチさん……変わった響きです、本当に異世界の人なんですね」

　丁寧な挨あい拶さつに釣つられて名乗り返すと、幼女──リノはそう言って柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　その笑顔にまた見惚れそうになってしまったが、後ろで父親が凄すさまじい殺意を放っていたので、真一は努つとめて顔を引ひき締しめた。

「ところで、異世界って言ったけど、やっぱりここは地球じゃないのかい？」

「はい、『チキュウ』がどこかは存じませんが、ここは『オーブム』と呼ばれている世界です」

「そこに、魔法か何か不思議な力で、俺が召喚されたって事であってる？」

「はいそうです、お兄さんのお力を貸かして頂いただきたくて、パパが呼んだんですよ」

　真一の問いに頷いて肯こう定ていを示し、リノは背後の父親を振り返る。

「ほら、パパもご挨拶しないと失礼ですよ」

「……おのれ、父親たる我を蔑ないがしろにし、娘と親しげに話しおって、消けし炭ずみにしてくれようか」

「パパッ！　ご挨拶もできないような人、リノは嫌いですよ！」

「よく来たな、異界の知恵者よ。我こそが偉大なる蒼あおき魔王・ルダバイト・クローロ・セーマである！」

　キリッ、という擬音が聞こえそうなくらい、巨人こと魔王は威い厳げんに溢あふれた名乗りを上げる。

　だが、幼い娘に嫌われたくなくて、という事実が露ろ呈ていしている今、何をやっても無む駄だであった。

「……どーも、魔王様、外山真一です」

　少し前まで抱いていた死の恐怖とは、別の意味で衝撃を受け、真一はぎこちない返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　深々と頭を下げるその姿を見て、魔王は満足そうに頷く。

「ほお、なかなか礼儀正しい小僧ではないか。それに理解も早い。汚お物ぶつを垂たれ流ながすだけだった、前の虫けらとは違うようだな」

「前の？」

　思わず問い返した真一に、リノが苦い顔をしながら答える。

「はい、実は異世界の人を呼ぶのは、これで二度目なんです。最初の人は、その、お兄さんほど落ち着きのある方ではなくて……」

「我を見た途と端たん、小便と涙を垂れ流して、訳わけの分からぬ叫びを上げながら、勝手に苦しみもがいて死におったわ」

　おそらく、恐怖による心臓麻ま痺ひであろう。

　魔王の発する圧力は、物理的に心臓を止めかねないレベルなので、仕方のない話ではある。

「その人の──いや、何でもない」

　遺体をどうしたのか聞こうとして、真一は慌あわてて口を噤つぐむ。

　もったいないので美お味いしく頂きました、なんて答えはできれば聞きたくない。

　そんな彼の考えを顔色から読んだのか、リノが慌てて弁べん明めいする。

「お兄さん、誤解しないで欲しいのですけど、最初の人は──」

「失礼致いたします、魔王様、リノ様」

　言い終わる前に、大広間の扉が音を立てて開き、一人のメイドが現れた。

　褐かつ色しよくの肌に銀色の髪、耳は長く伸のびており、いわゆるダークエルフらしき美少女である。

「……セレスターか、何用だ？」

　そう促うながしながらも、魔王は用件を察さつしたのだろう。

　酷ひどく不機嫌な顔をする主に、メイドは萎い縮しゆくする事もなく静かに告つげた。

「はい、彼奴らがまた現れました」

「やはりか、あの蛆うじ虫むし共めぇぇぇ───っ！」

　耳をつんざく怒声と共に、その感情が焼けるような熱風となって吹き荒れる。

「もう我慢ならん！　知恵者を呼び出したのが無駄になるが、この手で皆殺しに──」

「パパ、落ち着いて下さいです、酷い事はダメですよ！」

　激げつ昂こうした父親を諫いさめるため、リノは太すぎて両手の回らない父の足に抱き付く。

　すると、魔王はまたも殺気を瞬時に消し、愛いとしい娘の頭を撫なで回まわした。

「そうであったな、リノが本当に優しい子に育って、パパは魔界一の果か報ほう者ものだぞ」

「はい、リノも優しいパパの娘に生まれて幸せです」

「はははっ、そんなに褒ほめられちゃうと、パパってば張りきって、赤太陽だってふっとばしちゃうぞ！」

「…………」

　はしゃぐバカ親の姿に、真一は呆れて声も出ないが、メイドの方は慣なれた様子で声をかけた。

「魔王様、ご歓かん談だんに水を差すようで誠まことに心苦しいのですが、今は南の耕地へとお急ぎ下さいませ」

「むっ、そうであったな。あの蛆虫共に、親子の団だん欒らんを邪魔したつけを払わせてくれよう」

　そう言うと、魔王は巨大な掌てのひらを真一の肩に置いた。

「丁度良いからついてまいれ、其方を呼び出した原因を見せてくれよう」

「えっ？　それってどういう──」

　言い終わるよりも早く、妙みような浮ふ遊ゆう感かんが真一を包む。

　そして、まばたきほどの一瞬で、目の前の光景が石造りの広間から、山に挟はさまれた荒野へと変へん貌ぼうしていた。

「テレポートか、凄すごいな……」

　異世界転移を経験しておいて今更な話だが、いかにも魔法といった超常現象を体験して、思わず感動してしまう。

　だが、その余よ韻いんに浸ひたる暇ひまはなかった。

「燃え尽つきなさい、『火炎球フアイア・ボール』っ！」

　遠くから女性の叫び声が聞こえたかと思うと、続けて凄まじい爆音が鳴り響く。

「なっ……！」

　赤い閃せん光こうと共に、肉の焦こげる吐き気をもよおす臭においが、熱い風に乗って漂ただよってくる。

　真一は嫌な予感を抱きながらも、反射的にそちらを見てしまった。

「あれは、ミノタウロス？」

　彼らから百ｍほど離れた所に立っていた、牛ぎゆう頭とう人体の化け物。

　先程の爆発を受けたのであろう。その全身は真っ赤に焼やけただれ、白い煙けむりを立てながら崩れ落ちる。

「ま、まだ、戦えるモー……っ！」

　生きているのが不思議なほどの重傷を負いながらも、牛頭の怪物はなおも立ち上がろうとする。

　だがその首に、無情にも刃やいばが振り下ろされた。

「まったく、しつこい奴だ」

　そう毒づきながら剣の血を払ったのは、全身鎧フルアーマーに身を包んだ騎士らしき人間の男。

　彼の背後には、斧おのを構えた男戦士、弓を構えた男レンジャー、メイスを構えた神官らしき女と、捻ねじれた杖つえを持った女魔法使いの姿があった。

「あれは……」

「我が臣しん民みんに仇あだをなす害虫どもだ」

　魔王はそう憎々しげに呟つぶやくと、一瞬で真一の隣となりから消え、騎士達の目の前に現れた。

「性しよう懲こりもなく現れおったな蛆虫が、覚悟はできておるのだろうな」

「……っ、行くぞみんな！」

　魔王の放つ禍まが々まがしい殺気に、騎士は一瞬怯ひるんだものの、すぐに気合を入れ直し、五人で一いつ斉せいに襲おそい掛かかった。

「風斬剣、いやーっ！」

「爆砕斧っ！」

「三連射だっ！」

「女神様、悪に正義の鉄てつ槌ついを、『衝撃破フオース』！」

「燃え尽きなさい、『火炎球フアイア・ボール』っ！」

　高速の斬ざん撃げきが、重い打撃が、三本連続の矢が、不ふ可か視しの衝撃が、火炎の球が、魔王の体に叩き込まれる。

「やったか！」

　全員の最強技をまともに食らって、立っていられるはずがないと、騎士は会心の笑みを浮かべる。

　しかし、離れた所から見守っていた、真一には分かっていた。

　そんなフラグ台詞セリフを吐はかずとも、あの魔王にはこの程度の攻撃、蚊かに刺されたほども効ききはしないのだと。

「やはり、この程度か」

　爆炎が晴れ、無傷で現れた魔王の顔には、怒りを通り越した蔑さげすみが浮かんでいた。

「あえて受けてやったというのに……疾とく失うせよ、不快だ」

　そう吐き捨て、魔王は空中に伸ばした右手を、リンゴでも潰つぶすように握にぎりしめる。

　瞬間、レンジャーの全身が捻じれて弾はじけ飛んだ。

「うげっ……！」

　血肉と脳のう味み噌その汚い花火を見せられ、真一は顔をしかめる。

　だが、騎士達の方は仲間の死にも全く動揺しなかった。

「攻め続けろ、魔法を使わせるな！」

「おうっ！」

　戦士がその巨体を震わせ、魔王に斧の一撃を見み舞まう。

　しかし、元から強きよう靭じんな筋肉の塊である体たい軀くを、膨大な魔力によってさらに強化している魔王からしてみれば、赤子のビンタにも劣おとる攻撃であった。

「痒かゆくもない」

　斧の一撃を胸筋だけで跳はね返かえすと、組んだ両手を戦士の頭に振り下ろす。

　その速度とパワーは凄まじく、二ｍはあった戦士の巨体が、板のごとく圧あつ縮しゆくされてしまった。

「ははっ、カートゥーンかよ……」

　あまりにも過か剰じような暴力は、恐怖を越こえて笑いしか引き起こさない。

　顔を引きつらせる真一を余よ所そに、騎士達はまだ逃げようとせず、魔王に挑いどみかかっていく。

「怯むな、かかれ！」

「はい、『衝撃破フオース』！」

「『火炎球フアイア・ボール』っ！」

「……蛆虫め」

　馬鹿の一つ覚えと、懲りずに放たれる攻撃を、魔王は避よけもせず受け止めながら、右手を大きく振りかぶった。

　そして、この戦いにおいて初めて、魔法の呪じゆ文もんを唱える。

「地の底を照てらす炎を以もって、塵と化せ、『蒼き灼熱の太陽ブルー・レイジング・フレア』ッ！」

　赤よりも熱く、白よりも鮮せん烈れつな、青い煉れん獄ごくの炎が地上に出現した。

　それは目も眩くらむ閃光と化し、周囲の一いつ切さい合がつ切さいを焼き尽くしていく。

「ちょっと、死ぬって！」

　離れていても届く、皮ひ膚ふが焼けるほどの熱風に、真一はまたも死を覚悟する。

　だが、その身が焼かれる寸すん前ぜん、彼の眼前に現れた光の壁が熱風を遮さえぎった。

「バリア……？」

「どんくさい方ですね」

　驚き固まる真一の横に、気がつけば先程の褐色銀髪メイドが立っていた。

「えーと、セレスターさんだったか？」

「セレスで結構です、シンイチ様」

「そうか、助けてくれてありがとう、セレスさん」

　真一は素直に礼を告げ、友好の握あく手しゆを交かわそうと手を差し出す。

　しかし、セレスはその手を不ふ審しんげに睨にらむ。

「何ですか？　私の尻しりを撫でまわして、その感触で愚ぐ息そくを慰なぐさめるおつもりですか、イヤらしい」

「その発想の方がイヤらしいわ！」

　思わずツッコミながらも、真一は理解する。

（握手の文化がないのか？　まぁ、異世界だし、しかも人間じゃないしな）

　改めて、ここが自分の居た世界とは違う事を実感しながら、真一は手を引っ込める。

　そうしていると、戦闘とも呼べない蹂じゆう躙りんを終えた魔王が、少しだけ清せい々せいした顔でこちらに戻ってきた。

「セレスター、後始末は任せたぞ。我は城に戻る」

「畏かしこまりました、魔王様」

　セレスは深く一礼すると、超高熱のあまりガラス化した大地を迂う回かいし、荒野の奥へと向かう。

　改あらためてよく見てみれば、周囲にはあの牛頭以外にも、騎士達に殺されたと思おぼしき、怪物の死体が何体も転がっていた。

「これが戦いか……」

　殺し、殺される。

　そこには正義も道徳もなく、ただ強者だけが生き残る、弱肉強食の掟おきてが存在していた。

　突然、異世界に召喚された事による混乱と、あまりにも常識を越えた魔王の力に、まるで現実感が湧わかないせいか、恐怖や嫌けん悪おは湧いてこない。

　ただ、見も知らぬ五名の人間が死んだ。

　それだけが、疑いようもない現実だった。

　しかし、沈ちん痛つうな面おも持もちの真一を見て、魔王はつまらなそうに鼻を鳴らす。

「ふんっ、こんなお遊ゆう戯ぎを戦いと呼んでは、蒼き魔王の名が泣くわ」

「あれがお遊び扱あつかいって……」

　この魔王が本気を出したなら、地が割れ天が裂さける、まさに終末のごとき地獄絵図と化すのであろう。

　だからこそ、改めて疑問が浮かぶ。

「どうして、俺なんかを召喚したんだ？」

　これほど強大な力を持った魔王が、貧弱な高校生にすぎない自分を呼び出し、土下座までして頼み込む理由が分からない。

　そう疑問と不安を浮かべる真一に、魔王はそっけなく手を振った。

「今日はもう疲つかれた、明日話す」

　戦闘能力と反比例して、責任感はないらしい。

「うわっ、魔王様のくせにいい加減な……」

「うるさい！　今日は娘と一緒にお風呂に入って、寝る前に本を読んであげる日なのだっ！」

「それ犯罪じゃね!?　リノちゃんもいい歳とし（？）なんだから、子離れしろよ」

「黙れ黙れっ！　リノは『パパとけっこんちゅる～』と言っていたからいいのだ！」

「それ何年前の話だよっ!?」

　あまりのバカ親っぷりに、真一は敬語も忘れて無ぶ礼れいなツッコミを連呼する。

　魔王はそれに言い返せなかったのか、黙って彼の肩を摑むと、瞬間移動の魔法を発動させた。

　血に濡ぬれた荒野から、石造りの城へと移る刹せつ那なの間、真一はふと違和感を覚える。

（あれ？　男二人の遺体がない？）

　最初に殺されたレンジャーと戦士、その死体も荒野から消えていたのだ。

　青い炎に巻き込まれて焼かれたのか？──と、真一はその疑問を深く考えず、すぐに忘れてしまった。
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「おはようございます、シンイチ様」

　メイド服の褐色銀髪巨乳美女に起こされるという、男子ならば垂すい涎ぜんのシチュエーションを味わいながらも、真一の気分は憂ゆう鬱うつだった。

「まぁ、夢じゃないよな」

　そう諦あきらめながら、あてがわれた客間の豪華なベッドから降りる。

「朝食の用意ができております、こちらへ」

　そう言って部屋を出るセレスに、真一も空すきっ腹ぱらを抱えながらついて行く。

（そういや、もう丸一日近く食べてなかったな）

　驚きよう愕がくの連続で思った以上に疲れていたのか、昨日は魔王城の客間に通されると、すぐに眠ってしまったのだ。

　お陰かげで、召喚された理由をまだ聞けていない。

「こちらです」

　そう言って通された部屋は、『お城の食堂』という言葉から想像していた物よりかなり狭せまく、学校の教室一つ分くらいしかない。

　とはいえ、三ｍ超の魔王が出入りする関係上、天てん井じようはかなり高く作られている。

　中央には高そうな大理石のテーブルが置かれ、奥の席には既すでに魔王とリノが座っていて、彼が来るのを待っていた。

「お兄さん、おはようございます」

「おはよう、リノちゃん」

「まずは飯を食うがよい、話はそれからだ」

　セレスが椅い子すを引いてくれたので、真一はそこに座り、魔王の勧すすめに応じて朝食を取る事にする。

　しかし、目の前に出された皿を見て、彼は頰を引きつらせ固まった。

「なに、これ？」

　金の装飾が施ほどこされた、如い何かにも高価な皿に載せられていたのは、あまりにも不ふ釣つり合あいな紫色の物体。

「パルベグトの肉です」

「はい？」

「ですから、パルベグトの丸焼きです」

「…………」

　セレスが丁寧に説明してくれたが、全く分からず真一は沈黙してしまう。

　そもそも、彼は今まで魔王達と普通に会話をしていたが、別に日本語で喋しやべっていたわけではない。

　おそらく、召喚と同時に施されたのであろう、言語翻ほん訳やくの魔法によって、真一は自然と異世界の言葉を使っていたのだ。

　例えば、先ほどセレスが言った「丸焼き」という単語も、実際には「ビビナーナ」と発音していた。

　それを魔法が「ビビナーナ」→「肉をそのまま焼いたもの」→「丸焼き」とグー○ル先生なみの翻訳で、真一に理解できるよう、脳内で書き換えてくれていたのだ。

　しかしこの魔法、驚異的な翻訳能力だが、異世界語の知識が頭にインストールされるわけではないらしい。

　日本語に訳しようのない単語は、そのまま聞こえてしまうのだ。

　つまり、目の前の『パルベグト』とやらは、「ひょっとして○○？」と候補すら上がらない、地球に存在しない謎なぞ生物の肉という事であった。

「どうした、食わぬのか？」

　引きつった顔で固まる真一を見て、魔王は怪け訝げんそうにしながらも、紫色の肉を手摑みで持ち上げ豪ごう快かいにかぶりつく。

　どうやら毒はない──と思いたいが、人間は平気な玉ねぎも、犬が食べると中毒を起こすように、絶対に安全という保ほ証しようはない。

　とはいえ、出された食事に手を出さないのは失礼だし、なにより腹が減って仕方がない。

　真一は覚悟を決め、パルベグトの肉を手で摑み、目を閉じながら齧かじった。

「……不ま味ずい」

　十回ほど咀そ嚼しやくしてから呑のみ込こみ、口から出た感想はその一言に尽きた。

「いや、何だこれ、本当に不味いんだけどっ!?」

　食事をご馳ち走そうされた客人として、あまりにも失礼な態度だと分かっていても、どうしても止められないくらい、空腹という最高の調味料ですら誤ご魔ま化かせないくらい、謎のパルベグト肉は不味かったのだ。

　まるで粘ねん土どのようなグニュッとした食感、肉汁から零れ出る生臭い香り、そして脂あぶらの甘さも焦こげの苦みすらない完全な無の味。

　紙でも食べた方がマシな、存在を疑うレベルの不味さであり、吐はき出ださず呑み込んだ事をむしろ褒めて欲しいくらいであった。

「肉の丸焼きなんてシンプルな調理法で、ここまで不味くなるなんて、明らかに食材の問題だよな……それとも、俺の舌がおかしいのか？」

　地球人の彼とは感覚が違い、異世界人にとっては美び味みなのかもしれない。

　それなら悪い事をしたと、気まずそうに窺うかがう真一に対して、魔王は苦い顔で首を横に振った。

「其方の舌は正しい。そして、これが其方を呼ぶ事になった切きつ欠かけだ」

「えっ？」

「パルベグトに限らず魔界の食べ物って、リノ達にとっても、その……凄く美味しくないんです」

　一瞬躊躇ためらいながらも、そう言い切ったリノの顔は、普段の純真な笑顔からは程遠い、苦り切ったものだった。

「理由は聞くなよ、我だって知らん。ただ、魔界の食い物は全て不味いのだ」

「というか、魔界が何かって辺りから、ちゃんと説明してくれないか？」

　魔王が居るくらいだから、魔の世界──魔界があっても不思議ではないのだが、何か誤解があってはいけない。

「では、私が説明致しましょう」

　真一の求めに応じ、後ろに控えていたセレスが語り出す。

「我々のように、生まれた時から魔力を宿した知的生物を『魔族』と呼び、魔族の住む世界を『魔界』と呼んでいます」

「ふむふむ」

「赤太陽が昇り沈しずむ『人界』とは違い、魔界では青太陽が常に輝き、夜というものがありません」

「青い太陽？　ちょっと見てみたいな」

　興味はそそられるが、行った瞬間に毒の瘴しよう気きで死ぬ、なんて危険性がありそうだった。

「とにかく、リノ様も仰おつしやられたように、魔界で採とれる食料は往々にして不味いのです」

「ほとんどの人は気にせず、平気で食べているんですけど……」

　そう告げるリノの顔には、味の大切さを言っても理解されなかった、悲しみが浮かんでいた。

「環境に適応して、魔族は味み蕾らいが少なくなったとか、そういう事か？」

　舌にある味を感じるための器官──味蕾は、動物によって数が違う。

　毒草を避さける必要がある草食動物は多く、決まった獲え物ものしか食べない肉食動物は少ない。

　なかには蛇へびのように、味蕾がゼロという生物さえいる。

「食中毒を起こさない強靭な胃袋があれば、味覚なんて必要ないとか、そんな進化を遂とげたとか」

「どうでしょう？　毒に耐たい性せいを持つ種族は、確かに味覚が鈍にぶい気はいたしますが」

　真一の推測を聞き、セレスは首を捻ひねり考え込む。

　ともあれ、魔族の大半は味を気にしないらしい。

　魔王やリノ達とて、不味いとは感じていても、それが普通であったから今までは耐えられたのだ……とある切欠さえなければ。

「リノのママは旅行が大好きで、色々な所を旅しているんですけど、少し前に人界へ行って来たんです」

「『私より強い奴に会いに行く』と言ってな。残念ながら妻を満足させられるほどの猛も者さは、人間共の中には居なかったそうだ」

「どこの格闘家だよ」

　実に似たもの夫婦であり、どうして魔王とその妻から、リノのような優しい善よい子が生まれたのか、ますます謎であった。

「それで、ママが帰ってきた時に、『パン』っていう人界の食べ物をくれたんです」

　現地で入手した携帯食が残っていたから、興味深そうに見ていた娘にプレゼントした、その程度で深い意味はなかったらしい。

　母親の方は大勢の魔族と同じ味音おん痴ちであり、人界の食事にそこまでの価値を見み出いだしていなかったからだ。

　しかし、パンを口にした娘の反応は劇的であった。

「凄く、美味しかったです……」

　その時の味と感動を思い出し、リノはとろけるような笑みを浮かべた。
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　これは後になって分かった事だが、そのパンは保存性を高めるために、塩を多めに混まぜて乾燥させた乾かんパン的な代しろ物もので、二十一世紀の日本という美食大国に生まれた真一にしてみれば「食えるけど、しょっぱいし硬かたくて不味い」という、百点満点で五点くらいの代物であった。

　だが、常にマイナス千点くらいな魔界の食材に、幼く敏びん感かんな舌を苦しめられてきたリノにしてみれば、天上の楽園を思わせる至し福ふくの美味であったのだ。

「あれ以来、魔界の料理を食べるのが凄く辛くて……」

「徐じよ々じよに痩やせていく娘の姿に耐たえられなくてな、我は美う味まい食い物のある、ここ人界への進出を決意したのだっ！」

「子供の食育で侵略される人間世界って……」

　魔王の子こ煩ぼん悩のうっぷりには呆れるが、リノの悲しそうな顔と、魔界料理の壊滅的な不味さを思えば、それも仕方ないかと真一は納得する。

　仮にも魔王とその娘に出された物だから、パルベグトの肉はおそらく高級品なのだろう。

　それでもあの不味さである。人界への侵略戦争を始めるには十分な理由であろう。

　なにより、彼の生まれた地球でも、紅茶のせいで戦争が起きたりしていたので、魔族の事をとやかく言えない。

　しかし、一人で納得する真一に、魔王は早合点するなと付け加える。

「勘違いするでないぞ、我は人界への進出を決め、実際ここに城を建てたが、人間共を虐殺して奪うばったわけではない」

「えっ、そうなの？」

「はい、そんな酷い事をしちゃ嫌ですよって、リノがパパに頼んだんです」

　驚く真一に、リノが笑顔で答える。

「蛆虫共など、滅ほろぼした方が楽であろうに……（ボソッ）」

　父親の方は、不服そうに愚ぐ痴ちをこぼしていたが。

「パパっ！」

「ごほんっ……とにかくだ、優しいリノの慈じ悲ひにより、我らは人間共が誰も住んでいない、この山岳地帯を選んで拠きよ点てんとしたのだ」

「なるほどな」

　魔王の言葉を、真一はとりあえず信用する。

　昨日、騎士達が攻めてきた時に見た外の風景は、左右を山に囲まれた狭い荒地であった。

　畑作にも放牧にも向いていない痩せた土地で、交通の便も悪い。

　開かい墾こんしても旨うま味みはないと、放置されていても不思議ではなかった。

「なのにだ、人間共は何もしていない我らに、宣戦布告もなしに軍を差し向けてきたのだ！」

「いや、それは仕方ないんじゃ……」

　魔王は心外だと激怒するが、真一には人間側の気持ちがよく分かった。

　荒れて使っていなかった土地とはいえ、自国の近く、もしかすると領地と定めていた場所に、突とつ如じよとして異形の怪物達が現れたのだ。

　このまま放置しておけば、国にまで攻め込まれる危険があると、先手を打って攻め込むのは、決して悪い判断ではない。

　問題があるとすれば、現れたのが無敵の魔王で勝ち目がなく、人間に害意がない点も含めて、斥せつ候こうを派遣して調べておくべきだった、という事だろうが。

「兵の数は六千ほどだったが、不意を突つかれた事もあり、我に付き従い、美味を求めて集まった多くの民が殺されてしまった」

「…………」

「我は当然怒いかり、六千の半分を即座に殺し、人間共を追い払ったのだ」

「……まぁ、それも仕方ないか」

　他者を殺したら、自分が殺されても文句は言えない。

　それは、異世界であろうとも変わらぬ鉄則であった。

　真一は沈ちん痛つうな面持ちとなるが、それを見たリノが慌てて弁明する。

「悲しまないで下さい、お兄さん。誰も死んでいないんです」

「えっ？　でも今、半分殺したって……」

　明らかな矛む盾じゆんに真一が困惑していると、食堂の扉が急に外側から開かれた。

「魔王様、大変だモーっ！」

「……えっ？」

　大声を上げて現れたその姿に、真一は思わず見間違いかと目ま蓋ぶたを擦こすった。

　レスラーのごとき屈くつ強きような体の上にあるのは、昨日切り落とされて地面に転がった牛の頭。

「カルビか、もう体は大丈夫のようだな」

「はい、セレスのおかげだモー」

　気遣う魔王の言葉に、ぐっと力こぶで応じる様子から見て、他人の空似でもなかったようだ。

「おい、なんの冗談だよ……」

　牛頭の名前がカルビという、悪意のある一いつ致ちの事ではない。

　首を切られ、確実に死んだはずの者がそこに居る、つまり──

「それよりも魔王様、またあいつらが現れたんだモーッ！」

「……であろうな」

　予想通りの報告に、心底うんざりした顔をしながら、魔王は立ち上がる。

　そしてまた、真一の肩を摑んだ。

「行くぞ」

「…………」

　魔王の短い言葉に、真一は無言で応じる。

　瞬間移動した先に待つ、悪夢のごとき光景を鮮せん明めいに予想しながら。
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「現れたな、魔王め！」

　全身鎧に身を包んだ騎士が、剣を構えて威い勢せいよく吠ほえる。

　それに呼応して、戦士、レンジャー、神官、魔法使いという仲間達も、それぞれの得物を構えた。

　青い灼しやく熱ねつの炎によって、灰すら残らず消滅したはずの人間達が、まるで時間を巻き戻したかのように、昨日と同じ荒野に、昨日と同じ格好で立っていた。

「うわ……」

　魔王と対面した時とはまた方向性の違う、背筋の凍る恐怖に襲われながらも、真一は理解する。

「この世界、蘇そ生せい魔法が普通にあるのかよ……」

　死んだ者が蘇よみがえる。地球では絶対に有り得なかった、不可逆の現象。

　しかし、ここは魔法という奇跡の存在する異世界。

　ならば、まるでＴＶゲームのように死を簡単に覆くつがえせたとして、いったい何の問題があろう。

　そう頭では理解しながらも、実際に見ると感情が追いつかない真一を余所に、騎士達は魔王に襲いかかる。

「今日こそ、その首をもらい受ける、風斬──」

「『大地の牙ランド・バイト』」

　最後まで言わせず、魔王は初手から強力な魔法をぶっ放す。

　地面から生えた無数の牙きばによって、騎士達は一瞬で串くし刺ざしとなり、あっさり全滅した。

「全く忌いま々いましい」

　魔王はそう愚痴りながらも、騎士達の手によって殺されていた、豚顔の魔族オークの遺体に歩み寄る。

「永遠の眠りより目覚めよ、『死者蘇生リザレクシヨン』」

　短い呪文を唱えると、オークの体が神秘的な光で包まれ、全身の切り傷が消えていく。

　そして、止まっていた心臓が動きだし、焦しよう点てんを失っていた瞳ひとみに光が戻った。

「うぅ……魔王様？　またご迷惑をおかけして、申し訳ありませんブー」

「構わん。それよりも、動けるなら無事な者達を呼び、他の遺体を城へ運べ。セレスターが蘇生の手て筈はずを整えているはずだ」

「了解ですブーッ！」

　蘇生直後という事もあり、少しふらつきながらも、オークは城の方へと駆けていった。

「こんな簡単に死者が蘇るなんて、インチキすぎるだろ……」

　地球の常識が丸ごと覆る光景に、真一はただ呆れるしかなかった。

　そんな彼の呟きを耳にした魔王は、何な故ぜか急に不機嫌な顔をする。

「何がインチキか、それは奴らの方であろうが、見よ！」

　魔王が指さしたのは、串刺しとなった騎士達の死体。

　それは、急に不思議な光に包まれたかと思うと、一瞬でこの場から消え去った。

「死体が消えた……どこかへテレポートしたのかっ!?」

「どんなカラクリかは知らんがな。これを防ごうと、昨日のように塵一つ残さず消滅させても、何故か平然と蘇ってくる。これをインチキと呼ばずにいられるかっ！」

　魔王の憤ふん慨がいした様子から、真一はもしやと察する。

「ひょっとして、普通は死体が消滅したら蘇れないのか？」

「当たり前だ！　できるだけ損傷の少ない死体、最低でも頭の半分くらいは残っていなければ、蘇生魔法など使えん」

　真一から見れば何でもありに見えても、この世界の魔法にも限界はあったのだ。

「だから我は、卑ひ劣れつな人間共の軍勢が攻めてきた時も、半分は殺したが死体は綺き麗れいに残してやったのだ。そもそも、全て殺さず半分残したのも、死体を蘇生できる者の所まで運べるようにと、気遣ってやったからだと言うのに！」

「なるほど、だから誰も死んでいないと」

　正確には、死んだけど蘇れるのだから、文句を言うなという事だ。

　先程の騎士達を見る限り、人間側にも蘇生手段があるのは間違いない。

　ただ、この世界において、おそらく最強の力を持つであろう魔王ですら、遺体がなければ不可能な死者蘇生を、完全に消滅した状態から行っている。

（まさか、魔王よりも強力な存在が居る？）

　だとすれば、自ら魔王に挑んできそうなものだが、その様子はない。

（どこでどう全滅しても、教会とかで蘇っているのだろうな……ゲームだとお約束って感じで、深く考えた事はなかったが）

　ここはまるでゲームのようなファンタジー世界だが、電子情報の塊ではなく、血と肉を持った生物の闊かつ歩ぽする現実世界だ。

　ならば、地球の常識には当てはまらずとも、何らかの法則や仕し組くみは存在するはず。

　しかし、考えたところで答えは出ない。情報が圧倒的に足りないのだ。

「さて、シンイチよ。今こそ召喚者として其方に命じる」

　考え込んでいた彼に、魔王はその名に相応ふさわしい、威厳に満ちた声で命じる。

「あの殺しても死なない人間共を、どうにかせよ！」

　声の迫力と全く合っていない、アバウトで情けない命令を。

　それに対して、真一は呆れ果てながら反論した。

「どうにかって言われても、俺は魔法も使えない貧弱ボーイなんだが？」

「其方に力は期待しておらん、知恵を貸せというのだ！」

「ふむ……」

　真一は顎あごに手を当てて考え込む。

「なんだ、まさか不可能だとは言うまいな？　我らの窮きゆう地ちを救える知恵者を呼ぶ、そう指定して長い時をかけて召喚魔法を発動させたのだ。其方にはそれだけの英知があるはずだ」

「褒められるのは嬉うれしいが、それ本当に成功したのか？」

　魔王の力は疑いようもないが、真一は首を傾かしげざるをえなかった。

　能力を指定して呼び出せるのならば、ただの学生に過ぎない自分よりも、もっと相応しい者が沢山いるはずだが……。

「いや、成功している。その証拠に其方は我とこうして対等に話せている。最初に呼び出した虫けらのように、頭は良くとも気が弱く、勝手に死ぬような臆おく病びよう者ものではない」

「なるほど、それで俺なのか」

　真一より頭の良い者などいくらでもいる。

　だが、魔王という絶対的な強者を相手に、平然とタメ口をきくような、頭のネジが外れた度胸の持ち主は、そう多くなかったのだろう。

（それでも、何万分の一の確立が的中したんだろうな）

　はたして、それが幸運なのか不幸なのか、それは今から決まる。

「答える前に質問。最初の人はどうなったんだ？」

「娘が泣いて頼むのでな、仕方なく蘇らせて元の世界に戻してやった」

「地球に帰る手段はあると。ちなみに、俺が断った場合は？」

「今この場に、娘は居ない……分かるな？」

　ニヤッと邪悪な笑みを浮かべる魔王。

　リノという天使が良心回路になっているだけで、目の前の巨人はその絶対無比の力に相応しい、残忍で自分勝手な『魔王』なのだ。

「強制一択じゃねえかよ……」

　真一は頭を抱えて溜息を吐つく。

　だが、本当はとっくに理解していた。

　七十億もの地球人の中から、彼が選ばれた理由。

　ある程度優秀な頭脳と、絶対強者に屈くつしないクソ度胸、そして──

（魔王すら手を焼く不死身の人間達を、謀ぼう略りやくの限りを尽くして退治するか……面白い）

　真一の顔に、先程の魔王にも劣おとらぬ邪悪な笑みが浮かぶ。

　良識や常識に囚とらわれず、卑ひ劣れつな策略の限りを尽くして、敵を倒す事に喜びを感じるゲスな精神。

　二十一世紀の日本という、人類の歴史上でも稀まれに見る平和で安全な国では、無む益えきどころか有害な性質が、彼の奥底には眠っていたのだから。

（こんな面白い事を命惜おしさに捨てたら、もったいないゴーストに祟たたられるってもんだ）

　日本ではゲームの中くらいでしか発散できなかった、己の能力と本性を、この異世界では好きなだけ自由に発揮できるのだ。

　これほどやり甲が斐いを感じる事など、おそらく生しよう涯がいあるまい。

　己の命や地球に帰れぬ危険性を、掛け金として払うには十分であり、そんな命知らずの馬鹿だという事も、彼が召喚された理由だったのだろう。

「畏まりました、魔王様」

　真一はあえて丁寧な言葉遣いをし、恭うやうやしく跪ひざまずきながら宣言する。

「無限に蘇る人間の『勇者』達を、この手で必ずや始末してみせましょう」

　後に、魔王軍最恐のゲス参謀と呼ばれる、人類の裏切り者が誕生した瞬間であった。
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　山間に建てられた魔王城から、南東へ二日ほど歩いた先にある平野。

　大きな川が流れ、豊かな田畑が広がるその地には、城壁で囲まれた堅けん牢ろうな城じよう郭かく都市が存在した。

　その名はボア王国、魔王へ六千の兵を差し向け、半壊させられた国である。

　恐るべき怪物、伝説の魔族が近郊に現れ、軍がそれに敗北したとの噂うわさは、既すでに国民全員に知れ渡っており、いつ街まで攻め込まれるのかと、道行く人々の顔には不安の影が濃い。

　しかし、酒場で酒を飲み交わすある一団だけは、恐怖なんて言葉は知らぬとばかりに、陽気に騒さわいでいた。

「いやー、また派手に死んじまったな」

「何もできなかったわね。あれほどの敵だもの、仕方ないけど」

「……ん」

　ゲラゲラと笑うレンジャーに、妖よう艶えんな女魔法使いと無口な男戦士も同意する。

「少し悔くやしいですけどね」

　大人しそうな女神官がそう言うと、リーダーの騎士も深く頷うなずいた。

「そうだな。だが、最後に勝つのは俺おれ達たちだ」

　言い切る声に、慢まん心しんや増長の色はない。

　昨日、傷一つつける事も叶かなわず、魔王に全滅させられたというのに。

　何な故ぜなら、敵かなわぬと知りながら何度も挑いどんでいたのは、全て計算の内だったからだ。

「あの青い魔王は強い。けれど、毎日毎日攻め込まれ、あれほど強力な魔法を連発していれば、どうしたって魔力が切れる」

　魔力──魔法を発現させるための力。

　それは一度使い果はたしても、十分な休養を取っていれば、自然と回復していくものである。

　だが、その速度は最大許容量に対して、決して速いとは言えない。

　見習いレベルの魔法使いであれば、魔力を使い切っても一日もすれば全快する。

　しかし、一流の使い手である女魔法使いや女神官レベルともなると、二日はかかってしまう。

　これは、あの恐るべき魔王とて同じである。

　池の水をコップですくい続けるような行為だが、それが有限であるならば、必ず終わりは訪れるのだ。

「そのために、わざわざザコ共の死体を残してやってるんだしな？」

　口の端はしを歪ゆがめ、レンジャーが悪い笑みを浮かべる。

　死体を燃やしたりせず残しておけば、蘇そ生せい魔法をかけられて、倒した敵が何度でも蘇よみがえってしまう。

　一見、愚おろかしく見えるその行為も、魔王の魔力を削けずるためには有効だった。

「手下があんなザコばかりで、魔王も気の毒にね」

　自らの魔法で簡単に倒された、豚頭オークや小鬼ゴブリンの姿を思い出し、魔法使いは喉のどを鳴ならして笑う。

　そこに、命を奪うばう罪悪感など欠片かけらもない。

　何な故ぜなら、彼らは正義であり、魔族はこの世界を汚けがす悪なのだから。

「こらこら、魔王以外は弱いからって、気を抜くなよ」

　リーダーの騎士はそう注意するが、もちろん本気では言っていない。

　死んでも無限に蘇る自分達は、決して負けないと確信しているのだから。

「俺達は『女神の勇者』なんだ。その名に恥はじぬよう、立りつ派ぱに戦わないとな！」

　威い風ふう堂どう々どうと宣言する騎士に、仲間達もジョッキを掲かかげて同意するのだった。
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「つまり、消しよう耗もう戦せんを狙ねらっているわけか」

　食堂でまた不ま味ずい謎なぞの肉を食べながら、真しん一いちは納得して頷いた。

　セレスから魔法や魔力の簡単な説明を受けただけで、彼は騎士達の無む謀ぼうな連日突撃の裏にあった目的を、あっさりと見抜いたのである。

「魔王様、仮に奴らの攻撃が続くとして、あと何日くらい魔力が持つんだ？」

「別に一年でも二年でも持つが」

「えっ、魔力の回復は遅いって話じゃ……」

　先程の説明は何だったのかと戸と惑まどう真一に、魔王は鼻を鳴らして答える。

「ふんっ、それは凡人の話だろうが、蒼あおき魔王たる我われを一緒にするな！　転移や蘇生を数回使った程度の魔力など、一晩もあれば回復しておる」

「左さ様ようでございますか」

　やっぱりインチキじゃないか──との感想を、真一は心の中に仕し舞まっておいた。

「補足しておきますが、魔力の超高速回復は魔王様だけの特殊体質です。一般的な魔族の回復速度は、人間よりは上でしょうが、何倍もの差はないと思われます」

　そう告げるセレスの顔は、昨日と変わらず無表情であったが、褐かつ色しよくの肌が少しだけ青ざめているように見えた。

　魔王に負ふ担たんをかけまいと、死者蘇生の多くを彼女が担当していたせいだろう。

「あのさ、魔界からもっと強い奴らを呼べないのか？」

　セレスの負担を軽減するためにも、真一はそう進言する。

「魔王様ほどじゃなくても、あの騎士達を撃退できるくらいの奴らが、何十人かでも護衛に回れば、無駄に殺される魔族も減るし、人間側も襲撃が困難だと悟さとって、諦あきらめるかもしれないだろ」

　実にもっともな意見であったが、言われた魔王一家は顔を曇くもらせた。

「お兄さんの言う通りなんですけど、魔族の強い方って、基本的に乱暴な方が多くて……」

「リノの願いを無視して、人間共を皆殺しにしかねんからな。まったく、あの戦闘狂どもときたら！」

　娘を困らせる部下達を、魔王は容よう赦しやなく罵ば倒とうするが、彼自身も血の気けが多い方だという事実を、本人以外は皆知っていた。

（しかし、それで妙みように弱い魔族しかいなかったのか）

　厳いかつい外見に反して、騎士達にあっさり倒されていたのは、元から弱くて温厚な者だけを選せん抜ばつして、人界に連れて来たからだったのだ。

　もっとも、弱いとはいえ真一のような一般人なら、拳こぶし一つで殺せるような化け物には違いないのだろうが。

「ともあれ、援軍は望めないと。魔王様の尽きない魔力があれば、負ける事はないが──」

「我の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おは、もう限界であるがな」

「あうぅ……」

　ピクピクと額ひたいに青筋を浮かべる魔王を見て、リノは申し訳なさそうに俯うつむいてしまう。

　異種族の人間とて、無む益えきな殺せつ生しようはしたくないという優しさは、間違いなく彼女の美点である。

　しかし、そのワガママで魔王は動きを縛しばられ、ひいては人間達に舐なめられて、今の苦境を招まねいているのも事実であった。

　極きよく端たんな話、魔王が人間を全て滅ほろぼしてしまえば、何度も蘇ってくる謎のカラクリごと、あの騎士達も倒せる可能性は高いのだから。

　それを理解しているからこそ、リノは申し訳なさそうに告げる。

「パパ、もう料理が美お味いしくないなんてワガママは言わないですから、諦めて魔界に帰りましょう？」

「何を言うんだ!?　パパはリノのためなら千年だって戦えるぞ！」

「パパの事は信じてるです。でも、このままだとカルビさんやロースさん達が、本当に殺されちゃうです……」

　今までは蘇生できていたから良いが、いつ死体を焼き払われ、完全な死を迎えないとも限らないのだ。

「ではやはり、人間を滅ぼすしかないな」

　臣しん民みんを犠ぎ牲せいにはできぬし、それが一番手っ取り早いと、魔王は改めて戦意を燃やす。

「で、ですからそれは……」

　父親を説得できる言葉が見当たらず、リノは困こまり果ててオロオロと辺りを見回す。

　そして、この場で最も口が立つ者──真一と目が合った。

「ふっ、美幼女の頼みとあっては断れないな」

「何を言い出すのですか、この変質者は」

　真一はやれやれと肩を竦すくめ、セレスの暴言を聞き流しつつ立ち上がる。

　そして、魔王の元まで歩み寄って告げた。

「魔王様、苛いら立だつ気持ちは分かるが、人間を滅ぼすのはもったいないから止やめてくれ」

「もったいないだと？」

「あぁ、人界に来たのは美う味まい食料のためだろ？　そして、人界にある美味い物の採取、調理の方法を一番良く知っているのは人間だ。それを殺すのはもったいない」

「ふむ……」

　筋の通った理り屈くつに、魔王も思わず頷き返す。

「だが、其方そなたが居れば十分ではないのか？」

「俺は人間だが異世界人だぞ？　少しくらいなら料理はできるが、こっちの美味い物が何か、どう育てたらいいかなんて知らんよ」

　生あい憎にくと真一はサラリーマンの一般家庭で育ったので、米の植うえ方や収しゆう穫かく時期、海で大量に魚を捕とる方法、牛の捌さばき方なんて特殊技能は持ち合わせていない。

「魔族がゼロから農耕や料理を研究するより、人間にやらせて成果だけかすめ取る方が効率的だろ。それに──」

　ニヤリと、渾こん身しんの邪悪な笑みをもって告げる。

「魔王様に逆らった愚おろかな人間共を、死なんて一瞬の苦痛で解放してやるなんて、お優しすぎてつまらないじゃないか？」

　人間が怯おびえ、絶望し、服従する様を肴さかなに、勝利の美酒を飲のみ干ほす。

　それこそが魔界の覇は者しや、蒼き魔王に相応ふさわしい姿だと。

「ふふふっ、それもそうであるな。シンイチよ、其方も悪よのう」

「いえいえ、魔王様ほどではございません」

　邪悪なプランを気に入り、悪代官のような事を言う魔王に、真一も越えち後ご屋やの真ま似ねで応じる。

　そして、見事に説得してみせたぞと、リノの方を見るが──

「お兄さん、魔族の誰だれよりも怖いです……」

「あれーっ!?」

　リノのため、そして人類を滅亡から救うために、あえて悪役のフリをしたのに、本気で怯えられてしまった。

「馬鹿な、俺の演技は完かん璧ぺきだったのに……っ！」

「完璧すぎて本気にしか見えませんでしたが？」

　セレスのツッコミを背に、真一はちょっとショックを受けながら席に戻る。

　そのすれ違いざま、リノが彼だけに聞こえるよう小さく呟つぶやいた。

（お兄さん、ありがとうです）

　私のために悪い人のフリまでしてくれるなんて、とっても優しいんですね、と微笑ほほえみながら。

「リノちゃん……」

　そのマジで天使な笑顔に、思わず胸が高鳴ったが、メイドからの冷たい視線と、父親からの殺気を感じて、真一は直すぐに咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かした。

「ごほんっ……あと付け加えておくと、今魔界に引き返すのも止めた方がいい」

「どうしてですか？」

「こちらが恐れて逃げたと、人間側が調子に乗って、魔界に攻めて来るかもしれないからさ」

　そう言ってセレスの方に視線を送ると、有能なメイドは彼の意を察さつして答えた。

「魔界と人界の行き来は、転移魔法が使えれば誰でも可能です。問題は魔界の位置を人間側が知っているかどうかですが、この出城と魔界の本城との間で、既に何度も魔法で行き来をしており、それによってついた魔力の残ざん滓しを探れば、遠くないうちに知られてしまうでしょう」

　そうして、魔界にまで攻め込まれてしまったら、始まるのは地獄である。

　もちろん、人間にとってのだ。

「強くて血の気の多い魔族達が、全員キレて人間界に溢あふれ出だすわけだ。魔王様はそれを止められるのか？」

「はぁ？　止めるわけなかろうが」

「うん、知ってた」

　止められない、と言わない辺りが、流石さすがは最強の蒼き魔王である。

「あうぅ、そんな事になったら人間さん達は……」

「皆殺しだろうな。そういう訳で、殲せん滅めつはもちろん撤てつ退たいもなしだ」

　行けども地獄、戻っても地獄の袋小路に、人類はそれと知らずにはまったのである。

「リノは美味しいご飯を食べたかっただけなのに、どうしてこんな事に……」

　自分の些さ細さいなワガママが、人間に多大な迷惑をかけてしまった事を悔い、リノはさめざめと涙を流す。

「悪くない！　リノは悪くないぞ！　人間が全部悪いのだっ！」

　涙の一因である魔王が、それと知らず娘を慰なぐさめだすのを横目に、真一はメイドと話を進める。

「さて、本題に戻るとして。あの無限蘇生してくるチート野郎共──便べん宜ぎ上じよう『勇者』と呼称するが、これをどう倒すかだったな」

「はい、そのために貴方あなたをお呼びしたのです、働いて下さい穀ごく潰つぶし」

「人をニートみたいに言うな！」

　隙すきあらば毒を吐くセレスには辟へき易えきするが、実の所、真一は既に問題の回答を見出していた。

「勇者を倒す方法はもう考えついている。ただそのためには、まず奴らを捕まえないといけない」

「捕ほ縛ばくですか」

　そう復唱しつつ、セレスは主を見る。

　魔王の強大な力があれば、騎士達を捕らえるのなど容易たやすいが、勢い余って殺しかねないのが難点であった。

「そこで、捕らえるための罠わなを仕し掛かけようと思うんだが、そもそも、あの勇者達ってどこから来ているんだ？」

「むっ、人間共の居場所か？」

　娘を慰め終えた魔王が、話に戻ってきながら掌てのひらをかざす。

　すると、空中に衛星写真のような俯ふ瞰かん視点の映像が映った。

「真ん中にあるのが我の城、その右下にあるのが一番近い人間共の街だ。多分ここであろう」

「近いって、これ何十㎞離れてるんだ？」

「十八ゴート（約六十㎞）ほどでしょう」

「流石は翻ほん訳やく先生、単位換算までしてくれるとは」

　翻訳魔法の万能っぷりに改めて驚きつつ、真一は首を傾かしげる。

「一度死んだ勇者達は、多分この街で蘇生しているんだろうが、舗ほ装そうされていない荒れ道を六十㎞？　いくら鍛きたえているといっても、一日で歩ききるのは難しいよな。となると魔法か」

　便利な移動魔法もファンタジーの定番である。

　実際、魔王が何度も転移魔法を使っていた。

「ひょっとして、勇者達も転移魔法で来ているのか？」

「そうであろう、何が不思議なのだ」

「いや、転移魔法ってそんな簡単に使えるものなのか？」

　ゲーム等では最上級魔法に位置する事が多いので、こちらの世界でもそうなのかと思っていたのだ。

　もちろん、移動の煩はん雑ざつさを減らすため、あえて初期から使える魔法にしているゲームもあったが、テレポートなんて二十一世紀の科学でも実現できていない現象は、魔法という奇跡の力であっても、困こん難なんな分類だと考えるのが普通であろう。

　そんな真一の疑問に、またもセレスが答えてくれる。

「いえ、簡単には使えません、魔王様がおかしいだけです」

「あぁ、やっぱりそうなのか」

「ふっ、己の強さが恐ろしいわ」

　頷き合う彼らを見て、魔王は無駄に格かつ好こう付けるが、それを見るメイドの目が、奇き怪かいな珍生物を見るそれであった事を、真一は黙っているのだった。

「だがその言い方だと、簡単でなければ使えるんだな？」

「はい、出発点と到着点に数時間かけて魔法陣を描き、記憶に刻きざみ付けた二点間であれば、幾いくらか容よう易いに行き来が可能となります」

　それでも一定以上の素質と、発動まで数分の精神集中が必要だという。

　魔法陣も詠えい唱しようもなく、一瞬で好きな所に現れる魔王が、如い何かに規格外か分かる話だった。

「そうか、魔法陣で瞬間移動か……」

「到着点を割り出し、破壊する気ですか？」

「いや、破壊はしない」

　セレスの案を、真一は即座に否定する。

　一度魔法陣を破壊すれば、数日の時間稼かせぎにはなるが、今度は発見し難にくい場所に作られるだけである。それではイタチごっこだ。

「そう、破壊はしないさ」

　真一はもっと良い案があると、口の端を吊つり上あげる。

　その笑顔は、蒼き最強の魔王よりも、ずっと邪悪なものだった。
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「よし、今日も張り切って行くぞ」

　赤い太陽が頂点に昇る昼時、騎士達は日課となりつつある魔王襲撃を行うため、転移魔法の準備を始めた。

　場所はボア王国の下級貴族でもある、騎士の館である。

「みんな、魔法陣の中に入って」

　女魔法使いの指示に従い、五人は一室の床を全て使った、巨大な魔法陣に足を踏み入れる。

「あの魔王もだいぶん弱ってきたかな」

「そうだな、できればあと五日ほどで仕し留とめたいが」

「……奴か？」

　戦士の短い問いに、騎士は深く頷いた。

「魔王を倒し、領地と伯はく爵しやく位いを得るのは俺達だ。横から掻かっ攫さらわれては堪たまらないからな」

「そうですね、連日の戦いで私達も強くなった気がしますし、頑がん張ばりましょう！」

　リーダーである騎士の言葉に、女神官も力強く同意する。

　この戦いが終わって騎士が伯爵となったら、二人は結婚する約束を交かわしていたので、自然と気合も入る。

「お喋りはそこまで、行くわよ」

　一人、目を閉じて集中を続けていた女魔法使いが、転移の準備が整った事を告げる。

「よし、頼んだぞ」

「任せて……我らの身よ、光となって彼かの地へ駆けよ、『集団空間転移テレポート』ッ！」

　女魔法使いの練り上げていた魔力が弾はじけ、光となって全員を包み込む。

　立たち眩くらみのように上下左右の感覚がなくなり、視界がグニャリと歪む。

　そして一瞬の間に、彼らは魔王城から少し離れた森の中に描いた、魔法陣の上に──現れなかった。

「……えっ？」

　異常を理解するのに、騎士の脳は数秒の時間を要した。

　目を開けているはずなのに、何も見えない。

　彼は夜の闇やみよりも暗い、真の暗黒に包まれていたのだ。

「何だ、魔法を間違え──っ!?」

　女魔法使いの方を見ようとして、さらなる異常に気付く。

　首が動かない。いや、手も足も胴体も、指の一本すら動かせなかった。

「何だ、何だこれはっ!?」

　恐怖の叫びが、目の前で何かにぶつかり、反射して鼓こ膜まくを震わせる。

　それで気付いた。全身が一㎜の隙間もないほど、何か硬い物によって覆おおわれているのだと。

「いったい何故……くそっ、動け！」

　渾身の力を込めて手足を動かそうとするが、全くの無駄であった。

　それどころか、余よ計けいな足あ掻がきをしたせいで、絶望へのカウントダウンが早まってしまう。

「はぁはぁ……息が……」

　指すら動かせないほど狭い空間だ、空気など直ぐに尽きてしまう。

「出せ……ここから出してくれ……っ！」

　最後の力を振ふり絞しぼった叫びも、闇に呑のまれ自分の耳にしか届かない。

　彼にできたのは、何も分からぬまま、忍び寄る死神の足音を数えるくらいであった。





　　　　[image: ]






「よし、上手くいったみたいだな」

　騎士達五人が闇の中で絶望しているのを、真一はほんの数ｍ先から見ていた。

　正確に言えば、見ていたのは騎士達ではなく、彼らの埋うまった巨大な岩だったが。

「転移先に予あらかじめ巨大な岩を置き、その中に閉じ込めるとはな」

「ゲスな方法ですね」

　魔法で岩を運んだ張本人こと魔王は深く感かん嘆たんし、同じく魔法でこの場所を見つけ出したセレスは、無表情のまま罵倒した。

「題して『※いしのなかにいる※』大作戦！　転移魔法の危険性も理解せず、使っている方が悪いんだよ」

　最強まで鍛きたえたパーティーさえ完全消滅ロストする極ごく悪あくトラップ、石の中にテレポート。

　某名作ダンジョンＲＰＧをプレイした者なら、激しいトラウマと共に思いつく戦法であろう。

　その効果はてきめんで、五人の勇者達はなす術すべもなく全滅しようとしていた。

「やっぱり、古き良き名作は遊んでおくものだな」

「何の事か分からぬが、後はこれを溶よう岩がんの火口に投げ捨てればよいのか？」

「だから、殺しちゃ駄目なんだって。意識を失った辺りで、岩の中から出してくれるか」

「うむ、任せておけ」

　魔王は透視魔法で岩の中を窺うと、全員が気絶したのを見計らって、渾身のパンチを放つ。

「ふんぬっ！」

　それだけで、身の丈を超こえる巨大な岩にヒビが入り、バラバラになって崩れ落ちた。

「魔王様なら南極の奥深くに埋めても、自力で脱出してきそうだな……」

「ナンキョク、とは何でしょうか？」

「後で説明するよ。さあ、城に戻ろうか、本番はこれからだ」

　岩の中から現れた気絶した騎士達を、真一達は分担して担かつぎ、魔王の魔法で転移する。

　後に、捕まった五人は回想する。

　ここで窒ちつ息そく死しできていれば、どれほど幸せだったのだろうかと。
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「……っ、ここは？」

　ゆっくりと目を覚ました騎士は、ぼんやりとしたまま辺りを見回す。

　目に映るのは見知らぬ石の部屋、少なくともあの暗黒世界ではない。

　それに安あん堵どし、気が緩ゆるんだ瞬間を見計らったかのように、聞き覚えのない耳みみ障ざわりな声が響いてきた。

「ようやくお目覚めかな？」

「誰だっ！」

　騎士は反射的に飛とび退のこうとしたが、手足を引っ張られてバランスを崩す。

　身もだえるのに合わせて、ジャラジャラとやかましい音が手足の先から響いてくる。

　そこでようやく、騎士は己の体が、壁に鎖くさりで繋つながれていた事に気付いた。

「くっ……！」

「状況は理解できたかね？　安心したまえ、君の仲間達は無事だ」

　横を見れば、他の四人も壁に鎖で拘束されており、今の騒さわぎで次々と目を覚ました。

「おい、何だこりゃ!?」

「私達、捕まってしまったのですか？」

「……むぅ」

　レンジャー、女神官、戦士と、状況を理解して戸惑いの声を上げているが、全員無事である。

　ただし、一人だけ無事とは言えない者がいた。

「出して……暗い、嫌よ、苦しい、怖い、出して、出して……」

　周りの仲間にも気付かぬ様子で、虚うつろな目をしてブツブツと呟き続けるのは女魔法使い。

　彼女は石の中に閉じ込められた恐怖のあまり、正気を失っていたのだ。

「ミリーダッ！」

「彼女はミリーダと言うのか。閉所恐怖症だったのかな？　本当にすまない事をした、ここまで追い詰める気はなかったのだがね」

「白しら々じらしい、姿を現せ！」

　自分達をこんな目に遭あわせた、張本人と思しき謎の声に向かって、騎士は怒声を張り上げる。

　その返事は、思わぬ方向から響いてきた。

「最初から隠れてなどいないさ、上だよ」

「なにっ!?」

　見上げれば、そこには天てん井じようがなく、縁へりの部分に一人の人物が立っていた。

　黒いマントで全身を隠し、歪いびつな笑顔が描かれた白いお面だけが、闇にぽつんと浮かぶ恐ろしい怪人。

「私は蒼き魔王様の参謀、名前は──そう『スマイル』とでも呼んでもらおうか」

「スマイル、なんて不気味な響きだ……」

　ゴクリと唾つばを呑み込む騎士を見下ろし、スマイルこと真一は仮面の奥で不ふ敵てきに笑った。

（『笑顔スマイル』を翻訳せず音として発すると、異世界人には不ぶ気き味みに聞こえるってのも面白いな。『ソトヤマ・シンイチ』も何か変な物に聞こえるのかね？）

　魔族のリノは変わった響きと言っていたが、人間の場合はどう聞こえるのか。

　少し興味を惹ひかれたが、今は本来の目的に集中する。

「まずは、このように失礼な状態で話をする事を許して貰もらいたい。しかし、こうでもしなければ、君達は我々と会話をしてくれそうになかったのでね」

「会話だと？」

「そうだよ、我々の間には誤解があるようだからね」

　邪悪な魔族と話す事などない、とでも言いたげに、きつく睨にらんでくる騎士に構わず、真一はスラスラと言葉を紡つむぐ。

「君達人間は、我々魔族の事をどう思っているのかね？」

「どうって……稀まれに地の底から這はい出でてくる、危険で野や蛮ばんな怪物だろ！」

「数万年前に善神との争いに敗やぶれ、悪あく竜りゆうと共に地下深くに封印された、おぞましい邪神の眷けん属ぞくなのでしょう」

　レンジャーと女神官の答えから、真一は新しい情報を得てほくそ笑む。

（魔族は地の底から来る……つまり、『魔界』は地底世界という事か。そして、稀にだが魔界から出てきた奴は他にもいたと）

　そもそも、事の発ほつ端たんとなったリノの母からして、人界に現れた魔族の一人であった。

　強そうな奴を見つけては喧けん嘩かをふっかけていたらしく、本人的には悪意のない腕うで試だめしだったとしても、襲われた方にとっては恐怖でしかなかっただろう。

　他にも、似たような理由で暴れた魔族が居たのなら、人間が魔族を敵視するのも当然であった。

「なるほど、同どう胞ほうがご迷惑をおかけしたようだ。しかし、我ら蒼き魔王様の眷属は、君達人間と事を荒立てるつもりはないのだ、それを分かって欲しい」

　まずは謝罪し、和解の意志がある事を示す。

　これを受け入れてくれれば、無む益えきな争いが終わってくれるのだが、真一の予想通り、騎士達はそれを突つっぱねた。

「ふざけるな！　私達にこのような真似をしておいて、今いま更さら何を！」

「それは、君達がいきなり襲いかかってきたからだよ」

「ボア王国の兵士を三千人も殺したのだ、襲われて当然ではないか！」

「おや、先に軍隊を差し向けて、我らの同胞を虐ぎやく殺さつしたのは君達の方だと思ったが？」

「くっ……そうしなければ、王国は貴様らに攻せめ滅ほろぼされていた。そもそも、我らの領土たるドーグ渓けい谷こくを、不当に占せん拠きよしたのが悪いのではないか！」

「王国から丸二日はかかる遠方で、誰一人住んでおらず、道や看板すらない狭い山間の荒れ地を領土だと？　何か証拠はあるのかね」

「証拠も何も、あの山は初代トルトス一世様が手に入れた、ボア王国の領地だ！」

「ふむ……人界の国境がどう定められているのか、詳くわしく調べず城を建てた非は認めよう。だからこそ、このような場を設もうけたのだが、ここは平和的に金きん銭せんで剣を収めてはくれないかね？」

「この世界は全て女神様と我々人類の物だ、邪悪な魔族にくれてやる土地など欠片もない！」

　真一がどれほど言葉を重ねようと、騎士はまるで聞く耳持たず拒絶するばかり。

（駄目だ、平行線だな）

　そう諦めながらも、真一は収穫を得て満足していた。

　騎士の言動から、魔王達の話が事実だったと──人間達が先に攻めてきたと確信できたからだ。

（魔族側に非がないとは言わないが、人間側の方が明らかに悪い。容赦の必要はないな）

　異世界と言えども、同じ人間という同族意識。

　日本という平和な法治国家で育はぐくまれた、常識や良識。

　それらを捨てるのに十分な理由を手に入れ、魔王の参謀は仮面の下で笑みを深めた。

「残念だよ、互いに遺い恨こんを捨てて、友好を築きずいていきたかったのだが……」

　優しいリノのためにも、それがベストな結末だったが、騎士達自身が拒絶したのだから仕方ない。

「あくまで我々に攻撃を続けると言うのならば、君達を始末させてもらおう」

「へっ、やれるものならやってみろ！」

　遺い憾かんそうに告げる真一を、レンジャーは鼻で笑う。

　何をやっても、自分達は殺せない──いや、殺しても蘇るのだ。

　不死身、故ゆえに無敵。

　絶対に負けないのだから、最強の魔王にさえいつかは勝てる。

　そんな自信に満ち溢れた騎士達を見て、真一は忍び笑いを漏もらした。

「くくくっ、勘かん違ちがいして貰っては困るな。私は『君達を殺す』なんて一言も言っていないよ。何度も蘇るお邪魔虫を『始末する』と言っただけさ」

「…………」

　その不気味な言い回しに、騎士も何かを感じ取ったのだろう。

　無言で魔力を高め、ある魔法の準備を始めた。

　しかし、彼の決意を固めた表情から、真一は何をする気か看かん破ぱする。

「おっと、させないよ」

　軽く手を上げて、ずっと無言で後ろに控ひかえていたセレスにサインを送る。

　それだけで、有能なメイドは全てを察し、一瞬で騎士の前に降り立つと、片手でその首を絞しめ上あげた。

「ぐあ……っ！」

「自決して、この場から逃げ出す気だったのだろう？　やめておきたまえ、ここには特とく殊しゆな結界が張ってある。死んだらそこまで、蘇る事など不可能だよ」

「なにっ!?」

「けっ、ハッタリだ！」

「そう思うなら、試してくれても構わんよ」

「……っ」

　余裕に溢れた声で促され、威勢よく反論したレンジャーは黙り込む。

　無論、結界うんぬんは噓であり、騎士達がそれを見抜く事も想定済みだ。

　しかし、「ひょっとして……」と僅わずかな疑惑が胸に湧けば、簡単には自決できなくなり、つけ入る時間は稼げる。

（さて、ここからだ）

　不死身の怪物を倒す方法として、もっともポピュラーなのは『行動不能にして永遠に封じる』だろう。

　全身を鉄の塊に埋めて、深海にでも沈しずめてしまえば、殺せずとも無害化は達せられる。

　ただし、この方法はあくまで不死身への対策であり、死んでも蘇る勇者相手には使えない。

　絶対に不可能ではないのだが、自害して逃げないよう、常に見張りをつける必要があるため、現実的な手段ではないのだ。

「やはり、二度と逆さからえぬよう、心を折るしかないな」

「……っ！」

　ボソッと呟かれた恐ろしい単語に、女神官が身を震わせる。

　だが、彼女を励はげますように、騎士がセレスの手を振りほどいて叫ぶ。

「拷ごう問もんでもする気か？　ふんっ、やりたければやるがいい！」

「ほう、強気だな」

「スマイル様」

　騎士の前にいたセレスが、身軽に跳ちよう躍やくして真一の元に戻り、耳元で忠告する。

（拷問は無意味です。奴らは全員『痛覚遮断ペイン・ブロツク』の魔法を常時発動させています）

（なるほど、考えれば当然か）

　心の片かた隅すみにあった疑問が解決し、真一はポンと手を打った。

　いくら蘇生できるからと言っても、誰だって死ぬほどの怪け我がを負って、悶もだえ苦くるしむのなど勘弁願いたい。

　だから、魔王に何度も玉ぎよく砕さいをかましていた騎士達は、魔法で痛覚を消していたのだ。

（ＨＰ１の瀕ひん死し状態でも平気で戦えたりするのは、そういった理由なんだろうな）

　そんな事を思いつつ、真一は考えておいた別のプランに移る。

「拷問と一口に言っても、何も痛めつけるだけとは限らんのだがな」

　そう言って、不気味な笑みの仮面を女神官の方に向けた。

「ひっ……！」

「うら若き乙女おとめをグチョグチョのドロドロに凌りよう辱じよくするとは、最低最悪のゲスですね」

「誰もそんな事は言ってねえよ！　いや、そういう方法もあると考えついてはいたけど、実行するとは言ってねえ！」

　女神官に悲鳴を上げられ、メイドに軽けい蔑べつの目で睨まれ、真一は思わず素すに戻ってツッコんだ。

「ごほんっ……私が言っているのは、もっと恐ろしい拷問だ。例えば、君達の居る穴の中に、これを大量に放つとかな」

　そう言って、マントの中から取り出したガラス瓶びんには、城の中で捕まえたあるモノが入っていた。

　カサカサと耳障りな音を立てて動きまわる、黒くぬめぬめと光った──

「ぎゃあああぁぁぁ───っ！」

　突然、鼓こ膜まくを破るような野太い悲鳴が上がった。

　何事かと驚いて見れば、今まで沈ちん黙もくを貫つらぬいていた戦士が、屈くつ強きような体をガタガタと震わせている。

「た、頼む、それだけは……何でも、する……」

「じゃあ、もう二度と攻めてこないと──」

「約束する！　だから、その黒い奴だけは……」

「えっ、マジで？」

　目元に涙まで浮かべて、あっさりと要求を呑む姿に、真一はむしろ困惑してしまう。

「ただ入れるだけだぞ？　何も体中に切り傷をつけた後、そこに蜂はち蜜みつを塗ぬりたくって、生きたまま傷口から食わせてあまつさえ卵──」

「やめてぇぇぇ───っ！」

　軽い口調で呟かれたおぞましい拷問に、戦士は少女のような甲かん高だかい悲鳴を上げ、恐怖のあまり失しつ神しんしてしまった。

「くそっ、ゴルデオをあの虫で脅迫するなんて卑ひ劣れつなっ！」

「こんな所でお別れなのかよ……」

「仕方ありませんよ、あの虫を突きつけられては、私だって……」

「それでいいのかお前ら？」

　戦士の離脱をあっさりと受け入れる騎士達にも、真一は呆れしか浮かばない。

「たかがゴキに怯えすぎだろ、なあ？」

「近づかないで下さい」

　セレスに同意を求めるが、彼女も無表情のまま顔を青ざめさせ、一瞬で部屋の端まで離れてしまう。

（異世界ですらここまで嫌われるとは、不ふ憫びんな生物だな……）

　城の通路で発見した時は、地球と同じ生物が存在したのかと、むしろ懐なつかしさを感じたくらいなのだが。

　もっとも、真一だって好きではないので、瓶に捕まえた衛生害虫は、後でしっかり処分するつもりである。

「まぁいい、これで二名は使い物にならなくなったわけだが、君らも観念して我々への敵対行為を止めないかね。でなければ、取り返しのつかない事になるぞ？」

「断る！　悪あしき魔族を根ね絶だやしにするのは、我ら『女神の勇者』に課かせられた使命だ！」

「ほぉ、勇者ね……」

　ゲームから取って便宜上使っていたその呼称が、実際に使われていた偶然に驚きつつも、真一は最後の決断を下した。

「では仕方がない。アレを使ってくれ」

「畏まりました、スマイル様」

　命令を受けたセレスは一礼すると、再び騎士の前に降り立った。

　そして、左手で彼の頰ほおを摑み上げ、右手でポケットから小瓶を取り出すと、その中に入っていた液体を無理やり飲ませる。

「ん、ぐぅ……がはっ、げほっ……毒か、無駄な事を」

　死ねばここから消えて蘇生するだけである、毒などむしろ助けにしかならない。

　そう強気な騎士を、真一は心の底から愉ゆ快かいそうに眺ながめる。

「確かにそれは毒とも言える。しかし、無駄かどうかはすぐに分かるよ、すぐにな」

「何を──ぐっ！」

　真一の宣言通り、騎士の顔色が一瞬で真っ青に変わった。

「リーダー、どうしたんだ!?」

「癒いやしの魔法を──」

「させませんよ」

　手出し無用と、セレスが女神官を止めている間にも、騎士は滝のような脂あぶら汗あせを流し、ブルブルと震え出す。

「あっ……がっ、ぬぐぅ……！」

「余よ裕ゆうのない騎士殿に代わって、私が説明してあげよう。彼に飲ませたのは『チェキンの実』を煎せんじた物だよ」

「チェキンの実？」

　レンジャー達が知らないのも無理はない、人間の世界には存在しないのだから。

「魔界に生はえる植物の実だよ。非常に不ま味ずいのだがある効果があってね、特に女性達の間では重宝されているのだそうだ」

「女性……まさかっ！」

　気付いた様子の女神官に、真一はニヤリと笑って告げる。

「そう、お通じを良くする薬──つまり下剤だ」

　ぐぎゅるるるっ！

　まるで正解だと答えるように、騎士の腹が破滅の異音を響かせた。

「た、頼む、鎖を外してくれ！」

「我々が差し出した手を払ったのは、君の方じゃないか。今更虫が良すぎるな」

「あっ、ぐぅ……だが、騎士として、女神の勇者として、邪悪な魔族に屈するなど……っ！」

「見事な覚悟だ。ならば汚物で汚れる程度、どうという事はないだろう？」

「だ……だが、しかしぃ……っ！」

　歯を食いしばって耐えながら、騎士は女神官を見る。

　この戦いが終わったら、一緒になろうと約束していた愛いとしい女性。

　彼女は恐怖からか、顔面を蒼白にしながらも、目を逸そらせず彼を見つめていた。

　だから、騎士は恋人の眼前で、ついに──

「見るな、見ないで……あっ、あああぁぁぁ───っ！」
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「ぐっ、うぅ……」

　数分後、勇者達の捕らわれた穴には、異臭と共に男のすすり泣く声が響いていた。

「大人が人前でマジ泣きするとは、情けない」

「あれほどの事をしておいて、どの口が言うのですか、このゲスは」

　呆れた声を漏らすと、セレスにまた罵ののしられたが、真一は心外だと眉まゆをひそめる。

「そうかな？　新兵が恐怖で漏らすなんてよくある話だし、一流の狙撃手は糞ふん尿にようを垂れ流してでもピクリとも動かず、三日だろうと四日だろうと、目標が現れるのを待つって言うぞ。漏らす程度の汚れも覚悟せず、人魔族を殺す方が怖いと思うがな」

　異種族とはいえ言葉の通じる知的生物を平気で殺せる感覚の方が、真一には理解できない。

「さて、ここで良い物をお見せしよう」

　そう言って真一が勇者達に突きつけたのは、制服のポケットに入れていたため、偶然こちらの世界に持ち込めた、魔法のような科学の結晶。

「これは『スマホ』と言う魔法の道具でね、目の前の映像や音を撮って、何度でも再生する事ができるのだよ」

「すまほ？」

　不思議そうに見上げる女神官達の前で、真一は無情にも動画の再生ボタンを押した。

『見るな、見ないで……あっ、あああぁぁぁ───っ！』

「や、やめろぉぉぉ───っ！」

　再び響き渡る破滅の音に、死人のように項垂うなだれていた騎士が叫ぶが、ゲスな魔王の参謀は停止ボタンを押してやったりはしない。

「この映像を君達の住む国の上空に流したら、どうなるかな？」

「──っ!?」

「茶色の騎士、肥こえ溜だめの勇者……そんなあだ名で、民衆は君を笑うのだろうな」

「ひっ！」

「仮に君が魔王様を倒し、世界を救った英雄になっても、何百年と名を伝えられる偉人となっても、人々はこの事を笑うのだ。実際、私の故郷を統一したある将軍など、たった一度の過あやまちを、死後四百年が経たっても笑われているからな」

　歴史に名を残すって怖いなと、仮面の奥でも笑いながら、真一はスマホを突きつける。

「さて、君が二度と我々に──」

「逆らいません！　誓ちかいます、だからどうか……っ！」

　言い終わる前に、騎士は血の涙を流すほど必死に、懇こん願がんの言葉を絞しぼり出だした。

「リーダー……」

　そんな情けない姿に、レンジャーは失望の眼まな差ざしを受ける。

　だが、残された女神官は、穢けがれた騎士に向かって、慈いつくしみの眼差しを向けていた。

「ルザール、顔を上げて下さい。人は生まれ落ちた赤子の時と、死を迎える老境の時、誰でも排はい泄せつを人に見られ世話をされるのです。だから悔やむ事などありません」

「だが、いい大人がこんな……」

「自分のミスではなく、魔族の卑ひ劣れつな策によるものではないですか、何を恥じる必要があるのです。貴方は人々のために戦った、立派な女神の勇者で……私の、愛する人なんですから」

「ミーニャ……」

　聖母のごとく眩まばゆい笑みに、騎士は下半身の不快さも忘れ、愛する女と見つめ合う。

　そんな感動の光景に、真一は深く頷き──

「やっぱり全世界に公開するわ」

「ええぇぇ──っ!?」

「ゲスですね」

　リア充じゆうへの妬ねたみを隠そうともしない仮面参謀に、メイドは容赦なく罵声を浴びせるのだった。
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　ボア王国の中心に建つ王城、その上層にある謁えつ見けんの間で、トルトス四世は驚きよう愕がくのあまり王座から立ち上がっていた。

「勇者達が居いなくなったとは、真まことなのかっ!?」

「はっ、ルザール以下五名の勇者達は、ボア王国を去ってしまいました」

　報告に来た騎士長も、未いまだ信じられぬと深い困惑を浮かべている。

「魔王討とう伐ばつの任にんが自分達には重すぎたと告げ、それぞれバラバラに我が国から去って行ったのです」

「馬鹿な、ルザールは貴族の嫡ちやく男なんであろう？　それが地位も捨てて出しゆつ奔ぽんしたというのか!?」

「はい、何でも『地位や名めい誉よよりも大切なものを見付けた』と」

「そんな馬鹿な……」

　トルトス四世は失意のあまり、倒れるように座り込む。

「勇者が五人も、一いつ斉せいに去るなんて……」

　女神の加か護ごを受けた不死身の勇者、それは魔物や魔族だけでなく、周辺諸しよ国こくからも自国を守る重要な戦力であった。

　勇者になれるのは、元より才能に秀ひいでた者ばかり。

　魔法という強大な力が存在し、個が集団を上回るこの世界において、まさに一騎当千の活躍をして、一人で国の運命を左右する強者である。

　それを五人も失ったのだ、国王でなくとも血の気が失うせる大損害であった。

「どうしても引き留められなかったのか？　いや、今からでも遅くはない、どんな手を使ってもいいから呼び戻せないのか？」

　魔王討伐に失敗した事は責めぬし、無理難題を申しつけた詫わびに謝礼金も出そう。

　何なら、騎士ルザールがずっと切望していた、伯爵位を授さずけてもいい。

　そう必死に提案する国王に、騎士長は沈ちん痛つうな面持ちで首を横に振った。

「おそらく無理でしょう。私も考え直すよう引き留めましたが、彼らの意思は固く……」

　騎士にとって一番大切な家を捨てて逃げる。

　それほど重い決断なのだ、どんな餌えさをチラつかせても今更撤てつ回かいするはずがない。

「何より、彼らは魔王を恐れておりました。『奴は邪神よりも邪悪な存在だ、敵にしてはいけなかったのだ』と……」

　正確には魔王の参さん謀ぼうを恐れていたのだが、騎士長はそれを知らない。

「不死身の勇者が全てを捨てて逃げるほど、あの魔王が恐ろしいというのかっ!?」

「それは陛下もよくご存じかと」

「むぅ……」

　騎士長のもっともな指摘に、トルトス四世は唸うなって黙だまり込こむ。

　出撃した六千の兵を、たった一人で半壊させた魔族の王。

　その強大すぎる力は、軍の最後尾で指し揮きを取っていた騎士長も国王も、嫌というほど見せられていた。

「確かに、あれは魔王と呼ぶに相応ふさわしい、恐怖の権ごん化げであった……」

　豚頭オークや小鬼ゴブリンという、伝承通りの醜みにくく邪悪そうな魔族達を蹴け散ちらし、意い気き揚よう々ようと進むボア王国軍の前に現れた一体の青き巨人。

　それが手を掲げ、何やら呪文を唱えたと思った瞬間、雨のごとき光の矢が降ふり注そそいだ。

　三千本の矢は宙ちゆうを自在に駆かけ、驚く兵士達の心臓三千個を貫つらぬいた。

　あまりにも一瞬であっけない、絶対的な死と敗北。

「いったい、どれほどの力を有しているのか……」

　一瞬で殺された三千名の兵士が、全て『蘇生可能な遺体』であった事が、生き残った者達により深い恐怖を刻み込んだ。

　原型がなくなるほど死体を破壊されれば、蘇生魔法が効かなくなる。

　完全消滅ロストから蘇られるのは、あくまで勇者の称号を得た特別な者達だけなのだ。

　魔王はそれを知っていたのだろう、光の雨は三千の心臓を貫いたが、それ以外は掠かすり傷一つ負わせなかった。

　殺すよりも生かしたまま捕とらえる方が難しいように、蘇生できる綺き麗れいな遺体として殺すのもまた難しい。

　なのに、魔王はそれをいとも容易たやすく行ったのだ。

　逆に言えば、遺体すら残さず殺すつもりであれば、半数どころか全軍、トルトス四世を含ふくむ全ての者達を消滅させられたのだろう。

　伝承通り、いやそれ以上の強さを持っていた魔族に、人間が抵抗するなど不可能、速やかに降こう伏ふくするべきだったのか。

「やはり、魔族に手を出すべきではなかった……」

　つい漏もれてしまった国王の弱音。

　それを聞き逃さず、咎とがめる者が一人いた。

「陛下、何を仰おつしやっているのです」

　急に口を挟はさんだのは、今までトルトス四世の横で柔にゆう和わな笑みを浮かべていた、三十代前半の男だった。

　太陽を思わせる黄金のシンボルが刻きざまれた、真っ白なローブをまとっているだけで、剣も鎧よろいも身に着けてはいない。

「邪悪な魔族を見逃すなど、女神様がお許しになりませんよ？」

「も、もちろんだともヒューブ司教！」

　にこやかな、だが反論を許さぬ圧力のこもった笑みを向けられ、トルトス四世は慌あわてて言い訳する。

「我ら女神の信徒が、邪悪な魔族に屈くつする事などありえんよ！」

「そうですか、ならば結構です」

　白衣の男──ヒューブ司教の許しを得て、ほっと胸を撫なで下おろすトルトス四世。

　国王のそんな情けない姿を、騎士長や周囲の大臣達は口くち惜おしく思いながらも、文句を言う事はできなかった。

　この国、いやこの世界において、女神の司教に反論できる者など、その上に立つ枢すう機き卿きようや教皇だけなのだ。

「しかし、女神様の使徒たる勇者が、邪悪な魔族を前に逃亡するなど、これは許されぬ行為ですね」

　あくまで穏おだやかな口調で、ヒューブは判決を下す。

「ルザール達は『破は門もん』するよう、大神殿に打だ診しんいたしましょう」

「なっ……!?」

　あまりにも残ざん酷こくな仕打ちに、トルトス四世はおろか、謁見の間にいた全ての者達が凍こおり付ついた。

　ボア王国のように大きな都市から、人口数百人の小さな町や村にも必ず一つはある女神の神殿。

　それは単に信仰の柱というだけでなく、病気や怪我の治療、そして寿命を除のぞいた望まぬ死からの蘇生を可能とする、まさに命を握にぎっている施設なのだ。

　女神教から破門されるという事は、今後何があろうと神殿に入れない、つまり死んでも蘇生を受けられないという事である。

　遺体さえ残っていれば生き返れる。何度でもやり直せる。

　その安心を奪うばわれる破門が恐ろしいからこそ、国王さえも女神の司教には逆らえないのだから。

「しかし、ルザール達は勇者なのですよ？　それを破門など……」

　女神に認められて不死身となった勇者。

　それを破門にしたところで、無意味ではないのか？

　戸惑うトルトス四世に、ヒューブはあくまで温おん和わな笑みで告げる。

「勇者の扱いは、我ら女神の信徒が一番良く存じております」

　具体的な方法は何も言わない、余裕の笑みが逆に不気味であった。

「そ、それならばよいが……」

「はい、陛下は何もご心配なさらずに」

　同意するしかないトルトス四世から、ヒューブは視線を外して入口の方を見る。

「邪悪な魔族の討伐は、真の勇者が叶えてくれますよ」

　その言葉と同時に、謁見の間の大きな扉が開かれ、一人の人物が姿を現した。

　炎のように赤い髪と、同じ色のマフラーを首にまいた軽装の剣士。

　その人物は優雅とは言えないが、元気あふれる活かつ発ぱつな足取りで国王の前まで来ると、恭うやうやしく跪ひざまずいてよく通る声を上げた。

「女神の勇者アリアン、大神殿より承った巨大黒こく狼ろうの退治を終え、ただいま戻りました！」

「よく無事に戻りましたね」

　国王を差し置いて、ヒューブ司教は労ねぎらいの言葉をかける。

　それに応えていいのか戸惑いつつも、女神の勇者──アリアンは笑顔を見せ、背負っていた包みを下ろして開いてみせた。

　中から現れたのは、大人の上腕ほどもある長大な牙きば。

　これの持ち主であった黒狼が、どれほど巨大で凶暴だったのか、一目で分かる代しろ物ものである。

　そして、たった一人で黒狼を倒したアリアンの実力を、何より示す証しよう拠こであった。

「おぉ、なんと見事な、流石さすがはアリアン殿！」

「ありがとうございます」

　感かん嘆たんの声を上げる騎士長に、アリアンは照れ笑いを浮かべる。

　それを見たヒューブは、ほんの僅わずかに笑みを硬くしながら話題を変えた。

「さてアリアン、王国から離れていたとはいえ、噂うわさは聞いていますね」

「ドーグ渓けい谷こくに現れたという、魔族の話でしょうか？」

「そうです、邪悪な魔族の軍勢がボア王国の民を虐殺し、この地を奪うばい取とろうと狙ねらっているのです」

　最初に軍を率ひきいて戦争を仕し掛かけたのも、続いて五人の勇者を仕向けたのもボア王国側。

　さらには慎重論を唱となえていた国王を押しのけ、それを強行したのはヒューブなのだが、その事はわざわざ口にしない。

「魔族がそんな酷ひどい事を……」

　事実を知らぬアリアンは、ヒューブの言葉を真に受けて、暗い顔で俯うつむくのであった。

「そう、女神様の教え通り、魔族は卑いやしく野や蛮ばんで汚けがらわしく、滅ほろぼすべき存在だったのです」

「…………」

「この魔族を滅ぼすため、ルザール達五人が討伐に向かいましたが、敵の主である魔王に恐れをなし、国を捨てて逃亡してしまいました」

「えっ、ルザールさん達がっ!?」

「残念ながら事実です」

　破門の件もやはり口にせず、ヒューブはあくまで優しい声で命じる。

「アリアン、この国を救えるのは貴方あなたしか居ないのです。魔王を倒してくれますね？」

「…………」

　アリアンは複雑な表情で暫しばし俯いていたが、すぐに顔を上げてトルトス四世を見つめた。

　たとえ女神に選ばれた勇者であろうと、いくら司教の方が立場が強くても、この国を治め導みちびく役割を背せ負おった者は、国王である彼なのだから。

　その優しく気高い瞳ひとみに、トルトス四世は引け目を抱きながらも、命じる以外の道はなかった。

「勇者アリアンよ、ドーグ渓谷に現れし魔族討伐の任を与える」

「はい、一命に代えましても！」
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　黒狼退治の任務を終え、帰還したばかりの疲れも見せず、アリアンは輝く笑顔で国王の命令を拝はい領りようした。

　そして立ち上がり一礼すると、早速とばかりに謁見の間を退出していく。

　細いその背中を見送り、ヒューブはまた穏やかに笑った。

「これで、邪悪な魔族は滅ぼされたも同然、ボア王国の平和は女神様のご加護によって守られたのです」

　そして、強大な魔王を倒したアリアンの功こう績せきは、見み出いだした自分の功績でもあり、大司教への昇進は間違いない──とは流石さすがに言わなかったが。

　司教の内心を察したトルトス四世は、気け取どられぬよう溜息を吐きながら、消えた細い背中を追う。

（アリアンか……腹はら黒ぐろ司教が見出したとは思えぬ、無邪気で善良な子供ではないか）

　それに危険な魔王との戦いを押し付ける自分や周まわりに、改めて嫌気がさす。

　ひょっとして、万に一つでも、あの勇者ならば魔王を倒せるかもしれない。

　そんな微かすかな期待があるからこそ、余よ計けい始末に負えない。

「あんな、うら若き少女だというのに……」

　肩口で揃そろえた赤毛をなびかせ、小さな胸を張って歩く、ボア王国最強の魔力を持った剣士。

　それが愛らしい乙女だという事実が、国王の胸をより痛めるのであった。
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「わははっ、よくやってくれたぞ我が参さん謀ぼうよ！」

　連日の襲撃を行っていた勇者達がついに来なくなり、平へい穏おんを取り戻した魔王城では、盛せい大だいに宴えん会かいが開かれていた。

「全てお兄さんのお陰かげです、本当にありがとうございました」

「心よりお礼を申し上げます」

　リノも満面の笑顔で礼を告げ、セレスも無表情ながら深く頭を下げる。

「いやー、おかげで本当に助かったモー」

「これでようやく、本格的な畑作りに励はげめるブー」

「ありがとな、兄ちゃん」

「ふふっ、お礼にイイことしてあげましょうか？」

　カルビとロースの牛豚コンビ以外にも、蛇へび女おんなや悪魔っぽい羽と尻尾しつぽが生えた少女（？）など、人界に来たほとんどの魔族が宴会場に集まり、そろって勇者撃退の立役者を褒ほめ称たたえた。

　その当人たる真しん一いちはというと、大量の人外に囲まれた事よりも、過か剰じような褒め言葉に対して居心地悪そうに苦笑いしていた。

「賞賛は嬉しいが、一時しのぎでしかないんだがな」

　あの騎士達五人は二度と魔王城へ近寄らないよう、セレスの手で『制約ギアス』の魔法をかけたうえで解放された。

　制約魔法はかける相手の同意が必要だが、その効果は絶大かつ切れる事がないので、騎士達が魔王を煩わずらわせる事は二度とないだろう。

　勿もち論ろん、制約を解除する魔法もあるそうだが、魔王に次つぐ実力者であるセレスの魔法を、簡単に解ける者などまず存在しないし、そこまでの手間をかけてまで、再び魔王に挑いどむメリットもあるまい。ただ──

「いいから飲め、今日は祝いの席ぞ！」

　細かい事は気にするなと、魔王は豪ごう快かいに笑い飛ばし、真一に飲み物を勧すすめてくる。

「お料理も沢山あるですよ」

「宴うたげのために、森に入って人界の食材を採とってまいりました。シンイチ様のお口にも合われるでしょう」

　リノやセレスも彼を労うため、料理を皿に取って差し出してくれた。

「あぁ、ありがとう」

　真一は礼を言ってそれらを受け取るが、表情は僅かにぎこちない。

　何故なら、どれもが宴会料理と呼ぶには程遠い、貧ひん相そうな代物であったからだ。

（飲み物はただの水だし、これは猪いのししの肉と茹ゆでたフキか？）

　肉はちゃんと血抜きをしなかったらしく、酷い獣けもの臭くささを放っており、フキも灰あ汁く抜ぬきを怠おこたったらしく、エグくて食べられる味ではない。しかし──

「ぷはっ！　やはり人界の水は最高であるな！」

「こんな美う味まい肉が食えるなんて、人界に来て本当に良かったモー」

「この草も美お味いしいし、もう魔界には帰れんブーっ！」

　魔王やその部下達は満面の笑みを浮かべ、人界の食材を褒め称えていた。

（まぁ、魔界の謎なぞ肉にくに比べれば、これでもご馳ち走そうだよな）

　どれだけグルメに厳しい世界なのか、怖い物見たさで一度行ってみたかったが、残念ながらその機会はない。

（この宴が終わったら、地球に帰るんだしな）

　無限蘇生してくる勇者を倒すために知恵を貸す。

　その目的を果たした以上、真一がこの異世界に留とどまる義務はない。

（余よ所そ者ものの俺が、この世界に深く関わるのも問題だろうしな。しかし──）

　平和な日本に帰れるというのに、真一の気持ちはイマイチ晴れない。

　それが何な故ぜか、自分でもよく分かっているからこそ、己の気持ちを異世界の水と一緒に飲み込もうとした。

　まさにその時、宴会場の扉が音を立てて開かれた。

「魔王様、一大事ですワン！」

「この展開は、まさか……」

　現れた犬頭コボルトの慌てた表情を見て、真一は嫌な予感を抱く。

「今まで見た事のない、けど凄く強そうな人間がこっちに向かって来てるんだワン！」

「やっぱりか」

　予想通りの報告に、真一は頭を抱えた。

　騎士達五人を撃退したからといって、それが最後の勇者という保証はどこにもなかったのだから、当然と言えば当然の話である。

「……蛆虫共め、どこまでも我をコケにしてくれるのう」

　浮かれていたところに水を差され、魔王は怒りのあまり杯さかずきを握り潰し、全身から暴風のごとき殺気を放つ。

「良い度胸だ、そんなに死にたければ、望み通り皆殺しにしてくれようっ！」

「魔王様、頼むから勇者だけにして──」

　人類殲せん滅めつは勘かん弁べんしてくれという懇こん願がんが、果たして耳に届いたのかどうか、魔王は話の途中で瞬間移動して消えてしまう。

「お兄さん……」

「まったく、こっちの人間には困ったものだな」

　真一は苦笑し、不安そうに見上げてくるリノの頭を撫でる。

　そうして待つこと五分、魔王は瞬間移動で戻って来た。

　時間的に考えて人類殲滅はなかったと、ほっと胸を撫で下ろす真一の横で、リノが小さな悲鳴を上げる。

「パパ、その腕っ!?」

「うん？　おぉ、血が出ていたな」

　言われて気付いたと、魔王が上げた左腕には、一本の細い切り傷が刻まれ、青い血が微かに流れていた。

「なん、だと……!?」

　その信じられぬ光景に、真一も驚愕の声を漏らす。

　切り傷は怪我とも呼べぬ軽いもので、魔王が軽く腕を振っただけで跡あと形かたもなく消えた。

　しかし、あの魔王が、五人の勇者が総攻撃を加えても、全くの無傷であった最強の存在が傷を負った、負わせられる存在が現れた。

　それは、一同を震しん撼かんさせるに十分な大事件であった。

「今日現れた人間は、そこそこ骨のある奴でな、少し遊んでやっていたのだ。もっとも、すぐに逃げられてしまったがな」

　出て行った時の不機嫌さは露つゆと消え、新しい玩具おもちやを与えられた子供のように、魔王は機嫌よく笑った。

「いや、喜んでいる場合じゃないだろ！」

　自分を傷つけられる者が現れたという、重大な事件を前に呑のん気きすぎると、真一は危機感を覚えたが、魔族達の反応はまるで違った。

「おぉ、魔王様に傷をつけるとは、人間もなかなかやるモーっ！」

「そいつはどんな戦い方だったんだブー？　凄く気になるブーっ！」

「はっはっはっ、話してやるからそう慌てるでない」

　興きよう味み津しん々しんと詰め寄る魔族達に、魔王も嬉しそうに語り出す。

「いやいや、何でそんな反応なんだっ!?」

　信じられないとツッコむ真一を、メイドはむしろ不思議そうに眺める。

「敵であろうと強者です、そして強い者は尊とうとく正しい。何か間違っておりますか？」

「えぇ～っ！」

　まさかセレスまで、そんな脳のう筋きんの戦闘民族思考だったと知り、真一は目め眩まいを覚える。

　最後の望みとリノの方を見ると、彼女は諦てい観かんにも似た複雑な表情を浮かべた。

「強いから何をしても正しいとか、リノは良くないと思うですけど……」

　それが魔族の常識であり、弱肉強食という生物の掟おきてだとも分かっているから、強くは言えないのだと口くち籠ごもる。

（美味い物が食べたいとか、共通している所もあるけど、やっぱり種族も文化も違うんだな……）

　真一のいた地球だって、海を渡れば驚くほど文化が違うし、平和だ人権だと騒さわいだところで、強く勝った者が正義というのが事実だ。

　お綺麗な建たて前まえで本音を隠かくさない分、魔族の方が分かりやすくて楽かもしれない。

　そんな事を考えている内に、戦いの話を語り終えた魔王が、真一の元へ戻ってくる。

「さて、予定外の事もあったが、宴を続けようぞ。其方そなたには世話になったからな、帰る前にしっかりと礼をせねば、蒼あおき魔王の沽こ券けんにかかわる」

「……えっ？」

　予想とは違う感謝の言葉に、真一は一瞬言葉を失う。

「俺、帰っていいのか？」

「うむ、元よりあの鬱うつ陶とうしい奴らを退治するために呼んだのだからな」

「だが、また新しい勇者が出たんだろ？」

「そうだが、彼ひ我がの力量差を見抜いたら、即座に退しりぞいた賢い者だ。前の奴らのように、毎日襲ってくるなんて馬鹿な真似はしないであろう」

　実際に戦った者だからこそ、感じる何かがあったのだろう。

　無限蘇生を利用した特攻戦術は仕掛けてこないと、魔王は確信しているようだった。

「しかし……」

　これを言ってよいのか、一瞬迷いながらも、真一は結局それを言葉にした。

「そいつが強くなって再び現れて、負けたら──死んだらどうするんだ？」

　魔王は強い、間違いなくこの世界で最強の存在だろう。

　だが、不老不死でも、絶対無敵の存在でもない。

　傷をつけられる者がいて、それがさらに腕を磨みがき、同等の仲間を集めれば、十分に倒しうるのだ。

　自分を殺しうる存在を、このまま放置していてもいいのか？

　普通の人間ならば、どのような手段を使ってでも、排はい除じよするなり対策を考えるだろう。

　しかし、ここは真一の『普通』が通用しない異世界で、相手は魔族の王なのである。

「我が負けるか……想像もつかぬが、その時は仕方あるまい。強者が勝って全てを得て、弱者は負けて全てを失う。それがこの世の掟である」

　言い切る魔王の顔には、恐怖の色など欠片かけらもない。

　むしろ、己と対等に戦える者の登場を、待ちわびる喜びに満ちていた。

「なるほど、流石は魔王様だ」

　ここまで潔いさぎよいと、真一も感心するしかない。

（ゲームで勇者を放置していた魔王達も、同じような気持ちだったのかもな）

　弱者の真一には分からない感情だが、それを貶けなしたり批判したりする気にはなれなかった。

　周りを見回してみるが、メイドのセレスはもちろん、豚頭オークや牛頭ミノタウロスといった魔族一同も、魔王と同じ意見のようだった。

　唯一、リノだけが顔を曇くもらせていたが、不安や不満を口にする事はない。

　だから、誰も真一を縛しばりはしない。

　モヤモヤと胸を締め付けるのは、自分の思いだけである。

（このまま俺が帰ったら、魔王達はどうなる？）

　強くなった勇者達の手によって敗北し、皆殺しに遭うのだろうか。

　それとも、上手く撃退し続けるのか、諦めて魔界に帰るのか、または真一とは別の人間を召喚して策を練ねるのか。

　幾いくつもの可能性が有り、必ずしも破は滅めつが訪れるとは限らない。

　また、真一が残ったところで、勇者達を撃退できるという保証もない。

　自分の命を最優先するならば、平和で安全な日本に戻る、これが一番に決まっていた。

（だが、ここで帰ったとして、俺は笑っていられるか？）

　魔王が、リノが、セレスが、その他の魔族達が、顔を合わせ言葉を交かわした者達が、殺されるかもしれないと知りながら、一人だけ安全な地に戻って、何食わぬ顔で幸せに過ごせるのだろうか？

（それは嫌だな）

　脳裏に一瞬、懐なつかしい少女の笑顔を思い浮かべながら、真一はゆっくりと頭を振った。

　彼は博愛精神なんて欠片もない、利己的な人間である。

　地球に居た頃だって、世界の反対側で幼い子供が餓が死ししていたり、武器を持たされて戦場に駆り出されたりしていても、平気でご飯を食べ、ゲームで遊び、温かい布団ふとんで寝る事になんの罪悪感も抱かない、そんな『普通』の人間であった。

　だからこそ、大義や正義のためでなく、「知り合いが死ぬのを見逃したら気分が悪い」という、個人的な理由でなら全力で動ける。

　魔族を助けて人間に仇あだを成なすのは間違いだとか、地球人が異世界に深く干かん渉しようするのは悪い事だとか、常識として理解はするが、従したがう気持ちは毛頭もない。

　彼は元より、気に入った人々の幸せを笑顔で祝い、ムカついた奴らの不幸を嘲あざ笑わらう、聖人なんかとは程遠い、とても普通のゲス野郎なのだから。そして何より──

（ここで帰るなんて、面白くない）

　真一の口が大きな弧こを描く。

　魔法の存在する異世界に、魔王の参謀として召喚される。

　こんな貴重で愉ゆ快かいな体験を、ほんの数日で終わらせるなんて、ありえない選択であった。

（地球に帰ったところで、特に叶えたい夢もないしな）

　スポーツ選手になるとか科学者を目指すとか、立派な目標も有意義な才能もない。

　当然、恋人もおらず、両親に心配をかけるのは少しだけ気がかりだが、そこはバカ息子を持った不幸と諦めて貰おう。

　命の危険に関しては論ろんずるまでもない。

　人間、死ぬ時はあっさり死ぬものだと、十年も前に悟さとっていた。

　だから彼は、己の心が望むままに、答えを口にするのだ。

「魔王様、五人の勇者を撃退した報ほう酬しゆうを頂いてもよろしいでしょうか？」

「むっ、そうだな、娘以外なら何でもくれてやるぞ」

　急に恭しい言葉遣いで頼み込んできた真一に、魔王は訝いぶかしみながらも応じる。

　それを受け、少年は再び笑顔の描かれた仮面を身に着けた。

「では、私に新たな勇者を退治せよと、そうご命じ下さいませ」

「シンイチ、其方……」

「お兄さんっ!?」

　魔王が、リノが、驚きの声を上げ、仮面を着けた真一を見つめた。

「よろしいのですか？」

　確認するセレスの顔は、普段と変わらぬ無表情でありながら、どこか心配するように陰かげって見えた。

　これ以上、自分達に関われば、貧弱な人間にすぎない真一は、蘇生すら不可能な消滅を迎える可能性すらあるのだから。

「お家に帰って、妹のミルクでも飲んでいた方がよろしいのでは？」

「妙にエロい改変はやめろ！　あと俺は一人っ子だ！」

　毒舌メイドらしい、分かり難にくいが優しい気遣いに、真一は律りち儀ぎにツッコみつつ苦笑して言い返す。

「セレスさんやリノちゃんのような、可か愛わいい女の子の危機を放って帰ったら、明日のご飯が不ま味ずくなるからな」

「お兄さん……」

　褒められた照れくささと、心配して貰えた嬉しさに、リノは赤くなって涙ぐむ。

　そして、セレスも無表情な口の端を、ほんの少しだけ上げて微笑した。

「つまり、リノ様のミルクを飲みたいのですね？」

「何でだよっ！」

「ふえっ!?　リノはオッパイ出ないですよ！」

「シンイチ、ちょっとこちらで話そうではないか」

　真に受けて真っ赤になるリノと、一瞬で殺気を放ち始めた魔王を見て、真一は慌てて本題に戻す。

「とにかくだ！　……魔王様、この仮面参謀スマイルに、勇者の討伐をお任せ下さいませ。魔王様とリノ様を悩ませる全てを、尽ことごとく打ち払ってみせましょう」

　改めてキザな演技で宣言する彼に、魔王も真ま面じ目めな顔に戻ってその覚悟を汲くみ取とった。

「よかろう、蒼き魔王ルダバイト・クローロ・セーマの名において命じる。新たな勇者を、我ら魔族に歯向かう愚か者を、其方の英知で見事に倒してみせよ！」

「はっ！」

「そして、我が愛しの娘・リノに美味しいご飯を捧ささげるのだっ！」

「最後まで格好つけろよっ！」

　どこまでも親バカな魔王に、思わず裏うら拳けんでツッコミを入れる。

　当然、ダメージを受けたのは真一の手の甲だけであった。
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　ドーグ渓けい谷こくから流れる豊かな川のおかげで、肥ひ沃よくで農耕に適てきした大地を持つボア王国は、他国から狙われる事も多く、街を囲む城壁は高く堅けん牢ろうであった。

　城門には多くの兵士が門番として立ち、不ふ審しんな者が居ないか、街に入る者達を厳きびしく取り調べている。

　当然、色白金髪の美人メイドを連れた、中年のみすぼらしい農民風の男など、黙だまって入れてくれるはずがない。

「お前達、どこから来た者だ」

「はい、南のダイフク村から出で稼かせぎに来たマンジュと言います」

「ダイフク？　聞いた事のない名前だな」

　ニコニコと愛想よく笑う農民を、門番は疑うたがわしそうに睨にらむ。

「それに、田舎いなか者ものがこんな上玉を連れて出稼ぎだと？」

　金髪の美人メイドを、門番は頭の先からつま先までジロジロと眺ながめまわす。

　そのイヤラシイ目つきを遮さえぎるように、農民は腰こしを低くしながら門番に近寄る。

「はい、この娘は村一番の器き量りよう良よしでして、お貴族様の所に奉ほう公こうへ出る事になったのですよ」

　そう言いながら腰の袋に手を突っ込み、輝く黄金の粒つぶを数個、門番の手にそっと握にぎらせた。

「奉公に来たのか、それは結構な事だ」

　門番は素早く黄金を懐ふところに仕し舞まうと、一瞬前とはうって変わって、友好的な笑みを浮かべる。

「これほどの美人なら、俺も『奉公』して貰もらいたいものだ」

　本当に貴族の家に使用人として招まねかれたなら、紹介状を貰っているものだ。

　それが無いという事は、奉公の話は噓うそで、娼しよう館かんへ身売りに来たと判断したのだろう。

「はい、機き会かいがあれば是ぜ非ひとも」

「それは楽しみだな。よし通れ」

　あくまで低姿勢な農民に、門番は下げ卑びた笑みを浮かべながら道を開けてやった。

　二人は門を潜くぐって街に入り込み、十分歩いてから素早く建物の陰に入り込む。

　その瞬間、かけられていた幻影の魔法は解とけ、中年の農民は高校生男子の姿に戻った。

「幻影魔法を見抜けず、賄わい賂ろにもあっさりなびく。一般兵士は実力もやる気も低そうだな」

「それを確かめるためだけに、こんな小こ芝しば居いをしたのですか？」

　やれやれと肩をすくめる真しん一いちに、問いかけてくる色白金髪のメイドは、当然ながら魔法で姿を変えたセレスだ。

　こちらは正体の長耳を見られると魔族とバレてしまうので、幻影を継続中である。

「念のためな。この国の気風も少しは分かるかと思ってさ」

　街の中に入るだけなら、夜の闇に乗じて『飛翔フライ』の魔法で城壁を越えるだけで済すむ。真一達がわざわざ外から歩いてきたのは、その調査が目的だったのだ。

「門番一人のサンプルで、全てを判断するのは危険だが、少なくとも賄賂が見つかれば即死刑なんて、ガチガチにお堅かたい国ではないみたいだ」

　つけ入る側としては実にありがたいと、真一は邪よこしまな笑みを浮かべる。

　そして、腰に下げたズッシリと重い、金の粒が詰まった袋を叩く。

「魔王城には山ほどの金きん塊かいがあって、それを全部使っても良いと許可を貰ったんだ。あの騎士達には効かなかったが、貴族や商人を賄賂で懐かい柔じゆうして、和解工作するのも良いと思ってね」

「金で和解ですか、人間の文化は不可解ですね」

　真一としては一般論を述のべたつもりなのだが、セレスは心底不思議そうに首を傾かしげた。

「いや、金を集めていたくらいだし、魔族にも貨か幣へい制せい度どはあるんだろ？」

「はい、物々交換の方が主流ですが」

「なら、お金を払って戦争を回避とか、敵将を金で引き込むとかしないの？」

「何な故ぜそのような事をするのですか？　戦い、勝てば良いだけの話ではないですか。負けたのなら、それは弱い自分が悪いだけでは？」

「あ、はい、そうですね」

　本気で意味が分からないと、魔族特有の思考回路を発はつ揮きするセレスを見て、真一は早々に説明を諦あきらめた。

（城とか食器とかの作りをみる限り、文化レベルは高いのに、どうしてここまで脳のう筋きんなんだろうか……）

　おそらく魔法のせいだろう、というのが真一の予想であった。

　そもそも、猿さるが火と知恵を手に入れ、人へと進化を果たしたのは、ひとえに『弱かったから』である。

　熊くまのような怪力と爪も、虎とらのような俊しゆん敏びんさと牙きばも、象のような巨体もない、弱々しい猿が厳きびしい自然界を生き抜くには、他の動物にはない武器『知恵』を絞しぼるしかなかったのだ。

　石を鋭するどく尖とがらせ武器とし、仲間と共に連れん携けいし、落とし穴のような罠わなに誘さそい込こむ。

　そういった知恵も、全ては弱かったからこそ生まれたもの。

　素手で熊や虎を倒せる力があれば、知恵を磨みがく必要などない。

　猿は人になる事もなく、動物として森の中で悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしていた事だろう。

　そして、魔族は魔法という、牙や爪よりも強大な力を生まれ持っていた。

　だから、全てが魔法で片が付く、問題は魔法の力量で解決するのが正しいと、シンプルな脳筋思考になったのも、無理はないのかもしれない。

（むしろ、魔族が人間のような知能を獲かく得とくした事の方が不思議だよな。オークとかゴブリンとか、姿形の違う種族が沢山いるくせに、皆一定の知能を有している。これは偶然で済まされる事なのか？）

　それこそ、神と呼ばれるような存在が、意図的に作り出した生物とでも言ってくれた方が、余よ程ほど説得力がある。

「それで、これからどうなさるのですか？」

「あぁ、まずは情報収集からかな」

　セレスの声で思考の渦うずから抜け出し、真一は再び街路に出て歩き始める。

「情報ですか、勇者の居場所を割り出すつもりで？」

「それもあるけど、とりあえず飯かな」

「……はぁ？」

　メイドの呆れ声には構わず、真一は道を進みながら適当な店を探す。

「よし、ここにしよう」

　ビア樽だるの描かれた看かん板ばんが下がっていた、酒場っぽい店の扉を開けて中に入る。

　中には古いがよく磨かれた丸テーブルが四つ並び、正面のカウンターでは厳いかつい中年の店主が、芋いものような野菜を刻きざんでいた。

「いらっしゃい、カウンターに座ってくれ」

　まだ開店したばかりなのか、店内に他の客は居ない。

　真一は言われた通りカウンター席に座り、金の粒を三つほど置きながら注文する。

「この店で一番高くて美う味まい料理を二人前で」

「馬鹿野郎、うちの料理はみんな美味いんだよ」

　生意気な注文の仕方に、店主はそう言い返しながらも笑い、金の粒を全て摑む。

「王国銀貨を持ってねえなんて、どこの田舎から来たんだ？」

「南のセンベエ村だよ」

「ふーん、初めて聞く名前だな」

　店主は適当に相あい槌づちを打ちながら、売り上げ金の入った箱の中から、薄い銀貨を二十枚ほど出して真一の前に置いた。

「つりだ、金の両替なら道を城の方に進んだ先にある、秤はかりが描かれた看板の店に行きな」

「なるほど、ありがとう」

　真一は素直に礼を告げ、銀貨を袋にしまう。

　この換かん金きんが適切な額がくなのかは分からないが、少なくとも全額だまし取るような悪人ではないし、両替商を紹介してくれる程度には親切な人物らしい。

「オヤジさん、最近なんか面白い話あった？」

「ねえな、ドーグ渓谷に伝説の魔族が現れ、しかも大負けしちまったんだ。どこもかしこも辛しん気き臭くせえ話ばかりさ」

　店主はそう言いつつ、小麦色の飲み物が注がれた木のコップを、真一とセレスの前に置いた。

（エールか？　生水だと寄生虫とかの危険があるから、昔のヨーロッパでは酒の方が安全だったとか聞いたな）

　今いま更さらながら、魔王城で飲んだ水は大丈夫だったのかと、少し不安に思いつつ、真一は地球の法律は忘れた事にしてエールを飲む。

　それを見て、セレスもコップに口をつけたが、初めて味わうその感触に、目を見開いて口元を手で押さえていた。

（やっぱり、魔界は酒も不ま味ずいんだろうな）

　そんな事を思いつつ、チビチビと飲んでみた人界のエールも、大して美お味いしい物ではなかった。

　子供の頃、親しん戚せきの叔お父じさんに面白半分で飲まされたぐらいでしか酒を飲んだ経験がなかった真一なので、確かな事は言えないが、日本のビールを水で二倍に薄めたら、こんな味になるという感じであった。

（材料が悪いのか製法が悪いのか、この様子だと料理も……）

「ほれ、スープは今温あたためてるから、先にこいつを食ってな」

　ドンッと目の前に置かれた皿には、ハムの薄切りと黒いパンが載せられていた。

「ありがとう」

　店主に礼を言いつつも、真一は期待値を下げながら、ハムとパンを手て摑づかみで口に運んだ。

（ハムの方はちょっと塩が効ききすぎだが悪くないな。しかしパンの方は……硬くて酸すっぱい）

　日本で普通に売っている小麦粉のパンではなく、ドイツ等で食べられているライ麦パンに味は近い。

　ただ、使っている麦の品質が、二十一世紀の物より遙はるかに劣おとっており、嫌なエグミがある。

（品種改良って偉い大だいだよな）

　そんな事を思いつつ横を見てみれば、セレスが先程よりもさらに大きく目を見開いていた。

　もちろん、彼女が感じた驚きは、真一の感じたそれとは真逆のものである。

「美味しい……」

　鉄てつ面めん皮ぴが崩れ、普段は絶対に見せない微び笑しようを浮かべる。

「リノ様が仰おつしやっていたパンとは、調理された肉とは、こんなにも美び味みだったのですね」

　宴うたげで出た雑ざつな代物とはまるで違う、真に人界の料理と言える黒パンとハムに、まるで子供のように目を輝かせて、小さな口で懸けん命めいに頰ほお張ばる。

　普段と違うその幼い仕し草ぐさが可愛らしくて、真一はつい見み惚とれそうになりつつ、まだ残っていたパンとハムを、皿ごと彼女の前に差し出した。

「よかったら食べてくれ、俺にはちょっと味が濃こかったから」

「シンイチ様……媚び薬やくを盛もって落とそうとして無む駄だですよ」

「盛ってねえよ！　持ってもいねえよ！」

　どれだけ人をエロ野郎扱いしたいのか、いわれなき罪を着せつつも、セレスは真一のよこしたパンとハムを遠えん慮りよなく食べるのであった。

　その後に出てきたジャガイモ（によく似た野菜）のスープも、味付けが塩のみと単調ではあったが、十分に食べられる代物であり、真一は異世界に来てから初めて胃袋が満たされて、笑顔を浮かべながら本題を切り出した。

「ところでオヤジさん、さっき言ってた魔族を倒すために、女神の勇者様が来ているって聞いたんだけど？」

「勇者様？　おぉ、アリアンの嬢ちゃんの事か、確かにうちの店に泊とまってるぜ」

「……へえ、本当だったんだ」

　宿屋になっているらしい二階を指さされ、真一は喉のど元もとまで出かかった驚愕を何とか呑のみ込んだ。

（この街に居るのか、って聞いただけなんだが、まさかこの店に居たとは……）

　たんなる偶ぐう然ぜんなのだが、何かの罠かと裏を疑ってしまうのは、真一に後ろ暗い所があるからであろう。

「そのアリアンって勇者様は、そんなに強いのかい？」

「おう、この目で見たわけじゃないが、まるで化け物みたいな強さらしいぜ。なにせ、この国には別の勇者様達が居たんだが、その全員といっぺんに試合をして、一人で倒しちまったって話だ」

「へー、そいつは凄い」

　あの魔王に傷を負わせたのだから、傷一つつけられなかった騎士達五人より強いのは当然であろう。

　そう思いつつ、真一は自然に話を切り出した。

「女神の勇者様か……そんなに凄いなら、俺にもなれるかな？」

「…………」

　無言のまま、セレスの視線が僅かに尖る。

　人間側に寝返るつもりですか──と危き惧ぐしたのだろうが、真一にそんな気は微み塵じんもない。

　そんな二人の張りつめた空気を吹き飛ばすように、店主は大声で笑った。

「馬鹿言うな、お前みたいな小僧がなれるなら、俺だって勇者様になってるっての！」

「あはは、そりゃそうだ」

「このボア王国には五万も人が居るってのに、女神様に選ばれた勇者は六人……いや七人しか居ないって話だ。それだけの剣技や魔法をお前は使えるのか？」

「無理だね、こりゃあ諦めるしかないか」

　店主に合わせて爽さわやかな笑顔を浮かべつつ、真一は心の中で邪悪に笑う。

（七人か、騎士達五人を抜かせば、アリアンって勇者とあと一人で打ち止めか）

　それに女神の勇者というモノが、生まれ持った血統ではなく、強く優すぐれた者から選ばれるらしい事も分かった。

　あと確認しておくべき事はただ一つ。

「でもさ、女神の勇者様になれたら、死体が残らないような死に方をしても、蘇られるんだろう？」

　これは推測というよりも願望。人間が全員、無からの蘇生が可能であったら、魔族側に勝利の目はなくなる。

　内心、緊張して答えを待つ真一に、店主は苦笑しながらも頷いた。

「そりゃあ、どんな死に方をしても蘇られるってのは魅力的だが、俺達庶しよ民みんがそんな酷ひどい死に方をする事が、どれだけあるって話だろ」

「確かに、蘇生魔法が効かないほど死体の損そん傷しようが酷いのなんて……火事で丸まる焦こげとかか？」

「あとは猟りよう師しが大おお蛇へびに丸のみにされて、骨まで消化されたりとかだな」

「うえ～、それは生き返ってもトラウマものだな」

「だいたい、神殿に払う寄付が足りねえって、蘇生魔法を受けられねえ貧乏人だっているんだぜ？　何があっても蘇りたいなんざ、贅ぜい沢たくすぎる願いなんだよ」

「なるほどなー」

　真一は感心して頷きつつ、心の中でガッツポーズを決める。

（よし！　普通の蘇生条件は魔族と同じだな。やはり女神の勇者だけが特別か）

　どのような理由があるのかは知らないが、女神様とやらは選ばれた者しか救わない、ケチな存在らしい。

　お陰で、警戒すべき相手は勇者だけで済む。

「ちなみに、金もなしに神殿に行ったら『背教者め、出て行け！』って追い返されるのかい？」

「……お前の村の神官様は、そんな酷い奴だったのか」

「い、いや、違うよ？　都会は怖い所だし、神官もケチだったりするのかなーと」

　興味本位で聞いてみたら、本気で憐あわれまれてしまい、真一は慌てて弁べん解かいした。

「うちの神官様達はそこまでケチじゃねえよ、寄付金の支払いくらい待ってくれるしな。ただ、借金には変わりねえし、いつまでも未払いだと外がい聞ぶんも悪いしな、もう働けねえ老人なんかだと、どうしてもな……」

「それは仕方ないよな」

　言葉を濁にごした店主に向かって、真一も複雑な表情で頷いた。

（死者の蘇生が可能だと、それはそれで問題が出るのか）

　浮気がバレてつい妻を殺してしまった夫とか、蘇生後にどんな目に遭うのか想像するだけでも恐ろしい。

　怪我も魔法で治る世界だし、その辺りの法律や人口問題がどうなっているのか、詳しく調べてみたい気はするが、流石さすがにそんな時間はない。

「ありがとうオヤジさん、また食いに来るよ」

　良い話が聞けたと、心からの礼を告げて、真一は席を立った。

　セレスも後に続き、二人が出入口の扉に手をかけたその時、酒場の二階から元気な声が響いてきた。

「オジさん、おはようございます！」

「おう、おはよう嬢ちゃん。今日は珍しく起きるのが遅かったな」

「はい、昨日は遅くまで訓練をしていたので、寝坊しちゃいました！」

　階段を軽快に降りてきて、カウンター席に座る赤髪の少女。

　正義の証あかしとばかりに着けた、髪と同じ色のマフラーも似合っている。

　とにかく元気で、真っ直ぐで、どこかのゲスとは正反対の光の道を行く人間。

　それが女神の勇者にして、最強の魔王を傷つけた唯一の存在。

「本当に女の子なんだな……」

　一瞬だったが、その容よう姿しを垣かい間ま見みた真一は、魔王から話を聞いていたとはいえ、驚きを隠せなかった。

「女性である事がそんなに不思議ですか？」

「いや、そっちは特に不思議でもない」

　魔法なんてものがあるため、男女に力の差がないという事は、セレスを見ていれば嫌でも分かる。

　だから、心に引っかかったのは、もっと単純で下げ世せ話わな点だった。

「可愛い顔をしてたな、と思ってさ」

「それを涙と白い液体でグチャグチャにするのが楽しいと？　本当に変態ゲス野郎ですね」

「何か？　俺はそんなに性犯罪者顔をしているのか？」

　どうしてこのポンコツメイドは、すぐにピンク色の思考回路で人を貶おとしめようとするのか。

　そちらの方が、勇者が無限に蘇生してくる仕し組くみよりも謎なぞだと、真一は思うのであった。
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　酒場を出た真一達は、通行人に道を尋たずねながら、街の中心近くに来ていた。

　王城の傍そばに建てられた、豪華な装飾の施ほどこされた石造りの大きな建築物。

　店主の話にも上がっていた、魔王を脅おびやかす最大の敵であろうモノを祭る場所。

「ようこそ旅のお方、女神エレゾニア様のボア王国神殿に何のご用でしょうか」

　真っ白なローブに金色のシンボルという、いかにも聖職者といった衣装に身を包んだ中年女性が、柔にゆう和わながらも疲れの見える笑顔で真一達を出迎えた。

（勇者を生み出した女神を祭る神殿か。さて、何が出るかな？）

　敵の本拠地ともいえる場所に乗り込みながら、真一はとても自然な笑顔で話しかける。

「私は南のセンベエ村という田舎から出てきたのですが、せっかくですから王国の立派な神殿で、女神様にお祈りを捧ささげたいと思いまして」

「まあ、それは立派なお心掛けです。今は少し慌ただしいのですが、どうぞお入り下さい」

　女性に促うながされるまま、真一達は大きな扉を潜くぐり、女神の神殿に足を踏み入れた。

　中はアーチを多用した複雑な構造で見るからに美しく、床や柱にはよく磨かれた大理石が使われており、重く荘そう厳ごんな空気を醸かもし出している。

（儲もうかってるな、俺も宗教を作って稼かせごうか）

（他に感想はないのですか？）

　前を歩く女性に聞こえないよう、小声でセレスと話していると、ふと気になる物が目に入ってきた。

「これは……」

　壁に掛けられた一枚の巨大な絵画。

　そこに描かれていたのは、黒く禍まが々まがしい竜りゆうと、それにまたがった角つのの生えた魔族が、底の見えぬ奈な落らくへと落ちていく、見るも恐ろしい地獄の光景。

「遙か昔、女神様を筆頭とした善神達に敗やぶれ、地の底に封じられた邪神と悪竜の姿を描いた物ですね」

　女性は親切にそう説明しつつも、顔には嫌悪と恐怖の色が浮かぶ。

「私達の立つ大地の底に、このように邪悪な者達が封じられているなんて、時々思い出しては怖くなってしまいます」

「そうですね」

　真一は適当に相槌を打ちつつ、少し疑問を抱く。

「しかし、邪神は分かりますが、竜もそんなに悪い存在なのですか？」

　魔法が実在するファンタジックな世界だから、竜が居たとしても驚きはしない。

　ただ、地球でも竜と言えば悪役のイメージが強かったとはいえ、四し神しんの青竜を筆頭に、東洋や中東には善よい竜王の伝承も多い。

　また「レッド・ドラゴン」といった色の名を持つのは悪竜だが、「ゴールド・ドラゴン」といった金属の名を冠かんするのは善竜、という話を聞いた覚えもあった。

　そんな思いから発せられた、何気ない質問だったのだが、神官の女性はこちらが驚くほど目を見開き、異質な者を見る表情を浮かべた。

「竜は遙か昔、女神エレゾニア様以外の神々を尽ことごとく喰くい殺ころしたと言われる、本当に邪悪で恐ろしい存在なのです。善い竜が居るかもなんて迂う闊かつな事を考えては、女神様の罰ばちが当たりますよ」

「はい、すみません……」

　悪戯いたずらした子供を叱しかるように強く注意されて、真一はしおらしく反省したフリをしつつ、隣のセレスに視線を送る。

（今の話、本当なのか？）

（……魔族に伝わる話とは、まるで異ことなりますね）

　そう答えるメイドの顔は、僅かに不機嫌そうだった。

（いつから居るのか、どこから現れたのか、その正体は全くの不明ですが、魔界の奥底には黒き竜が眠っているという話は、魔族の間でも伝わっております）

　ただ、それは強く気高い存在であり、人間の善悪や正邪で計はかってよいものではないという。

（一つ昔話をしましょう。かつて『黒き魔王』を名乗る魔族がおり、彼は黒を冠かんする者は己一人でよいと慢まん心しんし、大軍を率ひきいて黒き竜の退治に乗り出したそうです）

（何かもう、話のオチが見えるんだが）

　やはり全滅させられたのかと先読みする真一に、セレスは首を横に振った。

（いいえ、彼とその大軍は、一人も欠かける事なく戻ってきたそうです。しかしその後、彼は『黒き魔王』の名を捨て、話を聞いた魔界中の魔族達が、二度と『黒』を名乗る事はなかったのです）

（どうしてだ？）

　彼らの仕える魔王が『蒼あおき魔王』と名乗っているくらいだし、魔族にとって色を冠した名を持つ事は、大変な名誉なのだろう。

　なのに何故、黒き魔王の名を捨てたのか、理由は単純明快であった。

（彼と大軍が死力を尽くしても、黒き竜の鱗一枚を剝はがすどころか、眠りから目を覚まさせる事すら不可能だったのです）

「はぁっ!?」

　真一は思わず大声を出してしまい、神官の女性に不ふ審しんそうな目を向けられて、曖あい昧まいな笑みで誤魔化した。

（仮にも魔王を名乗っていた奴が、羽虫以下と無視されて心を折られたのか？）

（慢心せず自らを鍛きたえよという、寓ぐう話わとして伝わっているものですから、これが事実という保証はありませんが）

　ただ、魔族の多くは黒き竜の存在を信じ、その絶大な強さに憧あこがれ信仰しているのだという。

（ひょっとして、うちの魔王様も？）

（黒き竜をとても尊敬していらっしゃいまして、リノ様が立派に成長なされて自分の手を離れた時は、いずれ探し出して手合わせをしたいと仰っておりました）

（あの様子じゃ、一生子離れできそうにないと思うがな）

　そう茶化しつつも、真一は心の中で冷や汗を拭ぬぐう。

（竜か……最近のゲームじゃ素材目当てに狩られる扱いだったが、こっちのは桁ケタが違うようだな）

　実在するか不明の伝説的な存在で、おそらく会う機会がないのが救いであろう。

　もう少し竜の事を詳しく聞きたくもあったが、あまり内緒話が長いと不審に思われるので、真一達は絵画の前から離れて歩き出す。

　そしてすぐに、また気になる光景が目に入ってきた。

　広い通路の端はしに、ズラリと横たえられた鎧よろい姿すがたの人影。

　数百を超えるその全てが、胸に綺麗な穴の開いた兵士の死体であった。

「あれはひょっとして……」

「はい、邪悪なる魔族と勇敢に戦い、命を落とした王国の兵士達です」

　死者への労いたわりと、魔族への憎しみを僅かに滲にじませ、女性は深く頷いてみせる。

「女神様のご加か護ごにより、蘇生が叶う状態でしたが、いかんせん犠牲者の数が多すぎまして。半数は近隣の神殿に受け持って貰ったり、手は尽つくしているのですが、司教様のお手が回らず……」

　防腐処理の魔法をかけて、蘇生待ちをしている状態という事だ。

「私達もお力を貸してはいますが、司教様の負担も考えると、一日に五十名もお救いするのが限界でして……」

「そうでしたか、お勤つとめご苦労様です」

　真一は沈痛な表情を浮かべつつ、新たな情報を得られて喜ぶ。

（やはり、蘇生魔法の使い手は少ないか）

　魔族側とて魔王とセレスの二人だけで、あとはリノが頑張れば叶うかといった程度。

　彼らのような術者が、そうホイホイ居られても困る。

（だが、弱くても協力はできるようだな。ＭＰを融ゆう通ずうするような魔法とか、どこぞのバトル漫画みたいに、オラに力を分けてくれる術すべでもあるのか）

　どちらにせよ、人間の集団は決して侮あなどれないという事だ。

　そんな事を考えているうちに、真一達は神殿の最奥にある礼拝堂に辿たどり着つく。

　一層高く広いその部屋には、流石に遺体は置かれていない。

　ガラス窓からの光を浴びて神秘的に輝く、巨大な女性の白い像だけが鎮ちん座ざしていた。

「これが女神様か……」

　穏やかな笑みを浮かべた、髪の長い美しい女性だが、翼が生えていたりはせず、人間と姿形は変わらない。

　先に来ていた敬けい虔けんな親子の真似をし、適当に祈るふりをした後、真一はセレスからハンカチを貰い、それに金の粒をかなり包んで神官の女性に握らせた。

「お忙しいなか、ありがとうございました。田舎者なので不ぶ作さ法ほうかもしれませんが、これを女神様に……」

「まぁ、そのような事はなさらずとも良いのですよ」

「いえいえ、私達が普段から平和に暮らせるのも、全て女神様のお陰ですから、これくらいはさせて下さい」

「そこまで言うのでしたら……」

　最初は遠慮した女性も、重ねて告げると素直に受け取った。

（本当に庶民の演技がお上手ですね）

（それ、褒めてないだろ？）

　セレスの皮肉を聞き流しつつ、真一は今思い出したという顔で切り出す。

「ところで一つお聞きしたいのですが、よろしいですか？」

「はい、何でしょうか」

「実は末の弟が、最近魔族が出たという噂を聞いて、『僕が女神様の勇者になってやっつけてやる！』と息巻いてましてね」

「まぁ、それは腕わん白ぱくな弟さんだこと」

「危ないから本気でやらせる気はないのですが、勇者様の事を少しだけでもお聞かせ願えたらと思いまして」

「それくらいでしたら構いませんよ」

　最初に大量の金を握らせた事もあり、女性は喜んで二人を壁際の椅い子すに誘いざなった。

「まず、勇者様ってどのように選ばれるのですか？」

「剣や魔法に優れ、人々を脅かす魔物を退治してきた、勇気と力を持った方が、女神様の聖別を受け、初めて勇者と認められるのです」

「なるほど、その聖別とはどのようなもので？」

　魔物という、魔族とは少しニュアンスの違う単語も気になったが、とりあえず勇者に関する話を続ける。

「そう難しいものではありませんよ。勇気と力に自信のある方が、神殿にある女神様の像の前に立ち、この身を全て女神様に捧げ、人々のために戦うと誓ちかうだけで良いのです」

「それだけで？」

「はい、それで女神様に認められれば、勇者の証が体のどこかに宿るのです」

　女性はそう言って、自分のローブにも描かれた女神のシンボルを指さす。

「本当にそれだけなのですか？　なら、勇者様がもっと沢たく山さんいてもよさそうですが」

　そう指摘すると、女性は少し困った顔をした。

「いえ、確かに剣や魔法の実力だけなら、勇者に相応ふさわしい方は他にも居ます。ですが、女神様に選ばれるだけの勇気や清い心があるかと言うと……」

「つまり、実力があっても選ばれなかった方がいると？」

　言い難そうだったので代わりに告げると、女性は人に聞かれていないか周りを気にしつつも頷いた。

「勇者に選ばれれば、それは大層な名誉です。枢すう機き卿きようのお歴れき々れきや大司教を目指す方々は、絶対に聖別を受けねばなりません。ただ、選ばれなかったとなりますと、ねえ？」

　性格が卑いやしい人物だと、後ろ指を差される事になるから、嫌がって聖別を受けない者も多い。

　元から地位があり、風ふう聞ぶんを気にする王侯貴族などは特に痛手であろう。

　また、女神に仕える神官にとっては、当の女神に拒絶された証拠であり、将来の道を閉ざされ、下手をすれば神殿から追い出される、致命傷となってしまう。

　それが、無限に蘇生可能というメリットだらけの勇者が、容よう易いに増えない原因。

（教会から破門宣言を受けるようなものか？　それは怖いよな……）

　勇者に立候補する時点で、相応の実力とそれによって築いてきた実績があるはずだ。

　それを一瞬で『人格破は綻たん者しや』の烙らく印いんと共に破壊されてしまうなんて、あまりにも分ぶの悪い賭かけである。

（あの騎士達、結構なギャンブラーだったのかもな）

　実際には没ぼつ落らく寸すん前ぜんで後がなく、爵位を得る方法が他に無かっただけだが。

　そんな事を思う真一の横で、セレスは大きな胸を撫で下ろしていた。

（安心しました、シンイチ様が勇者になって寝返る事は絶対にないのですね）

（はいはい、どうせ俺はゲス野郎ですよ）

　もう慣なれてきた毒舌を軽く流しつつ、真一は椅子から立ち上がる。

「お話ありがとうございました。それと、これは問うのは不ふ敬けいかもしれませんが……あの像って、本物の女神様と似ているのでしょうか？」

「はい？」

　一瞬、女性は何を言われたのか摑みかね、キョトンとした顔をしたが、すぐに笑みを浮かべて答えた。

「残念ながら、私は女神様のご尊顔を拝はいした事がありませんので、似ているとも似ていないとも言えません」

「そうですか」

「ただ、全ての像のモデルとなっている、大神殿にある女神様の像は、この地に降り立った女神様より直接教えを授かった、最初の教皇様が彫ほられた物だそうですよ」

「なるほど、それはまた良い土産みやげ話ばなしを聞かせて頂きました」

　真一は礼をして話を終えると、女性と女神像に背を向け立ち去った。

　そうして、神殿を出ようとした二人の前から、大勢の神官を引き連れた三十代ほどの男が歩いてきた。

　簡素だが他の神官より立派な衣装を着て、通り過ぎる者達から頭を下げられては手を挙あげて応じ、柔和な笑みを返している。

　真一も他の信者達に倣ならい、通路の端に寄って道を空あけながら、さり気なくセレスを隠せる位置に立って頭を下げる。

　そんな彼と背後のメイドに気付いた様子もなく、男は笑みを浮かべたまま通り過ぎていった。

（ほぉ……）

　通り過ぎる寸前、真一の目は確かにそれを捉とらえた。

　男の右手に刻まれた、黄金に輝く女神のシンボルを。

（あれが七人目の勇者で、ここで一番偉い司教様って事か）

　蘇生魔法の使い手が不死身とは、実に厄やつ介かいである。

　とはいえ、いまだ何百人と残る死者の蘇生に追われ、魔王城まで攻めてくる余裕はないだろう。

（当面の敵はアリアンって子一人かな）

　そう考えつつ、神殿を出て青空を見上げた。

「望む情報は得られましたか？」

「七割くらいは」

　セレスの問いに適当な返事をしつつ、真一はさらに考え込む。

（できれば、女神の勇者が蘇生する瞬間を見たかったが、流石にそれは無理か）

　あの騎士達をもう少し拷問して話を聞き出すか、いっそ人体実験をしておけばよかったかと、またゲスな事を考えつつも真一の顔は曇る。

（勇者が無からさえ蘇る仕組み、それは怪しまれると思って聞けなかったが、あの様子だと『女神様のお力で』って程度の答えしか期待できないだろうな）

　案内してくれた女性はもちろん、あの神殿にいる他の神官達も、ひょっとすると人類の誰一人として、女神と勇者の真実を知らないのかもしれない。

（女神エレゾニア、それが人格を持った一つの個体なのか、それとも形のない巨大なシステムなのか、それは分からない。確かなのは、それが『居る』という事だけだ）

　誰も会った事はない。だが、死んだ勇者が蘇生してくるのは事実。そして──

（魔王さえも不可能な、無からの蘇生を可能とする。それは、魔王よりも強いという事なのか？）

　自らの想像でゾッと怖おぞ気けが走り、真一は震えを堪えるように歯を嚙かみ締しめた。

　魔王の全力がどれほどなのか、彼はまだ知らない。

　ただ、小型核兵器くらいの大規模破壊能力は持っているように思える。

　そんな魔王すら凌りよう駕がする、神がこの世界には実在する？

（頼むから出て来てくれるなよ）

　今の所、女神そのものが出現する様子はないが、人類が滅めつ亡ぼうの淵ふちに立たされるような事態となれば、どうなるか分かったものではない。

（やはり、人間のためにも魔族のためにも、事を荒立てるのは避けないとな）

　リノにはこの前、人間が魔界に攻め行ったら、魔族の逆襲にあって絶ぜつ滅めつするなんて言ったが、ひょっとすると絶滅の危機に立たされているのは、魔族の方なのかもしれない。

「それで、次はどうするのですか？」

「うん、そうだな」

　セレスの声でネガティブ思考から脱だつし、真一は前向きで現実的な話に戻る。

「俺の故郷には『パソコンも、ＯＳ壊せば、ただの箱』という諺ことわざがあってな」

「はぁ……」

「簡単に言うと、命令を下す頭を潰せばそれで終わりって事さ」

　適当な諺をでっちあげ、真一は神殿の横に立つ大きな城を見上げた。

「つまり、この国の王を倒す」

　魔王討伐の命令を出しているのだろう、ボア王国の主を倒してしまえば、勇者とは戦う必要すらない。

「戦わずして勝つ、これぞ兵法の奥義さ」

「あれこれ勇者の事を調べておいて、結論がそれですか」

「調べたからだよ。不死身のカラクリが解とけない以上、勇者の相手をするのは非効率的だ」

　それに、国王という頭さえ押さえてしまえば、さらに勇者が増えようと関係なく、魔王城の平和は保たれる。

「しかし、勝てるのですか？」

　国王＝最強の存在と、魔族的な基準で考え心配するセレスに、真一は心配ないと頷いてみせる。

「大丈夫だろ、別に殴なぐり合あうわけじゃないし」

「はぁ？」

「政治家との戦いを決めるのは、口と、そしてこいつだからな」

　そう言って、腰に下げたズシリと重い袋の中から、一枚の銀貨を取り出す。

「お金があれば何でもできる、資本主義万ばん歳ざいっ！」

「ゲスですね」

　人間社会の仕組みは分からずとも、それだけは間違いないと、セレスは冷たい声で断言するのだった。
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　国王トルトス四世の仕事は、朝の謁えつ見けんから始まる。

　臣下の貴族、街の商業を支えるギルドの長おさ、他国からの使者。

　彼らの進言や要望を謁見の間で聞き、宰さい相しよう達とも相談の上で回答する。

　わざわざこんな仰ぎよう々ぎようしい真似をせずとも、書面でやり取りすれば早かろうとは思うが、臣下や使者に威い厳げんを見せつけるのも、国王の仕事であるから仕方がない。

（司教の傀かい儡らいとなっている男に、威厳も何も無かろうに）

　トルトス四世は心の中で溜息を吐きつつも、最後の矜きよう持じとして表には出さず、国王らしい堂々とした態度で王座に着いた。

「今日は誰からか？」

「はい、それなのですが……」

　呼びかけられた宰相は、手元の羊よう皮ひ紙しを見ながら、困惑の表情を浮かべる。

「ダイフク村のマンジュと名乗っている商人です」

「村の商人？　商売の話ならばギルドを通すべきであろう」

　一介の商人と一々面会しているほど、国王も暇ひまではない。

　そんな事は当然、宰相とて分かっている。

「ですが、どうしても陛下に直接お会いして話をしたいと、このような物を……」

　宰相の目くばせに応じて、兵士が二人がかりで大きな箱を運んできた。

　ズシッと重い音を立てて置かれ、国王の前でゆっくりと蓋ふたが開けられる。

　途と端たん、目も眩くらむような黄金の輝きが、謁見の間を包み込んだ。

「何と、金の延べ棒が箱一杯にっ!?」

「調べさせましたところ、全て混ぜ物無しの純金でございました」

　金貨にすると十万枚は超えるだろうか。

　兵士の給金が年に金貨十五枚程度と考えると、どれだけ莫ばく大だいな金額か分かるであろう。

「返事の如何いかんにかかわらず、謁見をお許し願えれば、これを差し上げるとの事でして」

「馬鹿な、いったい何者なのだっ!?」

　トルトス四世が驚愕したのも無理はない。

　ギルドの長や他国の使者が、機嫌取りに差し出す宝など、この箱の百分の一にも満たない物ばかりだ。

　無論、その代だい償しように相応しい要求をした上でである。

　なのに、マンジュと名乗る商人は、会うためだけに黄金の山を差し出した。

「村の商人などではあるまい、いったいどこの何者なのだ？」

「それが、商人ギルドの誰も知らぬと……」

　貴族や騎士より何倍も耳の早い商人が知らぬなら、このボア王国に知っている者は一人も居ないだろう。

「陛下、どうなさいますか？」

「うむむ……」

　トルトス四世は唸って考え込む。

　その商人は明らかに怪しい。十中八九、ボア王国を狙う他国の回し者であろう。

　しかし、毒と分かっていても、飲み干したくなるほどの美酒であった。

　目の前で輝く黄金は手付金、「自分の話を聞いてくれれば、これ以上の儲もうけを与えてみせる」という自信の表れ。

　それを迷わず拒こばめるほど、ボア王国の懐は温かくなかった。

（兵の蘇生費用で、国庫の半分も取られていなければ……）

　ドーグ渓谷に現れた魔族の討伐、そこで魔王に殲せん滅めつされた三千の兵。

　その蘇生に掛かる諸もろ々もろの手間賃として、王国は神殿に多額の寄付金を支払わされていた。

　半数は他国の神殿に運ぶと言われ、何十台もの馬車を用意させられた上でだ。

　魔族の殲滅を強固に主張し、強引に出兵させたのは、神殿側のヒューブ司教だというのに。

　むしろ、こうして寄付金を奪って神殿を肥こえさせ、ボア王国を弱らせるのが目的で、魔族に戦争を仕掛けたのかと、勘かん繰ぐりたくなるほどであった。

（まさか、司教の手先ではなかろうな？）

　トルトス四世は横に立つヒューブを窺うが、黄金を見ても表情を崩さず、普段の柔和な笑みを浮かべているだけであった。

「よい、連れてまいれ」

　誰のどんな罠であろうと、まずは会ってみなければ分からない。

　覚悟を決めた国王に応じ、宰相はその商人を王座の前に連れてきた。

　現れたのは、中肉中背で取り立てて特徴もない、質素な服を来た中年の男。

　ただ、彼の後ろに控ひかえた青髪のメイドは、目も覚めるような美女であった。

「国王トルトス四世陛下、お会いできて誠に光栄に存じます」

「苦しゅうない、面おもてを上げよ」

　恭しく膝ひざをついて頭こうべを垂れた商人に、国王は定型通りの言葉をかける。

「して、余よに話したい事とは何か」

「はい、陛下にある商売のお許しを頂きたく存じます」

「商売？　ならばギルドに話を持っていくのが早かろう？」

　あれだけの金を積めば、商人ギルドとて大喜びで仲間に迎え入れてくれるだろう。

　しかし、マンジュという名の中年商人は、ゆっくりと首を横に振った。

「いいえ、私の望む商売は、陛下でなければ許可を出せませぬ」

「分からん、汝なんじは何がしたいのだ？」

　国王の興味をしっかりと摑んだのを確信し、商人はニヤリと悪い笑みを浮かべて答えた。

「ドーグ渓谷の魔族との、貿易許可でございます」

「な、何だとっ!?」

　その言葉に、国王も宰相も大臣も、警護の兵士達さえ、全員が驚愕のあまり絶句した。

　ヒューブ司教さえも、驚いた様子で目を開いている。

「魔族と商売をするなど、正気で申しているのかっ!?」

「もちろん、正気でございます。されど、正気だけで商売は大成いたしません」

　取り乱すトルトス四世に、商人はあくまで不敵に笑い続ける。

「魔族がいかに恐ろしい相手か、噂は既に耳にしております。されど、彼らは本当に敵なのでしょうか？」

「な、何だとっ!?」

　ギクッ、と思わず背が震えたのは、国王も心当たりがあったからに他ならない。

　それを見て、商人は満足そうな顔をしながら解説した。

「六千の兵を向けられ、その半数を殺しながらも、魔族はそれ以降、全くボア王国に攻め込んでおりませんね？　噂通りの力であれば、三日と掛からず攻め落とせるはずなのにです」

「う、うむ……」

「ならば答えは一つです。ドーグ渓谷の魔族は人間に敵意がない。少なくとも、ボア王国を攻め滅ぼす気は皆かい無むという事です」

「なっ!?」

　再び驚愕しながらも、トルトス四世は納得してしまう。

　何故なら、彼もその可能性に思い至いたっていたからだ。

　しかし、それは容易には認められない考えでもある。

「相手は邪悪な魔族なのだぞ？　神々と争い敗北し、地の底に追いやられた邪神の眷けん属ぞくなのだぞ？　それが神々の子たる我ら人間を、恨うらんでいないはずがなかろう！」

　この世界に生きる者ならば、誰もが知る伝承を盾たてにして、トルトス四世は必死に否定しようとする。

　だが、商人はまるで気にした様子もなく、ゆっくりと頭を振った。

「伝承が間違っていたのかもしれません。いえ、ひょっとすると魔族は伝承通り邪悪な存在なのかもしれません。ですが、稀に邪悪な人間が生まれるように、ドーグ渓谷に現れた魔族は、世にも珍めずらしい友好的な魔族だったのかもしれません」

「まさか、そんな事が……」

「六千の半分しか殺さず、しかも蘇られるよう手加減し、攻め込まれたのにその報ほう復ふくをしようともせず、渓谷にこもったまま出てこない……この事実だけを見れば、十分に可能性のある話だと思いませんか？」

「…………」

　伝承なんて古く曖昧な物ではなく、現在の明確な現実を突きつけられては、トルトス四世も黙るしかない。

（やはりそうなのか？　魔族は言われるほど邪悪ではないのか？）

　王国軍を蹴け散ちらした、魔王の力があまりにも強大で恐ろしく、目が曇っていただけなのか。

　偏へん見けんや思い込みを捨てて見れば、確かに商人の言葉の方が正しいように思えてくる。

「無論、攻め込まれたとはいえ王国の兵を大勢殺し、勇者様さえ撃退したという魔族を、そう簡単に信用するわけにはまいりません。攻めて来ないのも、何か邪悪な企たくらみなのかもしれません」

「うむ」

「だからこそ、まずは商売という形で接触し、魔族の真意を探らせて頂きたいのです」

「むぅ……」

　商人の言葉には一理あり、王国が損そんをする話でもない。

「しかし、それで其方そなたに何の利益があるのだ？」

　トルトス四世の問いに、商人はまた悪い笑みで応じた。

「私の期待通り、魔族との交こう易えきが成功すれば、魔族しか持ちえない物資や技術が手に入るでしょう。それは陛下にお送りした金の、何倍もの富を生むに違いありません」

「だが、望む物があるとは限るまい」

「商売は賭けでございますれば、失敗する危険性を呑んで張るのは当然かと。それに、物資や技術がなくとも、もっと良いモノは確実にありますので」

「それは何ぞ？」

　興味津々の国王に、商人は今日一番の悪い笑みを浮かべて告げた。

「万の大軍にも勝るであろう、最強の戦力──魔王との縁えんでございます」

「何だと……っ!?」

　その答えに、場の一同はまたしても絶句してしまう。

　商人の告げた内容が、あまりにも危険で冒ぼう瀆とく的てきで、そして魅力的であったために。

「恐るべき魔王が味方となれば、他国を滅ぼし平定し、ボア王国が巨大な統一王国──ボア帝国となるのも夢ではありますまい」

「ボア帝国……余が皇帝……？」

「そう上手くいかずとも、同盟関係を結べれば、他国への牽けん制せいにはなりましょう。私は無学ゆえ存じませぬが、他国に攻められた事は二度や三度ではありますまい？」

「むぅ……」

　蜜みつのように甘く危険な商人の言葉が、トルトス四世の心を確実に蝕むしばんでいく。

「仮に失敗したところで、馬鹿な商人が一人死ぬだけでございます。国王陛下、どうか魔族との貿易をお許しくださいませ」

　そう締しめ括くくり、商人は深く頭を下げた。

　彼の言葉は全て理に適かなっており、ボア王国には利益しかない。

　だから、本来ならば悩む必要などなく、答えは決まっている。

「よ、余は──」

　パチパチパチッ。

　答えようとしたトルトス四世の声を、乾かわいた拍手が遮さえぎった。
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　音の主は、王座の横で変わらぬ柔和な笑みを浮かべた、女神の司教。

「見事な演説でしたよ、背教者の商人よ」

「背教者？」

　ピクリと眉を動かす商人に向けて、ヒューブ司教は当然であろうと笑みを深めた。

「光の女神エレゾニア様に仇なす邪悪な魔族と、金のために手を結ぼうなど、これが女神様の、そして人類への裏切りでなくて何と呼ぶのです？」

　そう言って、ヒューブは謁見の間にいる者達を見回した。

　彼の瞳に宿る光は、口よりも能のう弁べんにこう告げている。

　──女神様の教えに逆らえば、貴方あなた達の命はないのですよ、と。

　今後一生、怪我も病気も治してもらえず、死ねば二度と蘇れない。

　いや、それだけでは済まない。

　神殿が抱えるこの世で最強の者達──不死身の勇者がその刃やいばを向けてくるのだ。

　どんなに殺しても、何度でも蘇りつけ狙ってくる、最悪の暗殺者として。

　命を盾に脅されては、国王とて逆らえるはずがなかった。

「う、うむ、ヒューブ司教の言う通りである。商人よ、其方の商売に傾ける熱意には感嘆するが、女神様の教えに背くのは許されぬぞ」

「そうです、薄汚い謀ぼう略りやくなどに頼らずとも、私の見出したアリアンが、邪悪な魔族を滅ぼしてくれますよ」

　だから、余計な欲をかくな──とでも言いたげに、ヒューブは国王の肩に手を置いた。

「との事だ、残念であろうが諦めるがよい」

　不穏な空気をいち早く終わらせようと、宰相は無理やり話を打ち切る。

　それを見て、商人は意外にも食い下がらず、大人しく立ち上がった。

「国王陛下、及および臣下の皆様、私のつまらぬ話にお時間を取らせてしまい、誠に申し訳ありませんでした。お詫わびにその黄金をお納おさめくださいませ」

　そう謝罪しながらも、黄金の存在を改めて知らせる事で、罪には問うてくれるなと暗に促す。

「うむ、また何か商売を思いついた時は、いつでも声をかけるがよい」

　司教に潰されたとはいえ、その慧けい眼がんを見込んで、トルトス四世は労いの言葉をかける。

　それに純粋な喜びの笑みを返し、商人は背を向けて歩き出す。

　だが、それを許さない者が居た。

「衛兵、その背教者を捕らえなさい」

　温和な笑みを浮かべたまま、冷たい声で命じたのは女神の司教だった。

「女神様の教えに背き、邪悪な魔族と手を結ぼうなど、悪あく辣らつ非ひ道どうな魔王の手先に違いありません」

「ヒューブ司教、それは言い過ぎであろうっ！」

　己を無視した勝手な行動と、酷い言いがかりが流石に我慢ならず、トルトス四世は思わず声を荒らげる。

　しかし、司教の笑みは小こ揺ゆるぎもしない。

「陛下、あの背教者が魔族の手先なのは間違いありません。何故なら、魔法で姿を偽いつわっているからです」

「な、何だとっ!?」

　今日何度目とも分からぬ驚愕の声を上げ、場の人々は商人とそのメイドを見つめた。

　司教を窺う二人の顔は、緊張のためか強こわ張ばっているように感じた。

「さあ、邪悪な魔族の手先よ、その正体を現すがいい。それとも、私の手で暴あばかれるのがお好みか？」

　ヒューブはそう言って、女神のシンボルが刻まれた右手を掲かかげる。

　魔法を使おうとしたその動きを見て、ずっと無言で控ひかえていたメイドが、一歩前に踏み出そうとした。

　しかし、主である商人が、手を上げてそれを抑える。

「できれば隠し通しておきたかったのですが、お望みとあらば仕方ありません」

　そう言って、メイドに視線で合図を送る。

　すると、彼女は主の願いに応じ、商人にかけられていた幻影の魔法を解く。

　そうして現れたのは──年齢も人相も分からないほど赤く焼けただれた、醜みにくい火傷やけどだらけの顔面だった。

「うぐっ……」

　思わず嘔おう吐とを堪える衛兵を、商人は責めもせず淡たん々たんと語る。

「とある商売敵につけられた傷です。見苦しいゆえ普段は魔法で隠しております」

「…………」

「この娘も同じような傷を負っておりますが、それを暴くのだけはどうかお許し下さいませ」

　男の自分はともかく、若い娘が醜い顔を衆しゆう目もくに晒さらすのは哀れすぎると、商人はその場に土下座してまで頼み込む。

　その懸けん命めいな姿に鞭むちを打てるほど、国王も臣下達もゲスではなかった。

「マンジュ殿、面を上げられよ。非を謝罪すべきは余の方だ」

「寛かん大だいなお許し、誠にありがとうございます、国王陛下」

　商人はそう言ってもう一度頭を下げると、メイドに魔法をかけ直させ、火傷を隠して背を向けた。

　しかし、扉の前で立ち止まり、振り返って言い残す。

「この傷を負った時に、私は思いましたよ、『伝説の魔族なぞよりも、人間の方がよほど邪悪で恐ろしい』とね。貴方はどう思いますか、司教様？」

　そう言って一瞬だけヒューブを見ると、答えも聞かず背を向けて、今度こそ立ち去った。

　緊張から解放され、思わず溜息を吐く国王の横で、司教は変わらず温和な笑みを浮かべていた。しかし──

「背教者風ふ情ぜいが、女神様の司教たるこの私に恥はじをかかせるなど……っ！」

　誰にも聞こえない小さな声で、呪じゆ詛そを漏らす。

　その刹せつ那なだけは、張り付いていた笑みが消え去り、黒い本性が滲み出ていた。
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「やれやれ、『ボクと契約して皇帝になろうよ』作戦は失敗だったな」

　追手がついていないか注意しつつ、宿の一室に泊まった真一は、大して残念そうでもない様子でベッドに腰かけた。

　そんな彼の顔に、幻影を解いて褐色銀髪に戻ったセレスが、素早く両手をかざす。

「やれやれはこちらの台詞セリフです」

　そう言って、真一が自ら焼いた顔面を、治癒魔法で治していく。

「けど、役に立っただろ？」

　万が一幻影を見抜かれたとしても、人間の自分が酷い怪我を見せて良心をつけば、魔族のメイドにまで魔法を解けとは言えない。

　そう考え、用意しておいた保険が功こうを奏そうしたのだ。

「だからといって、ここまでやりますか」

　作戦通りであり、痛覚も消していたとはいえ、自分の顔面を焼くなど、魔族から見ても正気の沙さ汰たではなかった。

「ゲスの上にマゾのド変態とか、大たい概がいにしてください」

　メイドはそう毒を吐きつつも、珍しく怒っている様子であった。

「セレスさん、ひょっとして心配してくれた？」

「頭の中身なら常に心配しておりますが」

　そう言っている間に、顔面の火傷はシミ一つ残らず消え去った。

「オマケで眉毛を繋つなげておきました」

「どこの派出所警官っ!?　……しかし、収穫はあったな」

　念のため眉み間けんを触りつつ、真一は成果を再確認して微笑ほほえむ。

「国王やその部下達は、そこまで魔族を憎んでもいないし話も分かる。問題はあのヒューブ司教って奴だな」

　神殿ですれ違ったあの男が、謁見の間に居て邪魔してきたのには驚いたが、おかげで敵が明確になった。

「あの騎士達もそうだったが、女神の信者やら勇者やらは、随分と魔族がお嫌いらしい。何か心当たりは？」

「存じません、女神など魔界では聞きませんでしたから」

　セレスは迷わず首を横に振る。

　神殿で聞いた、女神が邪神と悪竜を地の底に封じたという伝承さえ、魔界側には伝わっていないのだ。

　なのに、お前達は邪神の眷属で敵だと言われても、反応に困るだけである。

「仮にその話が事実だったとしても、今の私達には無関係だと思うのですが？」

「そう理性的に割り切れないのが、人間の困ったところなんだよ」

　不思議がるセレスの前で、真一は深い溜息を吐く。

「宗教的な憎しみとなると、リノちゃんには悪いが、話し合いで解決の目は消えたな」

　信仰心は理性ではなく、感情から生まれるものだ。

　そのため、証拠も理論も関係なく、ただ好ましいから信じる、信じているから正しいと盲もう目もくに陥おちいり、他者の意見に耳を貸さなくなってしまう。

　そんな狂信者との対話が不可能な事は、真一の生まれた世界でも、嫌というほど証明されていた。

「となると、結局は振り出しに戻るしかないか」

　魔王城を襲う不死身の敵、勇者を知略で封ふう殺さつする。

　この世界に召喚された目的を、正しく繰り返すしかない。

「あのヒューブ司教って男、『私の見出したアリアンが』って言った時だけ、少し声音が変わっていたからな、あの子が魔族に囚とらわれてＲ18展開になったら、いったいどんな顔をするかな、くくくっ！」

「よく分かりませんが、ゲスだとは理解しました」

　また邪悪に笑う真一を罵ば倒とうしつつも、セレスは止めようとしない。

　人の話も聞かず、勝手に邪悪と決めつけ殴りかかってくる女神の信者には、元より愛想が尽きていたからだ。

「それで、次はどうするのですか？」

　尋たずねてくるセレスに、真一は迷わず答えた。

「うん、修行しようか！」

「……はぁ？」

　訳が分からないと、無表情なメイドの顔が少し間ま抜ぬけなものへと変わる。

　それを見るのが楽しいと思うあたり、真一の性根はやはりゲスなのであった。
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「というわけで、真しん一いちの三分トレーニング、イエーイッ！」

「いえーいですっ！」

「……何ですか、これ？」

　万が一にも怪あやしまれないよう、商人姿でボア王国から南の街道に出た後、闇やみ夜よに乗じて『飛翔フライ』の魔法で魔王城に帰ってきた次の日。

　ハイテンションで叫び出した真一と、楽しそうにその真ま似ねをするリノを見て、セレスはもう思考を放ほう棄きした。

「ってリノちゃん、こんな所で遊んでていいのか？」

「はい、パパは今お仕事で忙しいですから、お兄さんが遊んでくれると嬉うれしいです」

「魔王様が仕事って、書類でも書いてるのか？」

「書類？　魔パ王パのお仕事は悪い人をやっつけるために、強くなる事ですよ？」

「ＯＫ、その脳のう筋きん思考にももう驚かないぞ！」

　ハハハッと陽気な笑顔を作って、真一は無理やりテンションを高めていく。

「実は俺おれがこれからするのも、魔王様のお仕事と同じ、強くなるためのトレーニングなんだが、リノちゃんも協力してくれるかい？」

「はい、お任まかせあれです！」

「それで、どうして急に強くなると言い出したのですか？」

　ようやく正気に戻ったセレスに、真一も素すに戻って答える。

「勇者を倒す作戦のための下準備だよ」

「貴方あなたが貧ひん弱じやくだと成功しないと？」

「そういう事。あとは単純に、少しは鍛きたえておかないと、あっさり死にそうで怖いからな」

　真一は魔王の参さん謀ぼうである。

　一応、死体が残ってさえいれば、魔王かセレスが蘇そ生せい魔法をかけてくれるだろうが、これから先、あの騎士達五人にしたような真似を繰くり返かえしていけば、灰すら残さず殺したいほどの恨うらみを買うだろうから、用心は必要であろう。

「ですが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで得られる強さなど、たかが知れているのでは？」

　セレスの懸け念ねんは正しい。

　地球でも異世界でも、辛つらく地道な訓練こそが強さへの近道なのだから。

　しかし、そんな常識を覆くつがえすのが、人の知恵であり魔法である。

「それは今から分かるさ。リノちゃん、『痛覚遮断ペイン・ブロツク』の魔法って使える？」

「はい、魔族なら誰でも最初に覚える魔法ですから。死ぬまで全力で戦えないと駄だ目めだって、パパもよく言っているです」

「お、おう……じゃあ、それを俺にかけてくれるか」

「はいです、むむ～っ！」

　リノは頰ほっぺたを膨ふくらませ、可か愛わいらしく力みながら魔法を唱となえる。

「痛いの痛いの消えちゃえ、『痛覚遮断ペイン・ブロツク』ッ！」

「えっ、そんな可愛らしい呪じゆ文もんだったか？」

　顔面を焼くためセレスにかけて貰もらった時は、もっと簡かん素そな呪文だったのだが。

「いえ、呪文に決まった形はありませんので、術者によって違います」

「なるほど」

　納得する真一の体を、リノの掌てのひらから放たれた光が包み込む。

　試ためしに腕うでをつねってみると、確かに全く痛みを感じなくなっていた。

「よし、では早速トレーニングだ」

　効果の確認を終えると、真一は床に両手をついて腕立て伏ふせを始める。

「一、二、三……凄すごいな、いくらでもできるぞ」

　普通なら二十回も超こえれば胸と腕が痺しびれだし、四十回といかず限界がくるが、痛みがなければそれを全て無視できるのだ。

　とはいえ、物理的な限界は訪れる。

「百二、百三……っと、これまでだな」

　勢いよく腕立てを繰り返していた真一の体が、どんなに力を込めても動かなくなってしまった。

　寝転がり服をめくってみれば、大胸筋が真っ赤に腫はれ上あがっている。

　限界を超えた酷こく使しにより、筋肉が破壊され内出血を起こしているのだ。

「うわー、痛そうです」

「実際、魔法が掛かっていなければ、死ぬほど痛いだろうけどな」

　ここまでは根性さえあれば、地球でも不可能ではない。

　しかし、この先はファンタジーな異世界だからこそできる裏技。

「リノちゃん、この壊れた胸の筋肉を魔法で治してくれるか？　ただし、時間を巻き戻すとか、肉体を再構築するといった方法ではなく、生物が本来持っている治癒能力を何倍にも向上させる、自然に近い形で治して欲しいんだ」

「えっ、えっ？　どういう事です？」

　言い回しが難しかったのか、リノは混乱した様子で首を傾かしげる。

　それを見かね、セレスが溜ため息いきを吐つきながら真一の横に座り込んだ。

「体の回復能力を上げればよろしいのですね」

「あぁ、それで上手くいくはずなんだ」

「了解しました、『自然治癒力向上セルフ・ヒーリング・パワー』」

　腫れ上がった胸に掌を置き、魔法を発動させる。

　セレスの手から流れ込んだ無色の力が、真一の全身を駆け巡り、異常な速度で再生を始めた細胞により、患かん部ぶが燃えるように熱くなる。

「おぉ、見る間に治っていく！」

　普通なら最低でも三日はかかりそうだった胸の内出血が、ほんの一分ほどで綺き麗れいに消えてしまった。

　しかも、効果はそれだけではない。

「さて実証タイムだ、一、二、三……」

　大胸筋が完治すると、真一は再び腕立て伏せを始めた。

　そして、先ほどの限界だった百三回を超えても、彼の動きは止まらない。

「百二十、百二十一……まだまだ行けるぞ、成功だ」

「えっ、あれだけで強くなったですかっ!?」

　驚くリノに、真一は腕立てを続けながら仕組みを教えてやる。

「『超回復』と言ってな、筋肉は破壊してから再生する事で強くなるんだよ。本当は筋トレの後に一日から二日は何もせず、回復させる期間を設もうける必要があるんだけど、それを魔法で縮ちぢめて貰もらったのさ」

　説明している間に腕立ての回数は百五十を超え、再び限界が訪れる。

　そこにセレスが魔法をかけ、活性化した肉体は再生と共に強化されていく。

「超高速レベリングならぬ、超高速筋トレってわけだ。いやー、強くなるって楽しいな～っ！」

「実にインチキ臭くさいですね。地道な努力を重ねている方々に、申し訳ないと思わないのですか」

「効率的な鍛きたえ方を探るのも、立派な努力のうちだよ。考える事をやめて、同じ事をダラダラと続けるのは努力と言わないのさ」

「で、本音は？」

「楽してズルして人を追い抜くとか、最高に気分良いなっ！」

「ゲスですね」

　もう言われ慣なれた罵ば声せいを聞きつつ、今度はスクワットを始める。

「リノちゃん、悪いんだけど何か食べ物と飲み物を持ってきてくれないか？　運動するにも筋肉の再生をするにも、栄養を取らないと痩やせ細ほそるだけだからさ」

「はい、お兄さんのために御ご馳ち走そうを用意してくるです！」

　頼たよられたのが嬉しいのか、リノは大喜びで食堂に向かって駆けていった。

「いやー、本当に魔王様とは似ても似つかない、善いい子だよな」

「手を出したら──」

「どうなるか分かってるし、そもそも出さねえよ！」

「…………」

「なにその『ロリコンは皆そう言うんですよ』みたいな疑うたがいの目は？」

「ロリコンは皆そう言うんですよ」

「本当に思ってたのかよっ!?」

　キレの良いボケに、思わず全力でツッコみ返してしまう。

　普段は涼すずしい鉄てつ面めん皮ぴをしておいて、この脳筋メイド、実は漫まん才ざいが好きなのかもしれない。

「真ま面じ目めな話、リノちゃんは可愛いと思うけど、恋愛対象としては見てないからな？」

　人間とは違う魔族なので、ひょっとすると真一より年上の可能性もあるが、二十一世紀の日本で培つちかわれた倫りん理り感かんからして、外見的にアウトである。

「俺に兄弟はいないから、妹みたいで甘やかしたくなるってだけでさ」

「……そうですね」

　茶化さず同意したセレスの顔は、ほんの少しだけ優しく見えた。

　彼女もきっと、メイドと主人の娘という枠わくを超えて、リノの事を大切に想っているのだろう。

「ついでに言うと、俺は貧乳派じゃなくて巨乳派だから、むしろセレスさんみたいなグラマー美人が大好きだっ！」

　温かな空気が照れくさくて、真一はわざと失言をかます。

　いきなりセクハラですか、このゲスは──と罵ののしられて、いつもの空気に戻すつもりだったのだが。

「…………（プイッ）」

　セレスは何も言わず、真一から顔を背そむけるのだった。

「あの、セレスさん？」

「…………」

「ひょっとして、照れてます？」
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「……『超重力ハイパー・グラビテイ』」

「ぬおっ!?」

　急に全身が何倍にも重くなり、真一は立っていられず、打ち付けられるように床へ這はいつくばった。

「リノ様のお手伝いをして参ります」

「いや、あの、その前に魔法を……」

「私からのサービスです。トレーニング、頑張って下さいね」

　ニッコリと、まるで満開の花が咲いたような笑みを残し、セレスは部屋を出ていった。

　扉を閉める瞬間、隙すき間まから真一を見下ろしていた瞳は、養豚場の豚を見るそれであったが。

「意外と……初う心ぶ、なんだな……」

　辛口メイドの可愛い所を垣かい間ま見みて、真一はちょっと萌もえつつも、全身の骨から響いてくる嫌な音に、初めての死亡を覚悟するのであった。
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　駆け付けたリノにより、からくも死亡を免まぬかれつつ、トレーニングを重ねること三日。

「貧弱な坊やと呼ばれていた俺が、今ではこんなにたくましく！」

　怪しい筋トレグッズとは違い、本当に筋肉がついた己の体を見て、真一は思わずポージングを決めた。

「わー凄い、パパみたいですっ！」

「キモイですね」

　喜んで腕にぶら下がるリノとは対象的に、セレスは相変わらずの辛口であった。

「とりあえず、筋トレはここまでにしておくか」

　あまりやり過ぎると健康を害しそうだし、何よりも筋肉をつける前の段階、沢たく山さん食べて体に肉をつける作業が厳きびしい。

　地球の美お味いしい料理ならまだしも、魔界産の謎なぞ物質や、生臭い獣けもの肉にくや煮ただけの葉っぱを食べ続けるのは、下手な拷ごう問もんより辛つらかった。

　そんなわけで、真一の次なる目標はファンタジーの要かなめたる神秘のパワー。

「魔法ってどうやったら使えるようになるんだ？」

　期待を込めた眼まな差ざしで二人を見るが、リノ達は不思議そうに首を傾げる。

「えっ？　お兄さんは魔法が使えなかったのですか？」

「どうと言われましても、貴方あなたは呼吸の仕方を人に教わるのですか？」

　そう、魔族は人間と違い、生まれた時から魔力を持っていて魔法が使える。

　だから、その鍛え方ならともかく、無かった者への教え方など知らないのだ。

「そうだった……けど、今なら何となく使える気がするんだよな」

　魔法で超効率化した筋トレを初めて以来、真一の体内に血液とは違う、何か熱い物が流れ始めた気がするのだ。

　最初は『痛覚遮断ペイン・ブロツク』や『自然治癒力向上セルフ・ヒーリング・パワー』の効果が残っているのかと思ったが、どうも様子が違う。

「よく分かりませんが、そう仰おつしやるなら試ためしてみては如何いかがですか？」

　体の異変を説明すると、セレスは訝いぶかしみつつもそう提案してくる。

「じゃあやってみるか。それで、魔法ってどう発動させるんだ？」

「簡単ですよ。こうなれ～って考えながら、名前を叫ぶんです！」

「えっ、それだけ？」

　リノの説明が信じられず、セレスの方を窺うかがうが、彼女も頷うなずいて肯定する。

「はい、貴方がどう思っていたのかは知りませんが、魔法とはとても単純なものです。私の師が言われるには『魔法とは本来、たった一つの効果しかない』のだそうです」

「どういう事？」

「魔法とは『魔力によって、己のイメージ通りに現実を改変する方法』なのだとか。火の球を放つのも、氷の柱を立てるのも、結果は違えど根本は同じだと言われておりました」

「じゃあ、呪文の詠唱とか魔法陣とかは？」

「イメージを補強するための道具でしかありません。無言で火を生み出すより、『赤い炎よ出ろ』と叫んだ方が、具体的なイメージが固まるでしょう？」

　なるほどと、真一は思わず手を叩たたいた。

　二十一世紀の日本でも、言葉には力があり、言った事は現実になるという『言こと霊だま』の概念は強く根付いていた。

　そういった超自然的な現象とは別に、科学的にも声に出すことの有用性は説とかれている。

　プロのスポーツ選手が「自分は強い」「勝てる」とポジティブな言葉を声にする事で、集中力とやる気を高めるメンタルトレーニングがそれだ。

「まずは小さくても構いませんので、火をイメージしてみて下さい」

「よし……火、赤く、熱く、燃える……」

　セレスに言われた通り、真一は右手を上に向けながら、目を閉じて火を思い浮かべた。

　マッチほどの小さな火が、掌の上で燃える光景を、強く鮮せん明めいに描く。

　すると、全身を巡めぐっていた不可思議な熱が、少しずつ掌へと集まっていった。

「言葉は何でも構いません、イメージした火が現れるのだと信じ、疑わず、叫びながら力を解放するのです」

「火よ……燃えろ、燃えろ、『火炎フアイア』ァァァ───ッ！」

　真一はカッと目を見開き、ストレートに英語で魔法の名を叫ぶ。

　すると、掌に集まった熱が凝ぎよう縮しゆくし、弾はじけ、そして赤く燃え上がる火となった。

「おぉ!?　本当にできたっ！」

「お兄さん、やったですね！」

　リノも我が事のように喜び、驚く真一の体に飛びつく。

　その未発達な胸の柔やわらかさに心を揺ゆさぶられた訳でもないが、集中が途と切ぎれてしまったせいで、掌の上に灯ともった炎は一瞬で霧む散さんしてしまった。

「消えちまったか、維い持じするのは結構大変だな」

「当然です。魔法の技量とは、いかに早く正確にイメージを固め、それを持続させられるかという、反復練習によってのみ鍛えられる能力ですから」

　超高速筋トレのように、インチキの介入する余よ地ちはないのだと、セレスは真面目な顔で断じた。

「そりゃそうか、学問に王道なしって言うしな」

　筋トレにしても、肉体の単純なパワーやスピードこそ上がったものの、それを上手く活いかす技術はまるで身についていない。

　ちょっと身体能力が高いだけの子供など、熟じゆく練れんの戦士なら軽くあしらえるだろう。

　同様に、魔法が使えるだけの魔力を得ても、それを扱う技術は時間をかけて学ぶしかないのだ。

「だが逆を言えば、魔力だけなら超特急で育てる方法があるわけだ」

　善よからぬ事を思いつき、真一の顔がまた邪悪に歪ゆがむ。

「お兄さん、また悪い笑顔をしてるです……」

「今度はどんなインチキを考えたのですか」

　少し怯おびえるリノと、呆あきれて文句も言えないセレスに、真一は己の閃ひらめきを語る。

「まず、俺には魔力なんて不思議パワーは元からなかった、これは間違いない。だが、筋トレをしているうちに身についていた。何な故ぜだと思う？」

「う～ん、体を鍛えると魔力も鍛えられるのですか？」

「魔王様ならありそうだが、俺の場合は違うな」

　では何故かと言えば、答えは一つ。

「ずばり、何度も魔法をかけられたせいだ！　……と思う」

「微妙に弱気ですね」

　自信がないのかと、セレスに冷たい目で見られても、証拠が無いのだから仕方ない。

「だから、これから実験して検証をしてみるんだよ。というわけで、リノちゃんとセレスさん、俺に何でもいいから魔法をかけまくってくれ！」

　仮に死んでも蘇生できるからと、真一は躊ちゆう躇ちよなく自らの身で人体実験を提案する。

　それにリノ達は困惑しつつも、言われた通りに魔法をかけ始めた。

「じゃあ、試してみますです、『身体強化フイジカル・エンチヤント』ッ！」

「よしよし、どんどんやってくれ！」

「では、『不快な激痛のハツシユ・ペイン──」

「いきなり殺人魔法を使おうとするなっ！」

「死にませんよ、死ぬより痛いだけで」

「余計悪いわっ！」

　隙あらばあまり使った事のない（使用を躊躇ためらうほど残ざん酷こくな）魔法の練習をしようとする駄だメイドにツッコみつつ、二人の魔力が涸かれるまで、真一は魔法を浴び続けた。

　その結果──

「赤き紅ぐ蓮れんの炎で燃え尽きよ、『火炎柱フレイム・ピラー』ッ！」

　中二病っぽく格好付けた呪文と共に、真一が掌を前に突き出す。

　すると、目の前に高さ三十㎝、直径二㎝ほどの円柱が燃え上がった。

「よし、ちょっとしょぼいが、パワーアップ自体は成功だ！」

　最初はマッチ棒程度の火だったのに、半日ほど魔法を浴び続けただけで、ガスバーナーくらいにまで強化されていた。

　その功労者達はというと、後ろで床にへたり込んでいる。

「はぁはぁ……それは良かったです……」

「こんなに、疲労させて、何をする気、ですか……」

　祝福してくれるリノも、いつもの減らず口を叩くセレスも、倒れる寸前まで魔力を振り絞ったため、汗を掻かき息も絶たえ絶だえになっていた。

「ごめん、でも付き合ってくれてありがとな」

　真一は謝罪と礼を告げると、厨ちゆう房ぼうまで水を取りに走り出す。

「しかし、この魔力トレーニングは効率が良いのか悪いのか微妙だな……」

　人間より優れた魔力を持つ魔族、その中でもトップクラスの実力者である魔王の娘とメイドが、倒れるまで魔法をかけたにしては、成長の度合いが少ない。

　オンラインＲＰＧ風に例えると、高レベルプレイヤーの協力を得て、半日もパワーレベリングをしたのに、レベルが一しか上がらなかった気分である。

「まぁ、そうそう美う味まい話はないか」

　弱くても魔法を使えるようになっただけ儲もうけものだと納得し、厨房にあった水みず甕がめと、ついでに紫色の果実をいくつか摑つかんで、リノ達の元に駆け戻る。

「はわ～、やっぱり人界のお水は美お味いしいです！」

「それに対して……」

　よく澄すんだ冷たい水を飲み干し、歓声を上げたリノとセレスだが、残った魔界の果物を見て、すぐに顔を曇らせた。

「これ、硬くて苦くて酸すっぱいよな」

　真一は持ってきた自分の分を齧かじるが、やはり不ま味ずい。

　見た目はリンゴとよく似ているのに、味は灰あ汁く抜ぬきを怠おこたったフキ以下であった。

「森に野イチゴや山ブドウでも生えていれば良かったんだがな……」

　誰も住まず放置されていた渓谷だけあって、魔王城の周辺は食用に適てきした植物が少なく、それを餌えさとする野生生物もあまり住んでいなかったらしい。

　お陰で食事の大半は、いまだに魔界産の不味い物ばかりであった。

「だが、勇者の襲撃が一いつ旦たん止やんで、畑作りを再開したようだし、家畜の飼育なんかも始めれば、早ければ半年で美味い物を食えるようになるんじゃないか？」

「半年ですか……」

　思った以上に先が遠くて、リノの表情が暗く曇る。

「まぁ、大量の金があるから、その辺の村から買い付けるって手もあるし、探しに行った奴が見落としただけで、山の幸さちが他にも──うん？」

「お兄さん、どうかしたですか？」

「いや、そもそもさ、食べ物を美味くする魔法ってないの？」

　リノに促うながされ、真一は今いま更さらな疑問を口にする。

　戦闘重視の和製ゲームだと、面倒なだけなので省はぶかれる事が多いが、リアル路線の洋ゲーやＴＲＰＧ等、食料の管理があるゲームでは、それに関する魔法もあった。

　だから、魔法が実在するこのファンタジックな異世界なら、かけただけで美味しいご馳走に変わる、某ぼう猫型ロボットの秘密道具みたいな魔法が存在しそうなものであったが。

　しかし、問われた魔族二人は非常に渋しぶい顔をするのであった。

「ご飯を美味しくする魔法ですか、リノもできないか試した事はあるです、けど……」

「そもそも、美味しい食事という物が、イメージできませんでしたから」

「くっ……」

　虚うつろな目の二人があまりにも不ふ憫びんで、真一は目頭を押さえた。

　魔法はあくまでも、自分のイメージで現実を改変するもの。

　経験した事がなく、想像しようもない物は生み出せないのだ。

「でも、リノちゃんはパンを食べた事があるんだろ？　それに、セレスさんだってこの前酒場で飯を食ったし、宴うたげで焼肉やフキも食べたんだしさ」

　過去はともかく今なら可能だろうと問うと、二人は顔を見合わせて、全く同じ答えを口にした。

「「あまりにも美味しすぎて、理解不能だったので無理です」」

「くっ……」

　不憫すぎる二人に、真一はまたしても目頭を押さえてしまう。

（しかし、リノちゃんとセレスさんが無理でも……ひょっとして、俺なら使えるか？）

　閃ひらめいて、真一の表情が引ひき締しまる。

　二十一世紀の日本という、最高クラスの美食国家で養やしなわれた味覚。

　そして、美び味みを理り屈くつで解明する、科学と化学の知識が揃っている。

（美味しい物……駄目だ、漠ばく然ぜんとしすぎている。もっとシンプルに、そう『甘い物』にしよう）

「お兄さん？」

　急に黙り込んだ彼を心配し、目の前で手を振るリノの姿も、集中を始めた今の真一には映らない。

（甘い物、砂糖……砂糖って何でできてた？　化学式は確か『C12H22O11』だったか。炭素Ｃと水素Ｈと酸素Ｏ……それなら、この果物にも揃っているはず）

　食べかけの紫リンゴ（仮名）を強く見み据すえながら、イメージと共に全身の魔力を高めていく。

（甘くなれ、砂糖のように、甘く、美味しく、変われ）

　イメージと現実が重なり、魔力というエネルギーでもって、紫リンゴを思いのままに書き換える。

「極小の粒つぶよ、新たな繋つながりを以もって、その姿を変えよ、『原子構造変換エレメント・コンバージヨン』ッ！」

　頭の中に自然と浮かんだその名と共に、持てる全ての魔力を解放する。

　眩まばゆいほどの光が紫リンゴを包み、そして静かに消えていった。

「えっと、何したですか？」

　リノが首を傾げるくらい、真一の手にある紫リンゴは全く変わったように見えない。

　だが、本当に失敗したかどうかは、食べてみなければ分からない。

「これで上手くいけば……んっ!?」

　意を決して一口齧った真一は、目を見開き、そして吠ほえた。

「甘っ！　甘すぎる！　何だこれ、砂糖の塊かたまりかよっ!?」

　お汁しる粉こを百倍に煮に詰つめたような、脳をつんざく甘味に、耐たえきれず紫リンゴを吐き出す。

「解げ毒どくの魔法が必要でしょうか？」

「いや、大丈夫だと思うし、魔法自体は成功したんだ。ちょっと加減をミスっただけで」

　心配してくれたセレスに、真一は無事をアピールしながら、紫リンゴを差し出す。

「少し食べてみてくれ、成功だって分かるから」

「自分の唾だ液えきがついた物を、女性に食わせて興奮するとか、とんだ変態ですね」

「いや、口をつけてない所を切って食べてくれって意味でな」

　また辛しん辣らつな事を言いつつも、セレスは気にした様子もなく、真一が齧った跡あとに歯を立てる。

　そして、口内で爆発したその未知なる味に、カッと目を見開いた後、蕩とろけるように弛し緩かんした笑みを浮かべた。

「美味しい……」

「えぇーっ!?　甘すぎてむしろ痛いくらいだろ！」

　黒パンやハムを食べた時以上の、至し福ふくの微笑みを浮かべるセレスは、真一のツッコミも聞こえない様子で、勢いよく紫リンゴに齧りつく。

「本当に美味しい、これが甘いという感覚なのですね……」

「セレスお姉ちゃんズルいです！　私も食べたいです！」
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　リノも耐えきれなくなり、もう半分も残っていなかった紫リンゴに齧りつく。

「んん～っ、本当に美味しいです！　お兄さんはいつも、こんな美味しい物を食べていたですかっ!?」

「うん、まあ、そんな感じです……」

　目をキラキラと輝かせて迫るリノに、真一は曖昧に頷くしかなかった。

（何か？　魔族はアメリカ人なみに味み覚かく音おん痴ちなのか？）

　薄味大好き日本人とは、根本的に舌が違う生物なのかもしれない。

　そんな事を思っている間に、激甘化した紫リンゴは、女子二人の胃袋に消えてしまった。

「あっ、なくなっちゃったです……」

「リノ様、問題ありません。ガザクの実なら厨房にまだ山ほどあります」

　言うが早いか、セレスは魔法でも使ったらしく、風のごとき速さで紫リンゴ（正式名称・ガザクの実）を籠かごごと持ってくると、真一の前にドサリと置いた。

「では、よろしくお願い致します」

「いや、ちょっと待ってくれ、さっきの魔法で凄く疲つかれているんだが……」

　もの凄い迫力のセレスに気け押おされながらも、真一は拒否を示す。

　実際、原子の配列を変えて、不味い物を甘くするなんて芸当は、魔法という奇跡でもかなり難しい現象だったのだろう。

　魔法使い初心者の彼は一発でガス欠になったらしく、全身に悪お寒かんと震えが走り、額ひたいや背中には嫌な汗が滲にじんでいた。

「なるほど、それは大変です」

「お兄さん、大丈夫ですか？」

　セレスとリノもようやく彼の異変に気付き、ハンカチで汗を拭ぬぐい、温まるようお湯を沸わかしてきてくれる。だが──

「魔力不足で連発できないとは残念です……つまり、シンイチ様の魔力を高めれば、甘い物の増産が可能と」

「やったです！　じゃあお兄さん、張り切って特訓するですよ！」

「……えっ？」

「『身体強化フイジカル・エンチヤント』ッ！　さらに『身体強化フイジカル・エンチヤント』ですっ！」

「『体力増強タフネス』、『睡眠無効インソムニア』、『蘇生予約リザレクト・リザベイシヨン』──」

「待て、どれだけ酷こく使しさせる気だっ!?」

　ブラック企業も真っ青の扱いに、真一は必死に二人を止めようとするが、甘かん露ろの味を知ってしまった乙女おとめ達の暴走は止まらない。

　こうして、文字通り死ぬほど絞られる特訓を五日も続けた事で、真一はど素人しろうとから普通の魔法使いレベルまで急成長したのであった。

　原子構造変換という、燃ねん費ぴが悪くて連発はできないが、この世界にまだ無い物を生み出せる──二十一世の知識を最大に活かせる、インチキくさい魔法と共に。

　それは、勇者退治の準備が整った事を意味していた。
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　女神の勇者、アリアンの目覚めは早い。

　空が白み始め、他の宿泊客達が起き出す前にはもう、ベッドから降りて衣服を整えていた。

「うん、今日はちゃんと起きられた」

　数日前はつい寝坊してしまったが、繰り返さないよう気を引き締め、アリアンは首のマフラーを固く結ぶ。

　そして、ベッドのシワをきちんと伸ばすと、一階の酒場へと降りていった。

「おはようございます！」

「よう嬢ちゃん、相変わらず元気良いな」

　テーブルを拭ふいていた店主に挨拶すると、慣なれた様子で奥からモップを持ってきて、床の掃除を始める。

「いつも言っているが、客なんだから手伝わなくていいんだぞ？」

「はい、僕は勇者ですから！」

「いや、答えになってないだろ」

　もう何度もしたやりとりを繰り返しつつ、開店前の酒場をピカピカに磨みがいていく。

「ほい、お疲れさん」

「わー、ありがとうございます！」

　掃除のお礼と差し出された黒パンに、アリアンは歓かん声せいを上げて齧りつく。

「しかし、嬢ちゃんは大活躍してたんまり稼いでるんだろ。こんな貧乏宿屋に泊まらんで、一軒家でも買ったらどうだ？」

　店主がそう言うと、アリアンは少しぎこちない笑みを浮かべた。

「魔物退治によく出かけるので、家なんて買っても埃ほこりを被かぶるだけですから」

「そうかい。ならいっそ神殿に住むなんてどうだい？　なんせ女神の勇者様だからな、神官様達も大歓迎だろうよ」

「いえ、大勢の人と暮すのは苦手で……」

「はははっ、嬢ちゃんは元気なくせに人見知りだな。そんな有様じゃいつまで経たっても仲間ができずボッチだぞ？」

「うぐぅ……」

　痛い所を突かれたアリアンは、思わずパンを喉のどに詰まらせてしまう。

「悪い悪い、こいつは詫わびだ」

　店主はそう言ってエールを一杯置くと、スープの仕込みをするため奥に戻って行った。

「仲間か……」

　一人カウンターに残されたアリアンは、パンをエールで流し込みながら小声で呟く。

　彼女を仲間に誘ってくれた者は、今までに何人か居た。

　出しゆつ奔ぽんしてしまった騎士ルザールも、腕試しの試合に負けた後、何度か声をかけてくれていたが、その全てを彼女は断っていた。

　別にお高く止まっていたわけでも、ルザール達が嫌いだったわけでもない。ただ──

「よし、訓練しよう」

　元気よく頰を叩いて、暗い考えを追い出し、アリアンは剣を手に酒場を出た。

　向かう先は、街を囲む長大な城壁の外。

「おはようございます！」

「これはアリアン様、今日も精が出ますね」

　すっかり顔かお馴な染じみとなった門番に、挨あい拶さつをしながら城門を潜くぐる。

　街の外には肥ひ沃よくな大地を活かした、広大な田畑が広がっていた。

　ただ、城壁の周囲三百ｍほどは、戦時のために空き地となっており、アリアンはそこで剣の稽けい古こをしていたのだ。

「ふっ！　はっ！」

　肩口で切り揃えられた赤い髪が、大量の汗を吸って頰に張り付いても、気にせず延えん々えんと剣を振り続ける。

　その斬撃は目に見えないほど鋭するどく、剣はへその高さで止められているというのに、風圧で地面がえぐれるほどだった。

　全身鎧フルアーマーに身を包んだ重装歩兵すら、容易たやすく両断できる必殺の剣。

　だが、それを繰り出す彼女の顔は晴れない。

「……駄目だ、こんなんじゃ勝てないや」

　素す振ぶりが一万回を超えたあたりで、アリアンは剣を止めて弱音を吐いた。

　彼女が戦い、そして逃走したあの蒼あおき魔王は、この鋼鉄すら切り裂く一撃を受けて、掠かすり傷きずしか負わないような化け物。

　こんなありきたりな訓練では、何年続けても敵いはしない。

「でも、どうすれば……」

　たった一人で無心に戦い、そして勝ち続けてきたアリアンは、本人に自覚はなくとも間違いなく天才である。

　だからこそ、初めて現れた魔王という巨大な壁を前に、乗り越える方法が見つからず立ち止まっていた。

　彼女には教え導いてくれる師匠も、背中を押してくれる仲間も居なかったから。

「駄目、とにかく頑張らないと！」

　一人きりになると、つい暗くなってしまう自分に活を入れ、アリアンはひたすら剣を振り続ける。

　そうして、太陽が真上に昇り、一度稽古を切り上げようかと考えた頃だった。

「アリアン、今日も頑張っていますね」

　よく知る穏やかな声が、彼女の背後から響いてきた。

「司教様っ!?　こんな所までどうしたんですか？」

　神殿の最高責任者、ヒューブ司教の温和な笑顔を見て、アリアンは驚きの声を上げる。

「謁えつ見けんの立ち合いを終えたので、神殿に戻るついでに、貴方の顔を見に来たのですよ」

　城で王の横に控ひかえ、政せい務むを監視するのは午前のみで、あとは神殿で仕事をするというのは本当である。

　ただし、神殿は城の真横であり、城壁の外に出る必要は全くないのだが。

「お心遣い、ありがとうございます」

　噓うそを察しながらもアリアンは面おもてに出さず、眩い笑顔でお礼を告げる。

　それには、ヒューブも裏のない笑みを返した。

「訓練の成果はいかがですか？」

「それが……」

「その様子ですと、魔王の討伐はまだ先になりそうですね」

「……ごめんなさい」

　深く頭を下げるアリアンの肩を、ヒューブは優しく叩く。

「気にせずとも良いのです。貴方に倒せないのなら、誰にも倒せないのですから」

「そんな事は……」

「いいえ、自信を持ちなさいアリアン。貴方は私が見み出いだした、最強の勇者なのですから」

　謙けん遜そんと困惑を浮かべる彼女に、ヒューブは強く断言してみせる。

　一年前、魔物──大量の魔力を浴びて変質した動物──のハンターとして生せい計けいを立て、各地を転々としていたアリアンは、ボア王国を訪れた。

　その時、彼女を説得して女神の聖別を受けさせ、見事に勇者としたのがヒューブ司教であった。

「ハンターとして戦っていた時から、貴方に勝る者など一人も居なかったでしょう？」

　人を襲う魔物を狩って治安を守る、と言えば聞こえは良いが、ハンターの中には犯罪者同然のならず者もおり、堅かた気ぎの衆からは後ろ指をさされる存在である。

　特に、少女ながらたった一人で巨大な魔物を屠ほふるアリアンは、その異常な力を恐れられ、救った人々に怯えられる事も少なくなかった。

　しかし、それが勇者となった事で一変した。

「女神様の加か護ごを受け、不死となった今、貴方は無敵の聖戦士となったのですから」

　人類の守護者、光の女神エレゾニアという、誰もが信仰する神のお墨すみ付つき。

　勇者になるという事は、それだけで人格を保証されるという事である。

　このおかげで、アリアンは人々から恐れられるどころか、尊そん敬けいの眼差しを受けるようになったのだ。しかし──

「司教様、僕は聖戦士なんて大それた者じゃないです」

　過か剰じような褒ほめ言葉を、アリアンは強く否定して、首元の赤いマフラーを握にぎった。

　その怯えるような姿を見て、ヒューブも彼女の肩から手を離す。

「失礼しました、重荷を背せ負おわせる気はなかったのですよ」

「そんな、謝らないでください！　僕が勇者になれたのだって、全て司教様のおかげで……」

　アリアンは慌てて頭を振るが、上手い言葉が見当たらず、困って俯うつむいてしまう。

　その様子を見て、ヒューブはまた穏やかに笑う。

「分かっていますよ。それよりも、この後一緒に食事でも──」

「あぁ、ここに居たか」

　司教が告げようとした誘いの言葉は、ふと割り込んできた声によって遮られた。

　訝しみ振り向いたヒューブの目に映ったのは、皮かわ鎧よろいと片手剣を装備した、黒い髪と目をした少年。

　その後ろには何故かメイド服を着た、強い魔力を感じさせる銀髪の美女が立っており、ヒューブは妙みような既き視し感かんを覚える。

　ただ、それが何かはっきりと思い出す前に、少年は司教を無視して勇者の前に立った。

「はじめまして、俺は真一って者だ」

「セレスターです、セレスとお呼び下さい」

　友好的な態度で名乗る少年とメイドに、アリアンも礼儀正しく返事をする。

「はじめまして、僕はアリアンといいます」

「それで、何のご用でしょうか？」

　ヒューブは不機嫌さを隠した、穏やかな笑みで問う。

　しかし、少年はやはり司教には目もくれず、アリアンに右手を差し出した。

「最強の勇者に会えて光栄だよ」

「僕はそんな凄い者じゃ……あの、その手は？」

「悪い、俺の生まれた国の習慣で、『握あく手しゆ』と言って友好の挨拶として手を握り合うんだ」

「そうなんだ、じゃあアクシュしよう！」

　人懐っこいアリアンは、少年の要求を拒こばまず、差し出された手を握り返した。

「……華きや奢しやで綺麗な手だな」

「えぇっ!?　そ、そんな事ないでしょ、剣ばかり振ってるから、タコができてて汚いし！」

　急に褒められたアリアンは、真っ赤になって否定するが、少年は優しく笑ってその手を撫でた。

「いや、綺麗だよ。沢たく山さんの人を救おうと頑張ってきた、努力の証あかしが宿った優しい手だ」

「や、やだな、からかわないでよ！」

　アリアンはそう言って手を引っ込めたが、顔はさらに赤くなっており、まるで尻尾しつぽを振る犬のように、全身から嬉しそうな空気を発していた。

　それを見て、ヒューブの笑みが僅かに強こわ張ばる。

「で、何のご用でしょうか？」

「アリアン、一つお願いがあって君を探していたんだ」

　繰り返された質問に、少年はようやく応じたが、やはり司教の顔は見もせず、真正面からアリアンを見詰めて告げた。

「魔王を退治するために、俺を仲間にしてくれ」

「えっ？」

「いや、違うな……魔王を倒させてやる、だから俺の仲間になれ」

「えぇぇぇ───っ!?」

　偉そうに言い直され、アリアンは驚いて絶叫した。

　今まで、彼女を仲間に誘おうとした者達は、誰もが下手に出て機嫌を伺うかがってきた。

　当然である、何しろ彼女の方が圧倒的に強いのだから。

　なのにこの少年は、媚こびる事など全くせず、上から目線で命じてきたのだ。

「それ、本気で言ってるの？」

　初めてそんな事を言われたので、不快感よりも驚きでドキドキしつつ、アリアンは問い返す。

　彼女は己の強さを鼻に掛けない、謙けん虚きよな性格である。

　とはいえ、実力に自信は持っているし、相手の力量を見抜く目も確かだ。

「失礼だけど、僕より弱そうな君の仲間になっても、魔王を倒せるとは思えないよ」

「そうですよ、魔族と戦おうという志こころざしは評価しますが、蛮勇は褒められませんね」

　ヒューブもそう追従し、少年をつま先から頭まで眺ながめて笑う。

「貴方、女神様の勇者ではありませんね？」

「それがどうかしたか」

「ふふっ、話になりませんね」

　少年を嘲ちよう笑しようするヒューブだが、彼の発言は何も間違ってはいない。

　死んでも絶対に蘇る勇者と、死体が消滅すれば完全に死亡する一般人では、戦い方に大きな違いがある。

　勇者はたとえ死んでも、死体が消滅しようとも、敵を倒しさえすれば勝ちである。

　なにせ、偉大なる女神の力で最も寄よりの神殿に転送され、無からさえ肉体を再構成される不死身の存在なのだから。

　そのため、危険な溶岩地帯でも平気で戦えるし、自爆魔法だって何度でも気軽に使える。

　しかし、一般人ではそうもいかない。

　彼らにとって勝利とは、敵を倒す事以上に、生きて帰る事である。

　最悪でも蘇生可能な遺体を残し、それを人里まで運んでくれる仲間が居なければ、死は絶対に避けねばならない。

　そんな根本的な心構えの違いが、命を賭けた戦いでは、致命的な齟そ齬ごを生んでしまう。

　だからこそ、あの騎士達五人は全員が勇者だったのだし、アリアンは仲間を作らず一人で戦ってきたのだ。

　もっとも、彼女がぼっち勇者だった原因は、それだけではないのだが……。

「そのように不ふ遜そんでは、女神様のご加護も得られないでしょう。命を無駄にする事はありません、故郷にお帰りなさい」

　言い方は丁寧だが、ようは「雑ざ魚こは引っ込んでろ」である。

　しかし、少年は気にした様子もなく、ニヤリと笑って提案した。

「じゃあ、試合をして実力を証明しよう。俺が一本取れたら仲間になって貰う、駄だ目めだったら煮るなり焼くなり好きにすればいい」

「えっ、それは……」

「自信がないのか？」

「むむっ」

　意い気く地じなしと小馬鹿にされては、流石さすがのアリアンも腹が立つ。

「いいよ、僕が負けたら君の仲間でも何でもなってあげる！」

「よし、何でもと言ったな？」

「全裸に首輪で街を一周させるとか、前人未み到とうのゲスですね」

「それは言ってねえよ！」

　初めて口を開いたメイドに、少年は大声でツッコミを入れつつ、腰の剣を引き抜いた。

「体のどこでもいい、剣がしっかりと当たったら一本で勝負あり。もしくは降参したら負け、これでいいか？」

「うん、構わないよ」

　アリアンもゆっくりと剣を抜き、正眼の構えを取った。

「けど、試合だろうと勝負なら、僕は手を抜かないよ」

　言いながら、彼女の顔からスーと熱が引くように笑みが消える。

「間違って殺しても、恨うらまないでね」

　今この場に立つのは、明るく元気な少女ではない。

　最高の魔力と剣技を修おさめた、人類最強の勇者。

　それと対たい峙じして、不遜な少年の額にも冷や汗が浮かぶ。

「望むところだ」

　一度死んでみるのも良い経験だ、とでも言いたそうに、不敵に笑いながら距離を取る。

「無謀な若者に身の程を教えるのも勇者の務つとめです。後始末は私がしますから、気にせず全力でお相手しなさい」

　端的に言うと「蘇生魔法があるから殺してしまえ」である。

　温和な笑みで物ぶつ騒そうな指示をする司教に、アリアンは少し驚いた顔をしつつも、目は少年から離さない。

「いつでもいいよ」

　強者の余裕を見せ、先手を譲ゆずるアリアンに、少年は遠慮なく挑みかかる。

「ならば俺の全力、受けて貰おう」

　少年は片手で持った剣を、胸の前で一文字に構えた。

　そして、一挙手一投足を見逃すまいと、まばたき一つせず窺うアリアンに向け、練り上げた魔力で必殺の一撃を放つ。




「我が外道剣・究極最終奥義──『光源ライト』ッ！」




　初歩の初歩、ただ光を放つだけの魔法を。

　しかし、目を見開き凝ぎよう視ししていたアリアンには大ダメージであった。

「目が、目がぁぁぁ───っ！」

「なんと卑ひ怯きような真似を！」

　仰のけ反ぞり身もだえるアリアンを見て、ヒューブが思わず怒声を上げる。

　しかし、少年の卑ひ劣れつはこんなものでは済まない。

　コロコロッ。

　視力を奪われたものの、無事な聴覚で相手の位置を探ろうとしていたアリアンの耳に、足元に何かが転がってくる音が響く。

（えっ、ボール？）

　何故そんな物を、と思った瞬間──

　ドゴオオオォォォ───ンッ！

　耳をつんざく轟ごう音おんが、彼女の全身を貫いた。

「あっ……が……っ！」

　巨大な黒こく狼ろうの咆ほう哮こうが、蚊かの鳴き声に思えるほど盛大な爆音は、アリアンの聴覚を潰つぶしただけでは済まなかった。

（目め眩まいが……駄目……）

　三半規管を揺さぶられるほどの轟音など、数々の魔物と戦ってきた彼女とて受けた事がない。

　耐えきれず膝ひざをつく彼女の前に、再びボール状の物が転がってきて爆発する。

　ブシューッ！

　何か煙けむりが掛かったと思った時には、激しい嘔おう吐と感かんとくしゃみが彼女を襲った。

「げほっ、ぐえぇ……っ！」

　喉が、鼻が、目が、舌が、敏感な粘ねん膜まくに激痛が走り、涙と鼻水と涎よだれが止まらない。

　視覚、聴覚、嗅覚、味覚、五感の内の四つも封じられては、最強の勇者とて赤子同然である。

　何も感じ取れなくなったアリアンに向けて、少年がゆっくりと剣を振りかぶり──

「『完全治癒フルヒーリング』」

　振り下ろされる瞬間、アリアンのあらゆる感覚が完全に回復した。

「うわっ!?」

「ちっ……」

　驚きながらも、咄とつ嗟さに剣で攻撃を防いだアリアンから、少年は舌打ちして距離を取った。

　そして、勝負に水を差してくれた司教を、初めて真まつ向こうから見る。

「外野が手出しするなんて、そっちの方が卑怯じゃないのか？」

「汚い手で摑んだ勝利など、女神様がお認めになりませんよ」

　温和な笑みではぐらかそうとするヒューブに、回復魔法をかけられたのだと悟り、アリアンは僅かに眉をひそめた。

「司教様、彼の言う通りです、真剣勝負に手出ししないでください」

「選ばれし勇者である貴方が、このように卑劣な者と、正々堂々と勝負する必要などないのですよ」

　また誤魔化そうとするヒューブを、アリアンは少しだけきつく睨んだ。

「司教様、勝負に卑怯も正直もないんです、勝たなきゃ駄目なんです」

「…………」

「くくくっ、神殿で踏ふん反ぞり返っている司教様と違って、勇者様はちゃんと弁わきまえているようだ」

　言葉をなくすヒューブを見て、少年は底意地の悪い笑みを浮かべる。

「命を賭かけた真剣勝負に、正義や道徳なんてお綺麗なお題目が入り込む余地はない。勝者は生きて、敗者は死ぬ──不死身の勇者様は、知らないかと思っていたがな」

「僕だって、勇者になる前から戦ってきたよ」

「……すまん、悪かったよ」

　皮肉に真向から反論され、少年は素直に謝罪した。

　その上で、改めて剣を構える。

「勝負に卑怯もくそもない、だから今ので反則負けなんて言わないが、次は無しにしてくれよ」

「うん、次があったら僕の負けでいい」

「…………」

　暗に余計な事をするなと言われ、ヒューブの笑顔がまた強こわ張ばる。

　それを気にせず、二人は改めて向かい合った。

「言っておくけど、同じ手はくわないよ」

　そう言いながらも、司教の手を借りた引け目か、アリアンはまたしても先手を譲る。

「分かっているさ」

　彼女の好ましい馬鹿正直さに、少年は笑みを深めながら、腰のポーチに手を入れた。

（さっきの音や煙の奴を投げてくる？）

　アリアンは当然、音響手しゆ榴りゆう弾だんや催さい涙るい弾だんなんて物は知らないが、先程の音と臭しゆう気きの攻撃は、何か魔法の道具を使ったのだろうと察していた。

　だから、目潰しを警戒しつつも、見極めて避けようと身構える。

　しかし、少年が取り出したのは、先程の物とは違うガラスの小こ瓶びんだった。

「予言しよう、これを開けた時、お前は『まいった』と言いたくなる！」

　変なポーズで指を突きつけられても、アリアンはもう動揺しない。

（幻げん惑わくや魅み了りようのポーションかな？）

　膨大な魔力で身体を強化しているアリアンは、魔法に対する抵抗力も随ずい一いちである。

　先程の光や音や臭においという、物理現象は魔力があっても抵抗できないが、魔法で直接精神を操あやつるような手段ならば、どんなに強力でも耐たえきれる自信があった。

　そんな彼女の心中を読んだかのように、少年は笑いながら小瓶の蓋ふたに手をかける。

「教えてやろう、苦痛はどれだけ我慢できても、『快楽』は耐えられないとっ！」

　蓋が開けられ、中に込められていた物が開放される。

　それは、少年の魔法によって生み出されし、極きよく限げんまで圧縮された──美味の香り。

「あ、甘いっ!?」

　離れていても即座に分かる、ただ甘く甘い極上の芳ほう香こう。

　砂糖菓子さえろくに食べた事のないアリアンが、初めて体験する脳がとろけるような香り。

　それも当然であろう、この世界のどこを探しても、小瓶の中身はまだ作られていないのだから。

　少年が得意顔で見せつける、小瓶の中に満ちた液体。

　その名を、バニラエッセンスと呼ぶ。

「う～む、実に良い香りだ。さて、これを食べてみたいか？」

「うんっ！」

　迷わず頷いてしまったアリアンに、少年は待ってましたと邪悪に笑う。

「では、『まいった』と言って貰おうか」

「えっ、それは……」

「何を躊躇う必要がある？　負けたところで俺の仲間になるだけ、嫌ならすぐに解消すればいい。お前の方が強いのだから、いつでも反ほ故ごにできるだろう？」

「で、でも……」

　懸けん命めいに抵抗しようとしたアリアンのお腹なかが、グ～と可愛らしい音をたてる。

　時刻はちょうどお昼時、それも何万回と素振りをして、胃が空からっぽになったこの時である。

　疲れて栄養を求める体と脳に、精神力だけで抗あらがうには、あまりにも甘い香りは凶悪すぎた。

「さあ、『まいった』と言うんだ。それだけで、この甘い物は全てお前の物だぞ」

「う、うぐ……駄目だよ、そんな事はできない！」

　悪魔の誘惑を、アリアンは血の涙を流さん勢いで跳はね除のける。

　その回答を予想していたのか、少年は残念がる様子もなく、次の行動に移った。

「じゃあ、これは要いらないな」

　あっさりと、小瓶を地面に投げ捨てる。

　パリンッ。

「あああぁぁぁ───っ!?」

　甘い香りが、悪魔のごとき魅惑の液体が、無残にも地面に吸い込まれ、アリアンは絶叫して少年に詰つめ寄よった。

「な、何て事をするのっ！」

「いや、要らないって言うから」

「だからって、捨てる事ないでしょっ！」

「そうです、バニラエッセンス様を捨てるなんて、灰も残さず焼かれたいのですか？」

「セレスさんまでっ!?　これ作った時に味見させただろ！」

　何故かメイドまで怒り顔で詰め寄ってきて、少年は慌てながらもポーチに左手を突っ込んだ。

「まぁ落ち着け、まだ残っているから」

「なんだ、良かった……」

　目の前に掲かかげられた小瓶を見て、アリアンはほっと胸を撫で下ろす。

　そんな普通の少女と変わらない彼女を見て、少年は笑顔で告げた。

「ところで、一つ言っていいか？」

「なに？」

「一本、勝負有りだ」

「……えっ？」

　邪悪に笑った少年が、小瓶とは反対の手に握にぎった剣。

　それは、間違いなくアリアンの胴どうに当たっていた。

「あぁーっ!?」

「どうだ、弱くても工夫次第で強者に勝てるだろ？」

　驚きよう愕がくするアリアンにそう告げながら、剣を捨てて再び右手を差し出す。

「俺の知恵で、お前を必ず勝たせてみせる。だから、俺と仲間になってくれ」

　俺『を』でもなく、俺『の』でもなく、共に支え合う対等の相手として。

　強者に勝てるという方法を、実際に証明された上で、そう真しん摯しに頼み込まれれば、敗者が言える答えは一つであった。

「はい、僕と仲間になってください」

　不安と照れ臭さが混じった顔で、少年の手を握り返す。

「では、仲間になった証として、これをプレゼントしよう」

「わぁ、ありがとう！」

　散さん々ざんお預けされた小瓶を渡され、アリアンは大喜びで蓋を開けた。

　立ち上る甘い香りを思い切り吸い込み、期待に胸を躍らせて口に運び──

「──っ!?」

「素直なのは良いが、騙だまされないように注意しろ。な、最高のプレゼントだろ？」

　香りとは真逆の酷い苦みと辛からみに襲われ、声も出せず絶叫するアリアンに、少年はとびきり悪い笑みを送った。

　そうして、古くからの親友のごとく、仲良く口くち喧げん嘩かを始める二人の姿を、ヒューブ司教は離れた所から見せつけられていた。

「…………」

　ギリッと鳴らされた歯は軋ぎしりは、幸か不幸か誰の耳にも届かなかった。
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「さて、そろそろ説明して頂けますでしょうか？」

　勇者アリアンと仲間になり、ボア王国の宿屋に泊まった少年こと真一は、吹雪ふぶきのごとき静かな圧力を放つ、メイドことセレスの前で正座をさせられていた。

「いや、だからな、これが勇者を倒すための作戦なんだって」

「それは聞きました。具体的な方法を説明して下さいと言っているのです」

　問いかける口調は丁寧だが、セレスの視線は鋭いままである。

「貴方が今更、我々を裏切るとは思っておりません。しかし、方ほう便べんとはいえ魔王様に敵対すると言われては、心配にもなります」

「むぅ、そうだよな……」

　今まで、セレスは言葉こそ辛辣ではあったが、ずっと真一の味方として手助けしてくれていたので、特に言わずとも大丈夫と甘えていたのかもしれない。

　とはいえ、説明を先延ばしにしていたのにも、それなりの理由はある。

「俺が考えていたのは『勇者と仲間になって内側から切り崩す』って作戦なんだ。ただ、具体的にどういう方法を取るのかは、仲間になってからでないと決められなかったんだよ」

「行き当たりばったりの、いい加減な作戦だと？」

「いや、そうじゃなくてな、相手の性格が分からないと、心の折りようがないって意味だ」

　訝いぶかしむセレスに、真一は上手い言葉を探しながら説明する。

「現状、勇者を蘇生させる女神の仕組みを解明する手段はない。だから、何度殺しても蘇る勇者を無力化するには、肉体ではなく精神を攻撃するしかない。ここまではいいな？」

「はい、それは前の五人で証明して頂きました」

「だが、あれはハッキリ言って運が良かっただけだ。次に同じ事をしても、成功するという保証はない」

　閉所恐怖症で一人、虫嫌いで一人、恥ずかしい動画で脅おどして一人、それらを見て恐れたのと、パーティーが半壊して諦あきらめたのもあって二人。

　どうにか五人の心を屈くつ服ぷくさせ、二度と魔王城に攻め込まないようにさせたが、これは勇者達の精神力が思いのほか弱かったという幸運のおかげ、と真一は考えていた。

「仮にも魔王様に挑んだ者達が、精神的に弱いと？」

　遠回しに主を貶けなされた気がして、セレスの眉間に皺しわが寄る。

　しかし、真一は迷う事なく頷いた。

「弱いな。もちろん、一般人と比べれば十分強い方なんだろうさ。けれど、あいつらからは必死さを感じなかったんだよ」

　泥水をすすり、腐ふ肉にくを食らい、この身がどのような恥ち辱じよくに塗まみれようと生いき延のびて、敵の喉を食いちぎってでも殺す。そんな気迫が全くなかった。

「多分、最初はあったはずなんだ。けど、それをある時から失ってしまった」

「女神の勇者になったから、ですか？」

　流石に気付いたセレスに向かって、真一は神妙な顔で頷いた。

「どこで死のうと、何度死のうと、絶対に安全な場所で蘇り、成功するまで幾らでも挑戦できる……そんなぬるま湯の中に浸っていれば、せっかく鋭く研といだ刃やいばだって、錆さびて鈍にぶるに決まっている」

　まるでゲームのように、無限に蘇生可能な勇者という存在を知った時、真一は正直羨うらやましいと思った。

「失敗は成功の母って言うように、人間は失敗から学ぶ事で成長し、成功に向かって進んでいけるんだ。なのに、俺の生まれた世界では死んだら終わり、次はない」

　失敗しないと成長できないのに、『死』という最大の失敗を犯した者は、その経験を活かす余地がない。

　なんという不条理、なんという欠けつ陥かん。

「例えば、海で一度でも溺おぼれた者は、もう二度と溺れないよう、泳ぐ練習をしたり、海に行かないようにと対策を練ねり、より成長できただろう。なのに、死んだらそこまで……馬鹿馬鹿しい、『失敗を恐れずチャレンジしろ』なんて綺麗ごとを、無責任に教えた奴らのせいで、あいつは──と、ごめん、話が逸それたな」

「……いえ」

　いつも飄ひよう々ひようとしている真一が、珍しく強い感情を滲ませたが、セレスは深く問いかけなかった。

　そこが、決して魔法という奇跡でも癒いやせない、彼の奥底に刻きざまれた傷きず跡あとだと察したからである。

「とにかく、絶対に蘇れるという余裕のせいで、あの五人は心に隙があったから、あの程度の脅しに屈した。しかし、どんな拷問にも屈しない、鋼のごとき精神を持った勇者が居ないとは限らないだろ？」

　そんな者が実在したら、現状、魔族側に打つ手はない。

　魔王と無限に戦う内に、そいつは何い時つか、魔王を打倒するほどに強くなるのだろう。

　皮肉にも、魔王の膨ぼう大だいな魔力のせいで。

「魔法を受け続ければ魔力が高まるのは、俺の体で実証済みだからな」

「それは……」

　重大な失策を悟さとり、セレスは言葉を失った。

　あの五人が短期間で急激に強くなった様子はなかったが、それは魔王やセレスの目から見ればの話であり、実際には僅かながらも魔力が上昇していたのかもしれない。

　幸い、十日も襲撃が続いた時点で、魔王がキレて真一を召喚して今に至るわけだが、一ヶ月、半年とあのやり取りが続いていたら、どうなっていた事か。

「死を恐れず、拷問にも屈さず、命ある限り戦い続ける超人……まるでお伽とぎ話ばなしの英雄だが、地球にも実際に居たからな。ルーデルとか、ヘイへとか、船坂とか」

「それは本当に人間なのですか？」

「魔王と妖よう精せいと鬼って説もあるけど人間だぞ？　多分、きっと……」

　歴史を紐ひも解とくと、噓みたいなリアルチート野郎が出てくるから人間は恐ろしい。

　ただ、魔法があるとはいえ、この世界の文化は中世以下のレベル。

　おそらく人口も同レベルで、世界の総人口は十億にも届かないだろう。

　総数が少なければ、突然変異のごとき超人が現れる可能性も減る。

　そして世界の広さを考えれば、超人がたまたまこの大陸に存在し、偶然他国の噂うわさを耳にして、わざわざ魔王城に攻めてくる確率など、隕いん石せきが頭に直撃するのを心配するようなものだろう。

「また話が逸れたな。超人レベルではなくとも、そこそこ精神が強い勇者は現れるだろう。実際、アリアンは結構手ごわそうだ」

「そうですね」

　元気で正義感の塊といった感じの少女だ。

　加えて、勇者になる以前から一人で戦ってきた経験により、不死身特有の慢まん心しんも少ないし、肝きもが据すわっており現実も見えている。

　騎士達にした程度の精神的な拷問など、むしろバネにして成長するだろう。

「ああいった奴は、痛みや恐怖では曲がらない。ではどうするか？　答えは『善意で説得する』だ」

「……はぁ？」

　善意、という単語とは真逆の、邪よこしまな笑顔を浮かべる真一に、訳が分からないとセレスは首を傾げた。

「言葉通りだよ、魔族に攻撃するのは間違っている、正しくない、だから争いを止めようと説得する」

「いえ、それが無理だし失敗したから、今まで戦ってきたのでは？」

「そう、今までは無理だったし、国王相手には失敗した。だから、無理じゃなく今度こそ成功するように、俺はアリアンと仲間になったんだ」

「…………」

　頭がパンクしたのか、セレスは疑問の言葉すら出せず黙り込む。

　リノと並んで知性派とはいえ、基本的には脳筋な魔族。「説得」と書いて「拳で殴り合う」と読む種族には理解し難がたいのだろう。

「セレスさん、相手を言葉で説得するために、何が一番大切か分かるか？」

「……分かりません」

「単純だよ、答えは『相手に好かれている事』だ」

　説得で重要なのは、理論の正しさや、上手な説明ではない。

　相手が自分に好意を持っており、無条件に耳を貸してくれるという関係性。

「どんなに言いつくろった所で、人間は好きな者の言葉が正しく、嫌いな者の言葉は間違っていると決めつける。好きか嫌いか、快か不快か、感情で善悪さえ決めてしまうんだ」

　もちろん、冷静に情報を客観視して、理論的に判断する者だって居る。

　少し話しただけだが、ボア王国の国王は理知的な人物のようだった。

　しかし、覇は気きが足りないせいか、実権は女神の司教──信仰という感情で全てを決定する者に奪うばわれてしまっている。

「国王にも説明したように、魔族側に争う気はない、正当防衛で迎撃しただけで、今からでも和解は可能だと伝えればいい」

　アリアンは素直で正義感の強い少女だ。

　酒場の店主を始め、様々な人に噂を聞いたが、皆口を揃えてそう言った。

　だからこそ、人々を守る勇者として、悪の魔族と戦っている。

　しかし、魔族が実は善良で、人間の側に非あったと知ればどうか。

　持ち前の素直さで謝罪し、正義のためにも和解の道を模も索さくしてくれるだろう。

　だが、今の彼女は魔族が邪悪だという、固定観念に縛られてしまっている。

「今、ほとんど他人の俺達が『魔族は善い人達ですよ』なんて言っても、彼女が信じてくれると思うか？　無理に決まっている。だが、仲間となって共に苦難を乗り越え、強い絆きずなで結ばれて、それこそ親友や恋人となった時ならどうだ？」

　この戦いは本当に正しいのか？　魔族はそんなに邪悪なのだろうか？

　そう言って揺さ振りをかけながら、ちょっとした小芝居で魔族の善良さをアピールしてやればよい。

　例えば、滝に落ちて行方ゆくえ不明になった真一を、アリアンが慌てて探してみれば、優しい魔族の少女に介かい抱ほうされていたとか。

「リノちゃんなんか適任だな。魔王の娘で、しかも噓偽いつわりなく善い子だからな」

　素直な者同士、二人は間違いなく意気投合するだろう。

「頼りにしていた最強の勇者様が、真実を知って魔族との和解を申し出る。その時、あの司教様はどんな顔をするだろうな、くくくっ」

　あのヒューブという司教は高い魔力の持ち主だが、あくまで人間の中ではという話で、セレスや魔王には及ばない。

　それに司教という職業柄、治療や補助魔法は得意でも、攻撃魔法には特化していないだろう。

　早い話、魔王の敵にはなりえないのだ。

　本人もそれを分かっているからこそ、自分が出しゃばったりせず、アリアンに魔王討伐を任せている。

　そのアリアンが戦いを止め、魔族と手を結んだのなら、どちらに転ぼうと面白い事になるだろう。

「勇者様の言う通り、魔族と和解するか？　そうなると、散々邪悪と決めつけてきた女神教の教えが、噓だったと認めて信しん憑ぴよう性せいが地に落ちるぞ」

　魔族と人間の争いは止み、邪魔な女神教が勢力を失う、一番望ましいパターン。

「それとも、高い功績を上げ、民衆にも人気の勇者様を背教者として追い出すか？　そんな事をすれば、神殿への不信感が高まるし、何より魔王様に対抗しうる唯一の戦力を失う事になる」

　こちらのパターンでも、女神教の力は大幅に削そがれ、今後の交渉や戦闘が有利になる。

「右も左も地獄道。くくくっ、本当に楽しみだ」

「ゲスですね」

　いつもの罵ば声せいを浴びせつつ、セレスは感心して頷く。

　ボア王国の、そしてヒューブ司教の切り札である勇者アリアン。

　それは同時に、彼らのアキレス腱けんでもあったのだ。

「将しよう棋ぎでも、飛ひ車しや角かくは強すぎるせいで突出しては、奪われて敵となり、最大のピンチを招いてしまう。王手をかけて勝ったと確信した奴が、大逆転して負けた時の顔を想像すると……うん、メシウマだな！」

「心の底からゲスですね」

　将棋が何か分からずとも、それだけは心から理解できた。

　それと同時に、セレスはもう一つの事実に気付く。

「とりあえず、あの勇者との仲を深めるのですね？」

「あぁ、あらゆる手を使ってアリアンに好意を抱かせ、その上で説得する」

「つまり、無む垢くな少女を誑たぶらかして洗脳すると？」

「…………」

　真一は無言で目を逸らした。

「乙女をコマして性せい奴ど隷れいにするとか、真正のクズですね」

「ゲスからクズにレベルＵＰッ!?　いや、エロい手段を使うとは──」

「言っていませんが、効果的だとは考えていましたよね？」

「…………」

　真一はさらに目を逸らした。

「種族の垣かき根ねを超えた全女性のため、今ここで貴方を消滅させるべきですね」

「疑問形ですらない!?　待って、本当にいかがわしい事は──」

「お待ち下さい、今すぐ『制約ギアス』で言げん質ちを取りますので」

「そこまで信用ないのかよっ!?」

　人間の勇者と仲間になった、魔族の巧こう妙みような工作員達。

　彼らの内部分裂をかけた話し合いは、夜が明けるまで続くのであった。
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　アリアンと仲間になった次の日、真しん一いち達は酒場のテーブルに陣取り、早さつ速そく今後の行動方針を決めていた。

「とりあえず、武器を入手するぞ」

「えっ、武器？」

　好意を得るには胃袋を摑つかむのが基本と、真一から甘すぎる飴あめ玉だまを与えられ、頰ほおが落ちそうな顔をしていたアリアンは、驚いて首を傾かしげた。

「あぁ、お前は強さに反して武器が貧ひん弱じやくすぎる」

「そうかな？」

　アリアンは腰の剣を鞘さやごと抜いて、改めて眺ながめた。

　それは鉄製の両手剣で、狭い森の中でも振れるよう、刀身の長さは少し短い。だが、彼女の腕力にも耐たえられるよう、かなり厚めに作られている。

　そのため、材質の割には頑がん丈じようであったが、重く切れ味も悪く、剣というより鈍どん器きであった。

「せっかくの強さを装備のせいで活かし切れていない、だからもっと良い武器を手に入れないと駄だ目めだ」

「う～ん、言われてみればそうかも……」

　アリアンとて長く魔物と戦ってきたのだ、装備の重要さは理解している。

　ただ、彼女は強すぎてろくに苦戦をした事がなく、物に執しゆう着ちやくする方でもなかったから、頑丈で壊こわれなければいいやと、あまり性能には気を使っていなかったのだ。

「もっと軽く鋭するどい剣を手に入れるだけでも、お前は今の何倍も強くなれる」

「でも、それって本当に強くなったと言えるのかな？」

「だからお前はアホなのだっ！」

「えぇーっ!?」

　いきなり怒られ、困惑するアリアンに、真一は偉えらそうに腕組みして説教する。

「いいか、ただ剣を振り回して筋肉をつけたり、魔法を連発して魔力を高めるだけが強さではない。良い装備を見つけ出す情報力、それを手に入れる財力、それもまた『強さ』なのだ」

「そ、そうかな？」

「例えばだ、お前は魔王と戦った時、掠かすり傷をつけたらしいな」

「うん」

「その時、使っていた剣がこの安物ではなく、全てを切り裂く魔剣だったらどうなっていた？」

「あっ……」

「そうだ、勝てたかもしれない。少なくとも、もっと善戦できただろう」

　弘こう法ぼう筆ふでを選ばず、という諺ことわざもあるが、現実には『弘法だからこそ筆を選ぶ』べきなのだ。

「未熟な者が優すぐれた武器を手にしても『豚ぶたに真しん珠じゆ』だ。しかし、強いお前が強い武器を手にすれば、まさに『鬼おにに金かな棒ぼう』で敵なしだっ！」

「う、うんっ！」

　諺の意味はよく分からずとも、とにかく凄すごい迫力に押されてアリアンも頷く。

「それで、魔剣を買う金はあるか？」

「お金？　少しは貯ためているけど……」

　アリアンは声を小さくしながら、丁ちよう度ど料理を持ってきた店主を窺うかがった。

　それに、店主は軽い溜ため息いきで応じる。

「小こ僧ぞう、魔法の剣がいくらするか知っているのか？」

「いや、全然」

「安くても金貨一千枚」

「うえぇ～っ!?」

　思わず絶叫したのはアリアンである。

　兵士の年給が金貨十五枚程度と考えれば、当然の反応であった。

「ぼ、僕、集めても金貨五十枚も持ってないよ！」

「じゃあ無理だな」

　真一は軽く答えつつ、脳内で計算する。

（日本円に換かん算さんすると一億円くらいか？　国宝級の日本刀なら何十億円とかするし、そうボッタクリ価格でもないな）

　美術品と実用品は違うし、物価や価値観も違うので一いち概がいには言えないが。

「そもそも、魔法の剣なんて代しろ物ものは、今じゃもう作れる奴が少ないってんで、貴重すぎて持ち主が手放さないから、金を積つんだからって買える物でもねえんだぞ」

「へー、そうだったのか」

「お前、そんな事も知らず魔剣を買うとか言い出したのか？」

　店主にまた呆あきれた溜息を吐つかれ、真一は笑って頭をかきつつ、我関せずと黒パンを齧かじっていた隣のメイドに『念話テレパシー』を送る。

（セレスさん、魔界でも魔剣って貴重なのか？）

（いえ、特には。闇妖精ドヴエルグ達が毎日作っておりますよ）

（あっ、そう……）

（牛頭カルビさんの使っている鍬くわをご存じですか？　あれも闇妖精製です）

（魔鍬マジツク・ホーっ!?　やべえ、超欲しいっ！）

　人界と魔界の技術格差は、食事のレベルとは正反対のようであった。

（ただ、闇妖精達がどれほど丹たん精せい込めて武器を作っても、魔王様は素す手でで殴なぐった方が遙はるかにお強いので、全て倉庫で埃ほこりを被っておりますが）

（不ふ憫びんすぎる……）

　鍛きたえ上あげた拳こぶしこそ最強というロマンに燃えつつも、まだ見ぬ闇妖精達には同情を禁じ得なかった。

　とはいえ、これで作戦の目め途どはついた。

「どうしよう、金貨千枚なんて稼かせぐ暇ひまはないし……」

「大丈夫だ、俺に良い考えがある！」

　落ち込むアリアンの肩を、真一はとても良い笑顔で叩く。

「実はな、ある魔剣が眠っている洞どう窟くつを知っているんだ」

「えっ、それ本当なのっ!?」

「うむ、凶悪な守護者に守られており、誰だれも手が出せず忘れられていた洞窟の場所を、偶ぐう然ぜん耳にしたんだ」

「凄い、そこに魔剣があるんだねっ！」

　アリアンはすっかり話を信じ込み、目をキラキラと輝かせた。

「というわけで、魔剣を取りに出かけるから、旅の準備をしてくれ」

「うん、すぐに済すますから待ってて！」

　急いで二階に駆け上がるアリアンに、真一は笑って手を振り、それを見た店主は三度目の溜息を吐いた。

「まったく、最初に見た時は貧弱そうだった小僧が、いきなりアリアンの嬢ちゃんに勝って仲間になったかと思えば、今度は魔剣探しとは、本当に不思議な奴だな」

「ミステリアスボーイ・真一と呼んでくれ」

「アホな事を言ってねえで、早く皿の中身を片付けろ」

　店主に盆ぼんで頭を叩かれ、真一は冷めてきたスープに口をつける。

「……怪あやしまれたかな？」

「純情乙女がクズ男に騙だまされていないか、心配しているだけかと」

「なら安心──じゃねえよ！」

　厨ちゆう房ぼうの奥に戻った店主には聞こえないよう、真一は小声でツッコミを入れる。

「それで、いつの間に魔剣の洞窟など見つけたのですか？」

「いや、そんなのあるなら俺が知りたい」

「……はぁ？」

　また訳わけの分からぬ事を言い出したと、鉄てつ面めん皮ぴに驚きを浮かべるセレスに、真一はいつもの悪い笑みで応える。

「魔剣の洞窟なんてない。だから、これから作るんだよ。アリアンの好感度が天てん元げん突とつ破ぱしちゃうくらい、ドキドキのダンジョンをな」

「はぁ……」

　説明されても分からず、セレスはもう考えるのを止めた。
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「今日は天気が良くて、最高の旅日和びよりだね！」

「あぁ、少し暑いくらいだな」

　保存食などを買い込み街を出た真一達は、王国から西の山岳地帯へ向けて歩いていた。

「しかし、妙みように元気だな。そんなに魔剣が待ち遠しいのか？」

「そっちじゃなくて、誰かと一緒に旅をするのが久しぶりだから、つい嬉しくて」

「あっ……」

「何その可か哀わい想そうなものを見る目っ!?　違うよ、今はもう知り合いが沢たく山さんいるよ！」

「『今は』とか『知り合い』と言っちゃうあたり、本気でボッチだったんだな……」

「うぅ～……」

　憐あわれみ肩を叩かれたアリアンは、拗すねて涙目になる。

（イジめてどうするのです、誑たらし込こんで性せい奴ど隷れいにするのでしょう？）

（そんな薄い本展開はしねえっ！）

　念話でまで毒どく舌ぜつを送ってくるセレスにツッコみつつ、勇者へのフォローは忘れない。

「だが、今は俺達が仲間で友達だ、もう一人じゃない」

「う、うん……」

　さり気なく手を取ると、アリアンは赤くなって俯うつむきながらも、繋つないだ手の温ぬくもりを確かめるように握り返した。

（…………）

（あの、セレスさん？　これも魔王様のためなんだから、無言で睨にらむのは止めてくれますでしょうか？）

　真冬のような視線に耐たえ兼かね、そう訴えると、セレスは溜息を一つ吐いて話題を変えた。

（それで、魔剣の洞窟を作ると言いましたが、その意い図とと方法をご説明ください）

（あぁ、その説明をするためにも、魔王様とも念話を繋げてくれるか）

（魔王様ともですか？　少々お待ちください）

　初心者魔法使いの真一と違い、セレスは十数秒ほど集中しただけで、何十㎞も離れた城に居る魔王と、意識のチャンネルを繋げてみせる。

（セレスにシンイチか、任務は上手く進んでいるのか？）

（ボチボチな、今も勇者を寝返らせる工作の最中だ）

　そう言って、アリアンと親密になって説得する作戦を説明する。

（それで、今向かっている西の山に、魔王様の力で適当な洞窟を掘ほって、余っている魔剣の一本を刺しておいて欲しいんだ）

（ふむ、その程度ならわけもない）

　昔はよく山が平らになるまで掘る特訓をしたと、地味に恐ろしい過去の所業を暴ばく露ろしつつ、魔王は疑問を告げる。

（しかし、それは勇者を強くするだけではないのか？）

（魔剣は鉄製よりマシで、魔王様の脅きよう威いにならない程度で構わない。魔剣をプレゼントして頼りになるアピールをするのはオマケで、本命は洞窟での『罠わな』さ）

（ほう、詳くわしく聞こうか）

　また善よからぬ事を企たくらんでいるのだろうと笑う魔王に、真一も心の中で邪悪に笑い返す。

（アリアンを罠にかけてピンチに陥おとしいれる、そこを俺が颯さつ爽そうと助け出せば「素敵、抱いて！」と一ひと目め惚ぼれって寸すん法ぽうさ）

　命の危機で感じたドキドキを、恋の高鳴りと勘かん違ちがいさせる『吊つり橋ばし理論』というやつである。

（そう上手くいくでしょうか）

（まぁ、一目惚れは言い過ぎだが、命の恩人となれば少しは話を聞いてくれるだろう？）

　真面目で正義感の強いアリアンだけに、効果は絶大であろう。

　その証拠として、真一は念話を一度保留し、隣の少女に話題を振る。

「ところで、アリアンを勇者に誘ったのって、あの司教なんだよな？」

「そうだよ、司教様が声をかけてくれたから、僕は女神様の聖別を受けられたんだ」

「なるほど」

「勇者になった後も、心配して声をかけてくれたり、ご飯を奢おごってくれたり、本当に善い人なんだよ。お父さんが居たらこんな感じかなって、えへへっ」

「へー、そうなのか」

「うん！　だから司教様のためにも、頑張って魔王を倒さないとね！」

「そうだな」

　真一は適当に相あい槌づちを打ちながら、念話を再開する。

（このように、アリアンは単純で恩を感じやすい。少なくともあの司教より恩を売っておかないと、説得は失敗するだろうな）

（良く分かりました、しかし……）

（その司教とやら、別に大した事をしておらんのではないか？）

　魔王の言う通り、ヒューブ司教がした事は、深い恩を感じるほどではない。

　女神の勇者に選ばれたのは、あくまでアリアン本人の実力と性格によるものであり、司教は聖別を受けるよう誘っただけ。

　それも、優秀な手て駒ごまが欲しいという、下心があっての行為であろう。

　事あるごとに声をかけ、ご飯に誘っていた件に関しては、可か愛わいい少女に対する中年男の欲望が垣かい間ま見みえて、日本であれば警察に通報されている事態である。

（この勇者は何と言いますか、チョロイですね）

（うん、俺もそう思う……）

　攻略する側としてはありがたいが、少々将来が心配であった。

（それはともかく、どのような罠を仕掛けるのだ？）

（まず、俺と二人きりになった方が都合が良いから──）

　そう念話で議論を交わしつつ、真一は手を繋いだ勇者との会話も忘れない。

「アリアンと一緒にいると、凄すごく落ち着くな」

「そ、そうかな？」

「こんなにくつろげる相手は、アリアンが初めてだよ」

「本当？」

「あぁ、こうして仲間に──友達になれて本当に嬉しいよ」

「えへへっ、僕もシンイチと友達になれて良かったよ！」

　ボッチ生活の長かったアリアンにとって、勇者として頼られたり称たたえられるのではなく、一人の少女として求められる事は、飴玉以上に抗えない甘かん露ろであった。

「……ゲスですね」

　聞こえないよう小声で呟いたセレスが、いったいどんな顔をしていたのか、魔王との密談でも忙しかった真一は、気付かないのであった。
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「さあ、ここが魔剣の眠る洞窟だ」

　森の中で一泊し、ようやく辿たどり着ついた山の中腹に、その大きな穴は開いていた。

「これが？　妙みように新しい気がするけど……」

　岩がん盤ばんに苔こけが生えておらず、まるで昨日今日にでも、強力な魔法で無理やり掘ったような洞窟を見て、アリアンは首を傾げる。

「気のせいだろ、とにかく中へ入ろう」

「うん！」

　すっかり仲良くなった真一に手を引かれ、アリアンは疑問を振り払い、暗い穴の中へと足を踏み入れた。

「足元にお気をつけください」

　セレスも『光源ライト』の魔法をかけ、二人の後を追う。

「そういえば、洞窟の探検なんて初めてかも」

「意外だな、確か魔物の退治をしていたんだろ？　洞窟の奥底に眠る怪物を退治して、お宝を強ごう奪だつくらいしてたのかと」

「そんな泥棒みたいな事しないよ！　人里に降りてきた危険な魔物を退治するだけだし、そもそも、魔物の数って多くないから」

　さらに言えば、魔物は動物が魔力によって変異したモノであり、知能も動物同然。

　人間の役に立つお宝を持っているはずがなかった。

「せっかく強いんだから、ドラゴン退治して一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうとか、そういうロマンもありじゃないか？」

　セレスから聞いた話が本当なら、竜りゆうは魔王と同等かそれ以上の化け物なので、そう簡単に退治できるものではないが、女神の勇者としても挑む価値はあるだろう。

　そう思って、深い意味もなく話題の一つとして告げたのだが──

「……そうだね」

　アリアンは曖あい昧まいな返事をして、急に顔を曇くもらせてしまう。

（うん？　何か気に障さわる事を言ったかな？）

（爬は虫ちゆう類るいが苦手なのでは？）

　何が失言だったのか分からず、真一とセレスは顔を見合わせる。

　そんな二人を誤魔化すように、アリアンは努めて明るい声を出した。

「あっ、何か見えてきたよ！」

　行く手を阻はばむように現れたのは、岩を削り出しただけの荒々しい扉。

　そこには、アリアンにも分かる共通語でこう書かれていた。

　──この先、一組の男女しか入ること能あたわず、と。

「これ、どういう事だろう？」

　この先はセレスがいると、アリアンのピンチを救う自作自演が上手くいかないので、自然に分断するために用意されたメッセージだが、それを彼女が知るはずもない。

「よく分からないが、二人しか入れないようだ。セレスさん、悪いがここで待っていてくれるか？」

「仰おおせのままに」

　真一は打ち合わせ通りの言葉を交わすと、アリアンの手を取って岩の扉に手をかけた。

「じゃあ、行こうか」

「う、うん」

　まるで結婚式みたいだね──と言いそうになって、アリアンは真っ赤になって口を噤つぐむ。

　二人が手をかけると、重そうな岩の扉はあっさりと開く。

　そして、通り過ぎた途と端たん、再び音もなく閉じるのであった。

（これ、どういう仕組みなんだろうか？）

（無論、我の魔法だ）

　疑問を抱いた真一の頭に、洞窟の制作者である魔王の声が響いてくる。

（我は魔法の道具など作れんし、闇妖精達に作らせる暇ひまもなかったのでな、少し離れた所から『念動力サイコキネシス』で動かしたのだ）

（なにその手動式自動扉）

　高度なローテクに呆れつつ、真一は警けい戒かいする素そ振ぶりをしながら前に進む。

（ところで、この先の本命はいったい何を用意したんだ？）

　魔王に「アリアンをピンチに追い詰められる物」としか要求しなかった真一は、その詳細をまだ知らなかったのだ。

　しかし、魔王は笑うだけで答えない。

（ふふふっ、それは見てからのお楽しみだ）

（じゃあ聞かないけど、ちゃんと俺に倒せるモノだろうな？）

（……あっ）

（あっ、て何だっ!?）

　ここに来て盛大な不安を覚えるが、作戦を練ねり直なおす暇はなく、早くもゴールに着いてしまった。

「見て、あれかな！」

　狭せまい通路の先に現れた、広い空間の中心に、一本の剣が突き刺さっていた。

　それは、まるでアーサー王を選定した聖剣のごとく輝いており、遠くからでも一目で業わざ物ものと分かった。

「凄い、本当にあった！」

　アリアンは興奮のあまり一人で駆け出し、剣の柄つかを握りしめる。

　その瞬間、上から降ってきた黒い半透明の液体が、彼女の体を呑のみ込こんだ。

「ん……がぱ……っ！」

　突然の事に動揺しながらも、アリアンは液体から逃れようと必死にもがく。

　しかし、液体は重力に逆らってグネグネと動き、もがく彼女を逃すまいと拘こう束そくする。

「スライムだとっ!?」

（それも最悪のスライム『暴食グリトニー』と呼ばれる種類だ。我も若い頃に取り込まれ、少々手こずらされたわ）

「そんな呑のん気きに言ってる場合かっ！」

　思わず声に出して叫ぶ真一の前で、黒い液体──暴食スライムは早くも獲え物ものを溶とかし始める。

　何な故ぜか、少女が身に着けていた服から真っ先に。
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「まさかのスライムプレイッ!?　ナイス！　じゃない、グッジョブ！」

「が、がぼがぼぼ……っ！（み、見ないでーっ！）」

　ファンタジー三大エロ妄想の一つを、まさかこの目で見られるとは思わず、真一はつい状況も忘れてサムズアップしてしまった。

　しかし、いつまでも馬鹿をやっている暇はない。

　服だけなら男子の夢で済まされるが、肌が、肉が、内臓が生きながら溶かされるのだとしたら、これほどおぞましい死に方はない。

「待ってろ、今助ける！」

　剣を抜き、中のアリアンに当たらないよう気をつけながらも、全力の斬ざん撃げきを見舞う。

　だが、掌てのひらに返って来たのは、水を切るような薄い抵抗感。

　一瞬、斬きれたように見えたスライムの体は、すぐに元通りくっついてしまう。

　しかも、斬った剣の刃先が、酸さんでも浴あびたように溶けてしまっていた。

「こいつ、マジで強いじゃねえかっ!?」

　流石さすがは若き魔王を苦戦させた、暴食スライムである。

　液状の体によって物理攻撃を無効化しながら、相手を呑み込んで消化する怪物。

　スライムの元ネタとも言われる、クトゥルフ神話の生物・ショゴスを彷ほう彿ふつとさせる危険さだった。

（これ、どうやって倒したんだよ）

（体内から『炎身セルフ・バーニング』で焼き尽くてやったわ）

（やはり炎か。だが、俺が出せる火力じゃ……）

　インチキ臭い急速トレーニングで、普通の魔法使いレベルにはなった真一だが、直径三ｍの球体くらいはある巨大スライムを、焼き尽くせるかは疑問が残る。

（今の俺に可能で、できればアリアンを傷つけず、スライムだけを倒す方法は……これだっ！）

　閃ひらめき、真一はイメージを増幅させながら、魔力を込めた右手を自らの側頭部に当てた。

「『検索サーチ』ッ！」

　本人が忘れたと思っている記憶も、実はそこに繋がらないだけで、脳の中には情報が残っている。

　普通であれば二度と思い出せないそんな記憶の海から、真一は魔法の力によって望む情報を引きずり出す。

「ぐぅ……見つけたぞ」

　脳に多大な負ふ荷かが掛かり、苦く悶もんしながらも真一は笑う。

　彼の最大の武器は、卑ひ劣れつもいとわぬゲスな発想であり、その発想を生み出す土台となる、二十一世紀の日本人だからこそ得られた膨ぼう大だいな知識。

　深い知識はイメージを強化し、鮮明となったイメージは魔力によって実体を得る。

　真一は腰のポーチを摑み、自身の魔力を全て注そそぎ込こんだ。

「（C3H3NaO2）n、全てを呑み込み喰くらい尽くせ、『原子構造変換エレメント・コンバージヨン』ッ！」

　ポーチの中に入っていた食料や傷薬が、全て透き通った透明の粒へと変わる。

　真一はそれをポーチごと、スライムに向かって投げつけた。

　ポーチはあっけなくスライムに呑み込まれ、消化されてしまう。

　だが、中の透明な粒に触れた瞬間、液状の体が粒に呑み込まれて急激に縮ちぢんだ。

「えっ……げほっ、げほっ……！」

　いきなり解放され、むせるアリアンの見ている前で、水のごとき軟なん性せいを誇ほこっていたスライムの体は、どんどん粒に吸収されていき、そして粘ねん土どのごとく固まってしまう。

「千倍の水さえ吸収してしまうオムツの原料、吸水性ポリマーだ──と言っても、お前には分からんだろうな」

　そう話しかけながら、真一はスライムに剣を振り下ろす。

　物理無効の軟体を失った体は、刃が溶けた剣の一撃さえ耐えられず、脆もろくも砕くだけて二度と動かなくなるのだった。

（見事だ、まさかそのような倒し方があるとはな）

（俺もまさか、オムツでスライムを倒す日が来るとは思わなかったよ）

　魔王の賞しよう賛さんに苦笑を返しつつ、真一は吸水性ポリマーの残ざん骸がいを見つめた。

（しかし、ここまで効果があるとはな。魔法で創り出した物は、やはり能力が向上するのか？）

　木の実も想定を超こえた甘さになっていた。

　アリアンを倒した音響手しゆ榴りゆう弾だんや催さい涙るい弾だん、そしてバニラエッセンスも、本来の物より効果が過か剰じようだったような気がする。

　もしかしたら、真一のイメージや魔力によって変質し、地球にあった現物とは、全く別の物質になっているのかもしれない。

（自分で生み出しておいて何だが、怖いなこの魔法）

（今は使い慣なれておらぬだけであろう）

（そうだといいが……っと、しまった）

　うっかり魔王と話し込んでしまい、真一は慌ててアリアンの元に駆け寄る。

「大丈夫かっ!?」

「けほっ……うん、ありがとう、シンイチは命の恩人だね」

　アリアンは咳き込んで涙目になりつつも、嬉しそうな笑顔で見上げてくる。

　そんな彼女を見て、真一も笑顔を浮かべた。

「こちらこそ、色々な意味でありがとう！」

「えっ……あ」

　真一が嬉しそうに凝視している先──自分の体からだを見て、アリアンは固まった。

　エロスライムの溶よう解かい液えきによって、彼女の服は下着すら半分以上も溶かされて、ほぼ全裸になっていたのだ。

「きゃあああぁぁぁ───っ！」

　当然、アリアンは悲鳴を上げて体を隠す。

　卵のように丸まり、両手で──首を押さえて。

（うん？　今のは……）

　胸や股こ間かんを隠すのではない、その不自然な動きが、逆に気付かせてしまった。

　一瞬、目に映った不ふ可か解かいなそれを、真一は『検索サーチ』で脳内に再生する。

　そして、改あらためて首を傾げた。

「アリアン、あの──」

「見ないで、見ないでぇぇぇ───っ！」

　声をかけても、アリアンは泣きじゃくる子供のように叫び、話をする余裕もないほど取り乱してしまう。

「まいったな、とりあえず──」

「死んで詫わびたらどうですか？」

　突とつ如じよ、雪さえ凍こおり付くような極寒の声が、真一の真後ろから響いた。

「うおっ！　せ、セレスさん？」

　背後に立っていたのは、岩扉の前で別れたはずのメイド。

　その鉄面皮は、とても素敵な笑顔を浮かべて、狼狽うろたえる真一と裸のアリアンを眺めていた。

「お帰りが遅く悲鳴が聞こえたので、心配になり見に来たのですが、お楽しみの邪魔をしてしまったようですね？」

「いや、誤解だから！　ご想像のようなイカガワシイ行為はなに一つしてないから、そうだよな？」

　殺気を放つメイドから逃れるため、真一は必死に背後のアリアンと、念話で繋がった魔王に助けを求める。しかし──

「見られた、見られちゃったよ……」

（さて、帰ってリノに絵本を読まねば）

　被害者は泣き声を漏らすだけで、証人は薄情にも撤てつ退たいしてしまった。

「ちょ、待てこら！」

　スライムを用意したのはお前だろうと、魔王を呼び止めようとする真一の肩に、メイドの爪が突き刺さる。

「まだ何か、弁解が？」

「……一つだけ、よろしいでしょうか」

「どうぞ」

　冷たい笑顔のセレスに促うながされ、真一は彼女の両肩を摑み、これ以上ない真剣な顔で告げた。

「俺、本当に巨乳派だから」

「存じていますよ、ゲス野郎」

　メイドの放った前まえ蹴げりが、真一の股間を蹴り上げる。

　潰れるほどではないが、声も出せなくなるほどの激痛。

　それを「ありがとうございますっ！」と喜べるほど、少年は上級者ではないのだった。
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　結局、事情を説明してセレスの誤解をとき、溶け残っていた魔剣も手に入れ、真一達はボア王国へと帰還した。

「あぁー、本気で疲れた」

　ようやく宿屋に戻ってきた真一は、肉体よりも主に精神的な疲労から、すぐにベッドの上に寝転がった。

　頭の中によぎるのは、スライムの一件以来、帰る間もずっと口を利かず、怯えるようにしていたアリアンについてである。

「嫌われた、という雰囲気ではなかったが……」

　少々想定外のトラブルはあったものの、『ドキッ！　自作自演の吊り橋大会！』作戦はバレる事なく成功を収めたと思われる。

　スライムから救出した直後、アリアンは確かに感謝と好意を浮かべていたからだ。

　問題は裸を見てしまった事だが、普段の彼女から考えれば、恥ずかしがる事はあっても、口を利かないほど引きずるのは少しおかしい。

　では何故、アリアンが暗い顔をして、塞ふさぎ込こんでしまったのかというと──

　コンコン。

「シンイチ、ちょっといいかな？」

　噂をすれば何とやら、丁度アリアンが訪ねてきたので、真一はベッドから降りて扉を開けた。

「大丈夫だよ、入ってくれ」

「うん、ありがとう……」

　部屋の中に招くと、アリアンは数秒躊ちゆう躇ちよした後、まるで魔王に挑む一般兵のごとく悲壮な顔で、ゆっくりと入ってきた。

「椅い子すもないが、とりあえずベッドにでも座ってくれ」

「うん……」

　アリアンは言われるままベッドに腰掛け、真一もその横に座る。

　いきなり押し倒されても文句を言えない、あまりに無防備な態度であったが、今の彼女にはそんな事に気付く心の余裕はなかった。

「あのね、シンイチ」

「うん」

「そのね、僕の……見たんだよね？」

　何を、とはあえて口にしなかった。

　ひょっとしたら見られておらず、あんなに裸を凝ぎよう視しするなんてスケベだと、冗談で済ませられないかという、淡あわい期待があったからだろう。

　無論、そんなアリアンの心情を、真一は全て見抜いていた。

　その上で、誤魔化す事はせずハッキリと告げる。

「見たよ、お前の喉のど元もとにあったそれを」

　右手の人差し指で、赤いマフラーで隠された少女の首を指さす。

　すると、まるで死罪を告げられた囚しゆう人じんのように、アリアンは真っ青になって震えたが、やがて全てを諦めた顔で、そっとマフラーを解ほどいた。

　魔王を傷つけた勇者とは思えない、細く白い女の子らしい首。

　その中心、男なら喉のど仏ぼとけがある辺りに、血のように鮮烈な赤い色をした、逆五角形状の欠片かけら──鱗うろこが生えていた。

「騙していてごめんなさい、これが僕の正体です」

「それ、竜の鱗か？」

　泣きそうな顔で謝りながら、アリアンは頷いて認める。

「うん、僕は竜の血を引いた人間、『半はん竜りゆう人じん』なんだって……」

　自信のない言い方なのは、彼女も父親である竜を知らないからだ。

　物心ついた時にはもう、母親と二人きりで、街から街へ転々と旅をして暮らしていたという。

「鱗の事がバレたり疑われたりしたら、もうそこには居られなかったから。ずっと旅をしてきたけど、そのせいでお母さんは体を壊して、三年前に……」

　女神の神官に治療や蘇そ生せいを頼む事は、母親自身が強く拒絶した。

　金がなかったのもあるが、何かそれ以上の個人的な理由があったらしい。

　ただ、その理由を語って貰えなかった事が、今もアリアンの胸に棘とげとして残っている。

「そうか」

　大切な人を亡くす辛さは、少しだけ分かるだけに、真一はただ頷く事しかできない。

「それで、一人で生きていくために、魔物退治の仕事を始めたんだ。竜の血を引いていたおかげで、体だけは頑丈だったから」

　そう言ってアリアンは笑ったが、当時十二、三歳の少女が、たった一人で魔物と戦う事が、どれほど危険だったかなど言うまでもないだろう。

「頑張って魔物を退治してたらね、みんなが喜んでくれたんだ。ありがとうって言って、子供がお花をくれたり、お婆ばあちゃんがスープをご馳ち走そうしてくれたり」

「お前、子供と老人には好かれそうだもんな」

　そう言うと、アリアンはまた少しだけ笑って、すぐに暗い顔で俯いた。

「でも、怯えた目で見る人も、同じくらい居たんだ」

　その者達を心無いと罵ののしるのは、流石さすがに酷こくであろう。

　一般人では歯が立たない魔物、それを簡単に退治するアリアン。

　では、彼女が自分達に刃やいばを向けたら？

　どうなるかなど、子供とて分かる理屈だ。

「だから、一か所には長居できず、前と変わらず旅をしていたんだ」

　正体を知られても困るし、魔物を退治してしまえば、飯の種たねもなくなってしまう。

「そうして一年前、このボア王国に来た時に、司教様に誘われたんだ」

　女神様の勇者になりませんか、と。

　最初はすぐに断った。自分のような半竜人が、混じりモノの化け物が、女神の聖別に受かるわけがないと思ったから。けれど──

「勇者に成れたら、こんな僕でもここに居てもいいのかなって、みんな認めてくれるのかなって、そう思って……」

　事実、勇者になってからは、アリアンに恐怖の眼差しを向ける者は激減した。

　誰もが信仰する女神が認めた、勇者という保証は、それだけ強力だったのだ。

「でもやっぱり、僕は化け物だったんだよね。それを忘れて、仲間ができたって、友達になれたって浮かれて……本当にごめんなさい」

　そう言って、アリアンはもう一度深く頭を下げた。

　普段の明るさは、弱さを隠すための空から元げん気き。

　強い正義感は、誰かに認めて欲しいという、幼い承認要求の発はつ露ろ。

　そんな勇者の本性を知って、真一が思った事は──

「この世界にも、頭を下げて謝罪する文化があるって、不思議な一いつ致ちだよな」

　そんな、割とどうでもよい事だった。

「……えっ？」

　何を言われたのか分からず、呆ほうけた顔をするアリアンに、真一は不思議そうに首を傾げてみせた。

「お前が勇者になった経けい緯いはよく分かった。だが、何でさっきから『これで永遠のお別れ』みたいな顔をしているんだ？」

「えっ、だから、僕は半竜人で──」

「いや、そこが分からないんだが」

　焦あせるように繰り返す言葉を遮さえぎり、真一はそもそもの疑問を告げる。




「竜の血を引いた勇者とか、超格好いいだろ！」




　誠まことに本心からの言葉であったのに、何故か部屋の空気が凍った。

「……それ、本気で言ってるの？」

　信じられないと問うアリアンの顔には、呆れよりもむしろ怒りの色が浮かぶ。

「あぁ、マジと書いて本気だ。勇者と竜、聖と邪の力を両方兼かね備そなえた存在とか、ロマンの塊じゃないか！」

　昨さつ今こんだと中二病と揶や揄ゆされそうではあるが、王道は何い時つの時代でも受けるからこその王道、格好いいものは格好いいのである。

　そう力説する真一に、アリアンは思わず怒声を上げる。

「噓だっ！　邪悪な竜の鱗が生えた、こんな魔物や魔族と変わらない化け物、気持ち悪いに決まってるでしょ！」

「あぁ、そうだったな」

　意地になって怒る姿をみて、真一はようやく神殿での一件を思い出す。

　女神教は竜の事を神殺しの邪悪な生物だと、魔族と同じかそれ以上に嫌けん悪おしていた。

　だから、竜の血を引く半竜人も、同じように忌いみ嫌きらわれているのだろう。

　しかし、この世界の価値観と真一の感性は必ずしも一致しない。

「ほら、やっぱり気持ち悪いと思っているんでしょ！」

「いや、全然」

　泣きそうな顔で叫ぶアリアンに、真一はあっさりと首を横に振ってみせる。

　改めて彼女の喉を見るが、見慣れていないので違和感こそ抱くものの、嫌悪感など欠片も湧かなかった。

　だいたい、蛇へび女おんなや蜘く蛛も女おんなにさえ欲情できる、ＨＥＮＴＡＩ大国日本に生まれた男子が、鱗ごときで怯ひるむと思うなど、むしろ侮ぶ辱じよくでしかない。

「確かに鱗だが、あまり生々しくないし、キラキラ光って宝石みたいで綺麗だぞ」

「き、綺麗って、冗談でもそんな事を言わないでよ！」

「だから、さっきから本音しか言ってないんだが」

　真一は目的のためなら平気で噓も吐つくペテン師だが、流石に本気で悩む女の子を相手に、虚きよ偽ぎで騙すほどクズではない。

　というか、そこまで上手に女を操れる、ナンパ師のような技術は持ち合わせていなかった。

　だというのに、アリアンは彼の言葉を頑かたくなに疑い続ける。

「そんなに言うなら、僕の鱗を触ってみてよ！」

　どうせ気持ち悪がって、すぐにボロを出すんだ──というアリアンの予想は、一秒と持たず瓦が解かいした。

「えっ、良いのか？」

　真一はむしろ喜色満面となって、彼女の喉に手を伸ばす。

　そっと触れた赤い鱗は、硬くツルツルした質感で、周りの肌よりも少し冷たかった。

「蛇や魚の物とはまるで違うな。ヌメッとした嫌な感じがない」

「あっ……」

「これは爪のように皮ひ膚ふが角質化したのか。それとも、歯のようなエナメル質なのか。むしろ骨と同じカルシウムなのか……興味深いな」

「んっ……はぅぅっ！」

　好奇心に駆られて、つい遠えん慮りよなく弄いじっていると、アリアンが頰を上気させて、何かを耐えるような声を漏らす。

「悪い、痛かったか？」

「だ、大丈夫……」

　慌てて手を放すと、アリアンはすぐに平静を取り戻したが、その目は名残なごり惜おしそうに真一の指を追う。

「それより、これで分かってくれたよな」

　半竜人であろうと、真一は全く気にしない。

　態度でもそう示したつもりだが、アリアンはまだ不服そうに首を振った。

「ダメ、これくらいなら、我慢してたのかも……」

「じゃあ、どうしろって言うんだよ」

「……舐なめて」

「はぁ？」

「……僕の鱗、舌で舐めてよ」

　それは即すなわち、首筋にキスしろという事である。

「お前、本気か？」

　いきなり何を言い出すのかと、驚いて目を剝むくと、アリアンは悪い意味で受け取ったのか、また暗い顔で俯いてしまう。

「できないんだ、やっぱり気持ち悪いと思ってたんだ……」

「いや、そうじゃなくてだな」

「なら、ちゃんと舐めてよ！」

　目じりに涙まで浮かべて、必死に懇こん願がんしてくる少女。

　ある意味、とてつもなく美お味いしい状況であったが、真一の頭を満たしていたのは、当然ながら興奮ではなく混乱であった。

（何か？　この世界には首を舐めるのが真実の証明とか、そんな謎の習慣でもあるのか？）

　おそらく、そんな習慣はない。

　ただ、忌まわしい竜の血を引く証あかしに、コンプレックスの塊である鱗に、真一が平然と触れてくれた事が嬉しくて、けれど今までの苦悩を軽く扱われたようで癪しやくで、意地になってつい言ってしまっただけなのだろう。

（子供かよ……）

　真一は心の中で深く溜息を吐く。

　そして、自らの羞しゆう恥ち心しんと、断る事によって起きる諸もろ々もろの問題を秤はかりにかけて、少しだけ悩むとアリアンの小さな体を抱き寄せた。

「あっ……」

「お前って、意外と面倒な性格だよな」

　そう言って、まるで血に飢うえた吸血鬼のように、少女の首に吸い付いた。

「はっ、うんんっ！」

　硬い鱗の表面を、濡れた舌が這はった瞬間、アリアンは電撃を浴びたように体を震わせる。

　しかし、ここで退ひいたら負けだと、真一は自らを追い込み、容よう赦しやなく舌を踊らせた。

　ペロペロ、チュー、チュパ。

「───っっっ！」

「……しょっぱいな」

　アリアンがいっそう大きく震えたのを見て、真一は一いつ旦たん唇くちびるを離す。

「はぁはぁ……」

　頰を紅こう潮ちようさせて吐息を荒げ、潤うるんだ瞳でこちらを見上げる彼女は、普段の元気な子供っぽい印象は消え、艶つやっぽい女の顔をしていた。

「シンイチ……」

　彼の名を呼ぶ声は、魔法で生み出した飴玉よりも甘ったるい。

　それは真一の脳を掻かきまわし、僅かに残っていた冷静な部分を焼き尽くす。

「…………」

　真一は無言で少女をベッドに押し倒し、彼女もまた何も言わず目ま蓋ぶたを閉じた。

　そして、二人の顔が近づいていき、鱗に触れていた唇が今度は少女のそれに──

　コンコン。

『シンイチ様、少々よろしいでしょうか』

「「っ!?」」

　触ふれる寸前、メイドの来訪によって中断された。

「ど、どうしよう!?」

「お、落ち着け、別にやましい事は……あるな」

『おや？　何やら騒がしいですが、入っても構いませんね？』

　飛び離れ、慌てふためく真一達を追い詰めるように、扉のノブがゆっくりと回されていく。

「えっ、うぅ……ごめんなさいっ！」

　追い詰められたアリアンは、いきなり部屋の窓を開け放つと、止める間もなくそこから飛び降りてしまった。

「おい、ここ二階だぞっ!?」

「ごめんなさぁぁ───いっ！」

　真一の心配も虚むなしく、見事に着地した女神の勇者は、夜中に迷惑な大声を上げつつ、馬よりも速くどこかへと走り去ってしまうのだった。

「いや、そこまで逃げずとも……」

「それが乙女心、というものなのでは？」

　呆あつ気けに取られていた真一の横から、いつの間にか入室していたセレスの手が伸び、窓を閉める。

　扉の方も鍵かぎが掛けられ、いつの間に唱えたのか『沈黙サイレス』の魔法が壁や床を覆って防音対策も完璧。部屋は完全な密室と化していた。

　つまり、どんな折せつ檻かんが行われようと、悲鳴も助けの声も届かないという事である。

「私が何を言いたいか、分かっておられますよね？」

　問い詰める金色の瞳には、アリアンとの色事は全て承知しており、噓も誤魔化しも許さぬという、鋼はがねよりも硬く冷たい意志が宿っていた。

「『透視クレヤボヤンス』の魔法で見ておられましたか……」

「当然です、私の役目は貴方あなたの監視と保護なのですから」

　可能性は低かったとはいえ、アリアンが口封じのために真一を害する危険もあったのだから、当然の対応であろう。

「ですので、貴方と雌メスの交こう尾びを見せられるなんてセクハラは、仕事内容には含まれておりません」

「待て、交尾とかそこまでは──」

「絶対になかったと、言い切れるのですね？」

「…………」

　真一は無言で目を逸そらした。

「はぁ～、こんな盛さかりのついたゲス犬に、魔王様やリノ様の進退をお預あずけせねばならぬとは……」

「もはや畜ちく生しよう扱あつかいですか」

　男はみんな狼おおかみなんだよ──という反論は、するだけ無駄なので呑み込んだ。

「ただ、ちょっとやりすぎたと言うか、加減を間違えそうではあったが、アリアンの好意を得るのは──」

「作戦のため、と言いたいのでしょう？　それは重々承知しております」

　弁解の言葉を、セレスは先回りして遮る。

「ですから、その事に関しては怒っておりません。えぇ、貴方が雌の喉を舐めて発情する変態駄だ犬けんであろうとも、全く一切何も感じておりません」

　声はあくまで普段と変わらず平坦だが、妙に強く断言する。

　それを聞いて、真一は地雷と知りつつも、つい思った事を口にしてしまった。

「セレスさん、もしかして……妬やいてる？」

　自意識過剰ですか、このゲス犬は──との罵声と共に、死なない程度の攻撃魔法が飛んでくる。

　そんな予想に反して、セレスは僅かな沈黙のあと、俯いてこう告げたのだ。

「……私の事、好きって言ったくせに」

「えっ!?」

「──と言ったら、雄オスはコロッと騙されるのですよね？」

「弄もてあそばれたっ！」

　しおらしい反応から一転、満面の笑顔を向けられて、真一は本気で萌えかけた己の愚おろかさを呪のろった。

「さて、漫才はこのくらいにしておきまして」

「セレスさん、涼しい顔してお笑い大好きだろ？」

「勇者を色恋で落とすのは構いません。ですが、貴方の方が勇者に落とされてはおりませんか？」

「うぐっ……」

　痛い所を突かれて、真一は反論の言葉が出せない。

　ミイラ取りがミイラになりかけている事を、本人も自覚していたのだ。

「正直に言って、アリアンがあんな奴だとは思っていなかったんだよ」

　悪の魔王を退治しようと頑張る、女神に選ばれた正義の勇者。

　そんなお伽話のヒーローが現実となった人物、最初はそう見えたのだ。

「正義を愛し、悪を憎む、純粋で真っすぐで強い──言い換かえれば、自分以外の価値観を認めない、幼よう稚ちで頑がん迷めいな乱暴者。そうであれば容赦なく潰せたんだろうけどな」

　しかし、実際のアリアンは全く違った。

　半竜人だからとずっと自分を卑ひ下げしながら生きて、それ以外に糧かてを得る方法がなくて戦い続けるうちに、人々から感謝され求められて──

　悪を倒す勇者になる事でしか、自分の価値を認められなかった哀れな少女だった。

「見下さないでと、本人は怒るかもしれないがな、俺はあいつが可哀想だと思ってしまった。できるなら助けたいと思ってしまった」

「可愛い女の子だからですか？」

「もちろん、そこは最重要ポイントだ！」

　セレスの軽口に乗り、真一は力強く断言する。

　なにせ彼は聖人ではなく、魔族も認めるゲス野郎。

　全人類を救う気はさらさらないが、気に入った相手は全力で助けるという、己の欲望に忠実な男なのだから。

「あと、古い知り合いにちょっと似てたからさ」

「…………」

　それがどんな人物か、セレスは尋ねたりしない。

　彼の瞳に初めて浮かんだ、寂しげな色を見れば、地球という別の世界にさえ、もう居ない事は分かったから。

「だから、俺はアリアンを助けたい」

　半竜人だなんて些さ細さいな事で、悩み苦しまないように。

　余よ計けいなお世話と言われようと、そんなものは知った事ではない。

　なにせ、彼は正義の味方ではなく、魔王に仕える悪の参謀なのだから。

　自己満足という名の元に、少女のコンプレックスを台無しにしてくれよう。

「貴方という人は、本当に──」

　言いかけて、セレスは口を手で押さえた。

　自分の口元が優しく笑みを浮かべるのを、彼に見られるのが癪だったからである。

「セレスさん？」

「事情は良く分かりました」

　訝しむ真一に、メイドは普段の鉄面皮に戻って告げる。

「ですが、魔王様に仇あだなす敵を討伐するという、本来の目的を忘れて貰っては困ります」

「あぁ、そこを見失う気はないさ」

　念を押されるまでもないと、真一は深く頷いてみせる。

「アリアンを排はい除じよするだけなら、もう手札は揃そろったしな」

　半竜人という正体を、この国中に広めてしまえばいい。

　それでも、真一は全く気にしないし、ここの店主のような親しい人物達も、気にせず接してくれるだろう。

　しかし、その他大勢はそうもいかない。

「女神様が邪悪だと言っているから、という正義の元に差別を始めるだろうな」

　その根っこにあるのは、人間ならば誰もが抱える黒い感情。

　自分より強い者に対する恐怖、勇者という成功者への妬ねたみ、半竜人という違うモノへの忌き避ひ感かん。

　しかも、相手が若く可愛らしい少女とくれば、男だん尊そん女じよ卑ひの男達や、美貌を恨む女達が、ここぞとばかりに叩き出すだろう。

「人の不幸は蜜みつの味、正義の名の元に誰かを叩くのは楽しいからな」

　残念ながら、二十一世紀の地球でも、この手の差別感情は消えていないし、人類が外宇宙に旅立った遠い未来でさえ、おそらく残ったままであろう。

「よく分かりません。あの勇者は強い、ならば正しい。それが全てではないのですか？」

「魔族のそういうシンプルな考え、俺は好きだけどね」

　理解不能と首を捻ひねるセレスに、真一は苦笑しつつ話を続ける。

「とにかく、半竜人の事を広めれば、アリアンを排除する事は可能だ。さらに、それで落ち込んだところを優しく慰なぐさめれば、仲間にするのも容易たやすいだろう」

「しかし、それはやりたくないと？」

「あぁ」

　セレスの問いに頷き返し、真一は暫しばし無言で考え込む。

　そして、結論を出した。

「魔王様と話がしたい」

「畏かしこまりました」

　セレスは彼の求めに応じ、魔王城に居る主へ念話を送る。

　しかし、真一の頭に響いてきたのは、可愛らしい少女の声であった。

『お兄さん、こんな夜よ更ふけにどうしたですか？』

「リノちゃん？　魔王様は居ないのか？」

『横に居るですよ。ご本を読んで貰っていたところです』

『うむ、どうかしたのかシンイチよ』

「いや、どうかしたっていうか……」

　まるでアマチュア無線のように、リノが自然と割り込んできた事に驚いたというか、盗聴対策も必要なのかと心配になったというか……。

　とはいえ、今はそんな些さ事じにかまけている暇はない。

「丁度いいか、リノちゃんも聞いてくれ」

　人界の美味しい料理を食べたいという、リノの願いで魔王が動き、真一が召喚されて今に至いたるのだ。彼女の意思に反しては本末転倒となる。

　そう心を決め、真一は魔王達に自分の考えと思いを隠さず打ち明けた。

　今後の作戦が成功する確率の低さ、失敗した時のデメリット、万一の保険も全て隠さず。

　二人は黙ってそれを聞き、まずは魔王が口を開いたが、その答えは実にシンプルであった。

『シンイチよ、我は其方そなたに任せたのだ。ならば、其方の好きにするがよい』

　臣下の成功も失敗も、全て受け止めてこそ王だと、迷わず堂々と。

「……本当に、あんたは魔王様だよ」

　真一は目を細めて笑い、念話では伝わらないと知りつつも、深く頭を下げた。

　脳筋だが、その力と度量は間違いなく王だと、心から感服して。

　そして、偉大な父親に続いて、小さな娘が口を開く。

『お兄さんの言う作戦、リノには難しくてよく分からないです』

　脳筋魔族の中では珍しい知性派とはいえ、見た目が十歳ほどの幼い子供に、人間の複雑な社会や、それを悪用した真一のゲスな企たくらみを理解しろというのは、少々酷というものであろう。けれども──

『そのアリアンお姉さんを、リノも助けてあげたいです。一人ぼっちは寂しいですから』

　話を聞いただけで、顔も知らない少女の境遇を憂うれい、手を差し伸べたいと優しく願ったのだ。

「……リノちゃん、マジ天使」

『ふぇ？　「テンシ」って何です？』

「この世界、女神は居るけど天使は居ないのか……まぁ、超カワイイって事だよ」

『ふぇぇぇ───っ!?』

　念話なので分からないが、おそらく顔を真っ赤にしているだろうリノを想像し、真一は微笑を浮かべる。

　そして、親バカ魔王がまた何か言ってこないうちに、念話を終えて気持ちを切り替えた。

「よし、これで懸け念ねんは消えた」

　魔王とリノが信頼して任せてくれた以上、あとは全力で作戦を遂すい行こうするのみ。

　作戦が大成功を収めれば、後腐れなくアリアンを魔族の味方にできるだろう。

　逆に大失敗しても、真一は死ぬだろうが、保険が勇者を排はい除じよしてくれるはずだ。

　最低でも、魔王達への義理立ては叶かなう。

　だから彼は、自分のワガママに任せて、勝算の低い賭かけに全力で張るのだ。

「札ふだを配るのは俺だが、捨て札を選ぶのはそっちだぞ。さて、あんたは何を切るかな？」

　ボア王国と魔族の運命を決めるのは、真一ではない。

　秘密を抱えた女神の勇者、そして国を牛ぎゆう耳じる司教であった。
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　ヒューブ司教がアリアンと出会ったのは、今から一年前の事であった。

「馬ば鹿かな、俺おれの何が悪かったと言うんだっ!?」

「それは女神様のみが知る事です、残念ですがお引き取り下さい」

　一人の若い剣士が神官に腕を引かれ、女神像の前から連れ去られていく。

　それを見届け、ヒューブは誰にも聞こえないよう溜ため息いきを吐ついた。

「また駄だ目めでしたか」

　不死身の勇者になるための、女神の聖別。

　彼がボア王国の司教に就任した二年前から、数えて二十人目の失敗者であった。

「思うように増えてはくれませんか」

　騎士ルザールとその仲間の五人が、まとめて勇者になった時は、もっと簡単に進むと思ったのだが、そうは問とん屋やが卸おろさなかった。

「女神様のお考えは分かりませんね」

　司教であり、自身も勇者であるヒューブとて、女神の声は聞いた事もなく、当然ながら勇者の基準も分からない。

　優すぐれた能力を持ち、女神様への深い信仰心を持ち、品行方正であれば高い確率で勇者と認められる。

　しかし、絶対ではない。

　そのため、志願してくる者は少なく、誘さそっても断る者が多かった。

「増えて貰もらわねば困るのですがね」

　勝算はあったが危険な賭かけに勝利し、勇者となった事によって、ヒューブは三十代という異例の若さで、ボア王国の司教に任命された。

　無論、彼が元より才能に恵まれ、蘇そ生せいなどの高度な魔法を修おさめていた事や、前任の司教が丁ちよう度ど良いタイミングで天てん寿じゆを全うした事など、実力と運が幾いく重えにも重なったお陰かげである。

　ともあれ、ヒューブは司教となったが、ここで終わる気など毛もう頭とうもなかった。

「私に代わり、女神様の威い光こうを知らしめる者達が」

　女神教の中で栄えい達たつする方法は、あまり多くない。

　まずは魔法の腕を磨みがき、辺境の村々を巡り歩いては、邪悪な魔物を倒したり、怪け我がの治療や死者の蘇生をして回り、女神教の威光を広めて信徒を増やす事である。

　ヒューブもこの地道な活動で功績を積み、司教にまで上のぼり詰つめたのだが、この先は本人の実力では上がれなくなる。

　一つの神殿を任されてしまうと、毎日大勢の人が治療に訪れるだけでなく、赴ふ任にん先さきの国王や領主が女神教に逆らったりしないか、厳きびしく見張る任務もあって忙しく、布教の旅に出かける暇ひまなどなくなるからだ。

　ではどうするのかといえば、国や民衆から集めた多額の寄付金を、大神殿に納おさめるのが一つ。

　そして、自ら見出した勇者によって、数多くの魔物を退治する事であった。

　勇者の功績は、そのまま見つけた神官の功績として認められる。

　だからこそ、ヒューブに限らず全ての司教達が、こぞって優秀な者を探しては、自らの勇者にしようと競きそっていた。

「ルザール達はあまり役に立ちませんし」

　普通の兵卒と比べれば、騎士達五人は確かに強い。

　しかし、勇者に求められるのは、もっと圧倒的な英雄性なのだ。

　かつて、邪神を地の底に封じ込めた神々さえも食い殺したと恐れられる伝説の生物、竜ドラゴンさえ倒すほどの絶対的な力が。

　そうでなければ、女神の威光を人々に知らしめ、女神教を民衆に信じ込ませる偶像とはなりえないからだ。

「時は掛かりますが、孤児を鍛きたえた方が早いかもしれませんね」

　世間一般には秘ひされているが、魔力がないと思われていた者でも、大量の魔法を浴びせる事で、魔力を鍛える事が可能であった。

　もっとも、これは眠っていた資質を目覚めさせるようなものであり、誰もが大魔法使いや強きよう靭じんな魔法剣士に成れるわけではない。

　それに、この魔力強化方法は鍛える側の人材と時間という、膨ぼう大だいなコストが必要であった。

　例えば、ヒューブ並みの優れた術者が、毎日倒れるまで魔法をかけたとしても、一人の子供が魔法を使えるようになるまで、最低でも三ヶ月は必要であろう。

　日々、怪我人の治療や死者の蘇生に追われ、仕事以外で魔力を浪ろう費ひする余よ裕ゆうのない司教では、一年に一人も育てられるかどうか。

　だが、上手くモノになれば、女神教とヒューブに忠実な手て駒ごまが誕生する。

　その者が勇者に選ばれ、ルザール達を超こえるほど育つかは賭けになるが、今のまま当てもなく待ち続けるよりはマシかもしれない。

　そんな事を考え始めた頃であった。

「司教様、お耳に入れたき話が」

　音もなく、一人の神官がヒューブの背後に現れる。

　しかし、彼は驚きもしない。

　その神官は影、綺き麗れいごとだけでは済まされない、神殿の闇やみを担当する密みつ偵ていであったからだ。

「何でしょうか」

「街に『赤あか色いろ』と呼ばれる腕利きの魔物ハンターが立ち寄っています」

「赤色、ですか？」

　その渾あだ名なに、ヒューブの眉まゆが僅わずかに不ふ機き嫌げんそうな弧を描く。

　大神殿の書物によれば、地の底に封じられた邪悪な魔族達は、「黒の魔王」や「銀の魔女」といったように、色を冠かんする称号を好んで名乗る習慣があったらしい。

　このため、通り名に色を使うのは、あまり良く思われていなかった。

　無む論ろん、そんな世間の評判を逆手に取り、「我こそが魔族さえ恐れる強靭な白の剣士！」と、中二病っぽく名乗る者も居たが。

「それも魔物ハンターですか」

　危険な魔物を退治して、人々の安全を守る事を生業なりわいとした者達だが、女神教は彼らをあまり快こころよくは思っていなかった。

　時には傭よう兵へいや山賊と化し、人々を襲う不ふ埒らち者ものが混じっていたからではない。

　魔物を倒して平和を守り、女神の威光を示すという、勇者の、そして女神教の役割を侵しん害がいしているからである。

　とはいえ、「勇者様が現れるまで、お前らは素直に食われていろ」と無む辜この民に言えるわけもなく、勇者の手が足りない事もあって、黙認されているのだが。

「不信心者を減らせると思えば、むしろ好都合でしょうかね」

　そう考え、駄目元で顔を見に行った先に居たのが、アリアンであった。

　人ひと気けのない街の外れで、通り名の元となった赤い髪とマフラーを風になびかせ、遠くの仲なか睦むつまじい家族連れを、寂さびしそうな瞳ひとみで眺ながめていた少女。

　その横顔を見た瞬間、ヒューブは電撃が走るように直感した。

　彼女こそが待ち望んでいた女神の勇者だと。

「アリアンさんですね、少々お時間を頂けますか？」

　早はや鐘がねを打ち始めた心臓の音を、決して悟さとられないように涼しい顔で話しかける。

　そんなヒューブに、アリアンは少し驚いたものの、衣服から女神教の神官だと悟って、すぐに笑顔を浮かべた。

「はい、何でしょうか！」

　元気なその挨あい拶さつからは、先程の寂しげな様子は欠片かけらも窺うかがえない。

　その健けな気げさにまた心を打たれながら、司教は女神の聖別を受けた時よりも、遙はるかに緊張して告げたのだ。

「人々を守る、女神様の勇者になりませんか？」と。

　最初は渋しぶったアリアンも、勇者となれば皆に尊敬される、もう怖がられる事もないと説とき伏ふせると、ようやく聖別を受けてくれた。

　そして見事に勇者となり、実力を測はかるために先輩勇者のルザール達五人と試合をさせたのだが、数の差をあっさりと引っ繰り返し勝利を収めた。

　その後も、アリアンは彼の期待通りの活躍を見せ、ついには大神殿から直接依頼を受けるほどとなった。

　そして現れたのが、伝説の邪悪な魔族、蒼あおき魔王の軍勢。

　これを見事滅ほろぼせば、アリアンの名は伝説となり、彼女を見み出いだしたヒューブは、大司教どころか枢すう機き卿きよう、果ては教皇の席さえ手が届く。

　そう、二人の栄光はすぐそこまで来たのだ。なのに──







「司教様、お疲れのところ申し訳ありません」

　耳元で響いた神官の声で、ヒューブはまどろみから目覚めた。

「失礼致いたしました、すぐに始めましょう」

　寝ぼける事もなく、自分の居る場所と今後の予定を思い出し、椅い子すから腰を上げた。

　神殿の控ひかえ室しつから通路に出ると、端に並べられた大量の遺体が目に映る。

　城で午前の務めを終えた後、彼らを一人ずつ蘇よみがえらせるのがヒューブの仕事であった。

「皆さん、お手をお願い致します」

　既すでに集まっていた十数人の神官達と手を繋つなぎ、輪となって一体の遺体を囲かこむ。

「天に輝く我らの母、光の女神エレゾニア様、我らが願いをお聞きください」

　ヒューブの詠えい唱しように続いて、神官達も同じ単語を読み上げる。

　それと同時に、繋いだ手を通して魔力の熱が司教の体に流れ込む。

　同じ神を信じ、同じ教えを学んだ信徒だからこそ可能な、魔力の共有。

　それを一つに集めて、ヒューブは神の奇跡を起こす。

「慈じ悲ひ深き我らが女神よ、この者にもう一度命を与えたまえ、『死者蘇生リザレクシヨン』」

　ヒューブの肉体に集まった魔力が、神々しい光となって放たれ、兵士の遺体に吸い込まれていく。

　すると、胸に開いていた穴が一瞬で塞ふさがり、再生した心臓が数秒の間を置いて動き始め、ついには死者が目を覚ました。

「はっ……ここは？」

「女神様の神殿ですよ、よく頑張りましたね」

　数十日ぶりの目覚めで混乱する兵士に、ヒューブは穏おだやかに微笑ほほえみかけて、後ろに控えていた神官に世話を任せる。

　彼の口から懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してやる暇はない。なにせ残った遺体の数が多すぎる。

　そうして、六人ほど蘇生を終えた頃であった。

「シンイチって、意外と信心深いんだね」

「あぁ、女神像の巨乳は実に拝おがみ甲が斐いがあるからな」

「もぉ、そんな不信心な事を言っちゃ駄目なんだよ！」

　厳おごそかな神殿には似つかわしくない、元気な声と意地悪な声が響いてきた。

　それが誰かなど、見るまでもない。

　赤髪の勇者アリアンと、彼女に取り入った黒髪の少年。

「くくくっ、アリアンも熱心に拝めば、少しは大きくなるんじゃないか？」

「……効果、なかったよ」

「すまん、俺が悪かった」

　小さな胸をからかわれたアリアンが、暗い顔で俯うつむくと、少年は真ま面じ目めに謝りつつ彼女の手を取った。

「お詫わびに今日はパンケーキを作ってやるから、機嫌を直してくれ」

「ぱんけーきっ!?　あの甘くてフワフワの奴だよね。僕、あれ大好き！」

「そうか。帰りに商店街でペンと羊よう皮ひ紙しを買い込んでからになるが、いいよな？」

「うん！　でもペンと紙を買うなんて、シンイチも日記をつけてたの？」

「いや、だが絵ならわりと自信あるぞ」

「絵を描けるのっ!?　凄すごい、じゃあ今度何か描いて！」

「そうだな、スライムに襲われてネチョネチョのアリアンを描いてやろう」

「あれはもう忘れてぇーっ！」

　からかう少年の胸を、アリアンは真っ赤になってポカポカと叩く。

　そんな、心の底から打ち解け合った二人の姿を見て、ヒューブの胸には聖職者にあるまじき黒い感情が吹き荒れる。

「司教様、どうかなさいましたか？」

「いいえ、何でもありません、続けましょう」

　心配してくる神官に、努つとめて平静な笑顔を返し、また蘇生魔法の詠唱に入る。

　しかし、集中せねばならないというのに、耳に届く声が心を掻かき乱みだす。

「それにしても、立派な神殿だよな……よし」

「シンイチ？　お参りにくるたび柱を触さわってるけど、どうかしたの？」

「実は建築に興味があってな、構造を観察してたんだ」

「そうなんだ、シンイチは手先が器用だし、立派な大工さんになれるよ」

「アリアンは将来の夢とかないのか？　ずっと勇者を続けるわけにもいかないだろ？」

「えっ、考えた事もなかったけど……お嫁よめさん、かな」

　甘えるように告げるアリアンは、己の赤髪よりも真っ赤に頰ほおを染そめていた。

　ヒューブには決して向ける事のなかった、恋する少女の表情を。

「……っ、申し訳ありません、少々疲れてしまったようです」

　辛からくも蘇生魔法を唱え切ると、ヒューブはそう言って戸と惑まどう神官達を振り払い、早足で自室に引き返した。

　そして『沈黙サイレス』の魔法で防音を済ませると、机の上に重ねられた本を、全力で殴なぐり飛とばした。

「あの不信心者めっ！」

　ドサドサッと大きな音が上がるが、魔法のお陰で外には漏もれない。

　ヒューブはさらに机を叩き、普段の温おん和わな司教と同じ人物とは思えない、歯を剝むき出だしにした醜みにくい憎ぞう悪おの表情を浮かべる。

「女神の勇者を、私のアリアンを、堕だ落らくに誘いざなう邪神の手先めっ！」

　誰にも聞こえないからと、思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き散らす。

　憎しみの矛ほこ先さきは言うまでもなく、不意に現れアリアンの心を奪うばい去さった、シンイチという名の少年である。

「奴に誑たぶらかされて、アリアンは魔王を倒しにも行かぬっ！」

　早くドーグ渓けい谷こくの魔族を倒さねば、大司教への昇進どころか、彼の名前に傷がつく。

　女神様の敵をいつまでも放置するなど、信心が足りぬのではないか、と。

　女神教の上層部は魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする地獄、少しでも気を抜けば足を引っ張られ、底なし沼に沈しずめられてしまう。

「やはり、排はい除じよせねばなりませんね」

　少しだけ冷静になり、普段の口調に戻りながら、ヒューブは決断する。

　自分のためにも、アリアンのためにも、あの少年は始末するしかない。

　だが、そうなると厄やつ介かいなのが、少年に影のごとく寄り添う銀髪のメイドだ。

　神殿の密偵に見張らせているのだが、メイドは常に『敵意感知エネミー・ソナー』で警戒し、少年や自分の泊まっている部屋を、『強固な鍵ハードロツク』で封ふう鎖さしており、暗殺の隙すきを見せないのだ。

　そもそも、密偵の報告を全て信じるならば、メイドの魔力はヒューブにも並ぶほどで、『完全治癒フルヒーリング』や『死者蘇生リザレクシヨン』さえも使える可能性がある。

　そうなると、死体を完全に消滅させねば、少年を殺しきれない事になる。

　剣で切り刻んで堀ほりの魚に食わせるか、炎で骨まで燃やし尽くすか。

　どちらにせよ、そんな真ま似ねは目立つし時間が掛かってしまい、下手をすればアリアンに気け取どられてしまう。

「国王を働かしましょうかね」

　何か適当な罪をでっち上げて、国外に追放してしまえば良い。

　ボア王国の実質的な支配者である、ヒューブならばそれができる。

　しかし、それを実行した時、はたしてアリアンは自分の元に残ってくれるのだろうか？

「ありえません！　勇者が女神の司教を裏切るなど……っ！」

　つい声が小さくなったのは気のせいだと、ヒューブは己に強く言い聞かせる。

　そうして、苦く悶もんし続けるうちに日が暮れ、夕日が差し込んできた頃であった。

　コンコンッ。

「司教様、よろしいでしょうか」

　ノックの後に扉が開かれ、一人の男性神官が部屋に入ってくる。

　彼は床に散らばった本を目にしても、余計な事は言わず、ヒューブの傍そばによって耳打ちした。

「探っていた、少年とメイドの事でございます」

「何があったのです」

　促された神官──密偵の男は、珍しく緊張した様子で答えた。

「はい、あのメイドは魔族でした」

「……今、何と言いました？」

「あのメイドは魔族です、共に居る少年も魔族か、人間であっても裏切り者かと」

「…………」

　一瞬、頭の中が真っ白になり、唖あ然ぜんとするヒューブを前に、密偵もまた信じられぬという顔で説明を続けた。

「少年とメイドが二人きりで居る時、つい気が緩ゆるんだのでしょう、幻影の魔法を解いたのです」

　美しい銀髪はそのままに、肌が褐かつ色しよくに染まり、耳が長く伸びた。

　それは森の妖よう精せい・エルフが堕だ落らくした姿と言われる、伝説の黒エルフにそっくりであった。

「また『魔王様に頼んで黄金を用意し、再び国王に取り入ろう』などと話していたので、間違いないかと」

「ふっ……ふふっ、あはははっ！」

　ようやく密偵の報告を理解したヒューブは、堪こらえ切きれず笑い声を上げた。

「女神の勇者を誑かす、邪悪な背教者だとは思っておりましたが、まさか本当に邪神の手先とはっ！」

　今まで見抜けなかった己の愚おろかさに、憎しみすら湧わいてくる。

　だが同時に、少年を排はい除じよする正当な理由を得られた幸運に、ヒューブは心の底から女神に感謝した。

　そして、もう一つの真実に歓喜する。

「まさか、私に恥をかかせたあの商人でもあったとは、嬉うれしい誤算ですよ」

　黄金で国王に取り入るとくれば、どう考えてもあの商人の事である。

　酷ひどい火傷やけどで素顔は隠していたが、よくよく思い返せば、背格好は少年と同じであった。

「なるほど、メイドに既き視し感かんを覚えたのも当然ですね」

　少年が連れていた銀髪のメイドと、謁えつ見けんの間に現れた青髪のメイドは、魔法で姿を変えただけの、同一人物だったのだから。

「無理やりにでも幻影魔法を解いていれば、もっと早く事は済んだというのに、私もまだまだ精しよう進じんが足りませんね」

　少年の連れているメイドが魔法で姿を偽いつわっているのには、最初から気付いていた。

　それを暴あばかなかったのは、謁見の間で商人に敗北した事が、心に棘とげとして刺さっていたからである。

　まさかそこまで計算して、商人に化けて火傷の跡を見せたのだとしたら、大した策さく略りやくであった。

　しかし、手品の種はもう割れたのだ。

「やはり女神様は、邪悪を見逃さないのですね」

　ヒューブは改めて女神への信仰を固めつつ、邪悪を排除するため頭を巡らせる。

「司教様、今すぐ国王に報告し、兵の用意をさせましょうか？」

　街の中まで魔王の手先が侵入しているという一大事だ。

　全軍を上げて包囲し、確実に仕し留とめるべきであろう。

　そんな密偵の進言に、ヒューブはゆっくりと首を横に振ってみせる。

「いいえ、その必要はありません。邪悪なる魔族を滅ほろぼすのに、もっと相応ふさわしい者が居るでしょう？」

「それは……」

　誰か思い至ったからこそ、密偵は言葉を詰まらせる。

「呼んできて、頂けますね？」

　密偵の肩を叩き、にこやかにヒューブは命じる。

　その瞳に宿る淀よどんだ光は、神聖なる女神に仕える司教のモノではない。

　倍も歳としの離れた少女に焦がれ、暗い嫉しつ妬との炎を燃やす、中年男の醜みにくい本性であった。
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「はぁ、ぱんけーき美お味いしかったな～」

　夕方、神殿での礼拝を終えた後、街で買い物をして、真しん一いちに手作りお菓子までプレゼントされたアリアンは、宿屋のベッドで寝転がり、ニコニコと頰ほおを緩ゆるませていた。

「シンイチ、本当に気にしてないし」

　半竜人だと正体を明かしたあの夜、身構えて帰って来た彼女が拍ひよう子し抜ぬけするくらい、真一の態度は変わらなかった。

　むしろ、今までより距離が詰まり、とても仲良くなれた気がする。

「今日なんて、まるでデートみたいだったし……」

　自分で言って、アリアンは頰を赤く染めた。

　母親と二人で逃げるように旅を続け、その後も魔物ハンターとして孤独に過ごしてきた彼女に、恋人はおろか同年代の男友達すらいなかったから、なおの事照てれてしまう。

「デートか……本当の恋人同士なら、キスとかするのかな？」

　ふと妄想してしまったアリアンの脳のう裏りに、あの夜の事が浮かんでくる。

　悲しみ嘆なげく彼女に、仕方ない奴だと苦笑を浮かべながら、普通の人なら気持ち悪がるだろう首の鱗うろこに平へい然ぜんと舌を──

「あわわっ！　違うの、あれはどうかしてたの！」

　思い出して真っ赤になり、誰にともなく言い訳をしながらベッドの上を転がる。

「うぅ、本当にどうしてあんな恥ずかしい事を言ったんだろう……」

　竜の雄オスと雌メスは求愛行動として、互いの首を絡からませて舐なめ合う、という生態を知って彼女が悶もん絶ぜつするのはずっと後の事。

　今の彼女に思いつくのは、たった一つの理由。

「好き、なのかな……」

　真一と話すのが凄く楽しい。不意に近づかれると胸がドキドキする。セレスや街の女の子と話しているのを見ると、心臓がギュッと痛くなって、泣きたくなるほど悲しくなる。

　それを恋だと確信するには、アリアンにはまだ対人経験が少なすぎたが。

「シンイチは、僕の事をどう思っているのかな」

　とても優しくしてくれるし、嫌ってはいないと思う。

　ただ、上手くは言えないが、全てを見せてくれてはいない、そんな感じがするのだ。

　どこか身構えているというか、仮面を着けているというか。

　だって、時々からかったりはするけれど、アリアンには基本的に笑顔しか見せない。

　けれど、セレスと話している時は、怒ったり嫌そうに眉を顰ひそめたり、色んな表情を見せながらも、結局はとても嬉しそうに──

「──っ、駄目！　僕は女神様の勇者なんだから、そんな事を思っちゃ駄目っ！」

　胸にジワリと灯りそうだった黒い炎を、アリアンは必死に叫んで吹き飛ばす。

　そうだ、思い出せ。

　病に倒れた母親が、いつも言っていたではないか。

『アリアン、どんなに苦しく辛つらくても、人を憎んだりしちゃ駄目ですよ』

　運悪く喉の鱗を見られ、「化け物めっ！」と罵ののしられ、石を投げられた事があった。

　依頼通り魔物を退治したのに、難なん癖くせをつけられて報酬が貰もらえない事もあった。

　でも怒っては駄目、憎んでは駄目。だって、彼女には力があるから。

　思うままに気にくわぬ者を殺しても、誰も罰する事ができないほど強い竜の力が。

　だからこそ、鋼よりも固く自制しないといけない。

『貴方あなたは人間よ。少し他の人より強いだけの、ただの人間なの』

　そう、人間だから、人間を殺してはいけない。

　魔物や、魔族や、そして竜のような、人に仇あだなす怪物になってはならない。

「うん、分かってるよ、お母さん」

　アリアンは母親の言葉を思い出し、浮かれていた心を引ひき締しめる。

　母親の言うとおり、誰も憎んだりせず、辛くても明るく笑って、人のためにと戦い生きてきた。

　その甲か斐いあって、栄はえある女神の勇者に選ばれて、街の人達とも仲良くなれて、真一という理解者にも出会えたのだから。

　穢けがれた半竜人が、これ以上の幸福を望むなんて厚かましすぎる。

「だけど、好きでいるだけなら、いいよね？」

　許しを請こうように、そんな事を呟いた瞬間、部屋の扉がコンコンッと音をたてた。

「はわっ!?　ちょ、ちょっと待って！」

　アリアンは慌ててベッドから飛び降り、赤くなっていた頰を両手で叩くと、できるだけ平静なふりをして扉を開けた。

　そこに立っていたのは、ほんの僅わずかに期待していた黒髪の少年ではなく、白いローブを身にまとった男性の神官だった。

「夜分遅くに申し訳ありません、ヒューブ司教がお呼びでございます」

「司教様が？」

　思わぬ人物の呼び出しを受けて、アリアンは首を捻ひねった。

　とはいえ、勇者に推すい薦せんしてくれた恩人の誘いを、無視するわけにはいかない。

　彼女は身み支じ度たくを整え、真一と共に手に入れた、新しい愛剣を腰に帯びて、神官と共に神殿へと向かった。

　明かりが落ちて薄暗く、死体が並んでいる事もあって不気味な通路を歩き、一番奥の礼拝堂に入る。

　巨大な女神像に向かって、深く祈りを捧ささげていたヒューブ司教は、彼女の足音を聞いて振り返り、静かに笑みを浮かべた。

「──っ!?」

　その穏おだやかな表情が、何な故ぜか普段と全くの別物に見えて、アリアンは思わず身震いしてしまった。

　そんな彼女にヒューブはゆっくりと歩み寄って、その言葉を告げたのだ。

「勇者アリアンよ、光の女神エレゾニア様の司教として命じます。邪教徒・シンイチを従者ともどもあの世に送ってさしあげなさい」

　その手で、恋する少年を殺せと。

「二度と現世うつしよに迷い出ないよう、死体は念入りに始末するのですよ」

「ま、待ってください！」

　走って転んだ子供を注意するような、温かな表情とは真逆の台詞セリフに、アリアンは激しく混乱しながらも叫び返す。

「何でシンイチを殺せなんて言うんですかっ!?」

「既すでに言いましたよ。彼が邪教徒であり、魔族の手先だからです」

「そ、そんな、シンイチが魔族の手先なんて、何かの間違いです！」

「信じたくない気持ちは良く分かります、ですが本当なのですよ」

　ヒューブはそう言って、彼女を呼び出した神官を窺う。

「少年のメイドが魔法で姿を変えているのは、アリアン様もお気づきだったと思います」

「けど、それは何か隠したい理由が……」

　自分自身、喉の鱗という秘密があるから、アリアンも敢あえてそこは言げん及きゆうしてこなかったのだ。しかし──

「メイドの正体は邪悪な魔族、黒エルフだったのです」

「そんな、噓だ……」

「噓ではありませんよ。女神様の敬けい虔けんな信徒が、勇者である貴方あなたを欺あざむくわけがないでしょう？」

　そんな白々しい台詞を吐きながら、ヒューブはアリアンの細い肩を叩く。

「彼は魔族と手を組んだ、許されざる人類の裏切り者なのです。やってくれますね、アリアン」

「け、けど、僕はシンイチを──」

　必死に抗あらがおうとする少女の耳に、男は口を寄せて呟く。

「貴方の正体を、皆に知られたくはないでしょう？」

「──っ!?」

　アリアンは驚愕して飛び退くが、ヒューブは逃がさないとでも言うように、彼女の赤いマフラーを、その下に隠された首を凝視する。

「な、何で、司教様が……っ!?」

　この国で半竜人の事を知っているのは、自ら明かした真一だけのはずなのに。

「女神様は全てをお見通しなのですよ」

　激しく狼ろう狽ばいするアリアンに、ヒューブは温和な作り笑いを向けるのみ。

　まさか、司教たる者が劣情に負け、婦女子に『透視クレヤボヤンス』をかけたから気付いたなど、彼女は思いもしまい。

「この国の皆が貴方を頼りにしているのです、失望させてはいけませんよ？」

　ただの宿泊客を超え、実の娘のように気を使ってくれる宿屋の店主が。

　毎朝の訓練で挨拶をかわす、気さくな城門の兵士達が。

　勇者様のお陰で今日も平和だと、笑いかけてくれたご婦人が、子供達が、老人が。

　そんな全ての人達から嫌悪されてしまうのだ。

　半竜人という、魔族以上に強く恐ろしく、汚らわしい存在だと露ろ見けんしてしまえば。

「ぼ、僕は……」

　恐怖のあまり、真っ青になって震えるアリアンの肩を、ヒューブはもう一度優しく叩いて確認する。

「やってくれますね、アリアン？」

　女神の勇者という、孤独な少女がようやく手に入れた、温かな安住の地。

　それを盾たてに迫られれば、答えなど一つしかなかった。
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　宿屋に戻り、寝る事もできずに夜が明けた。

　酷い顔で一階の酒場に降りてきたアリアンを、真一は普段と変わらぬ笑みで迎えてくれる。

「疲つかれてるな、飯めしを食べたら一度休んだ方がいいぞ」

　そう言って、飴あめ玉だまを差し出してくる。

　普段なら喜んでそれを口に含み、店主が朝食を用意してくれるまでの間、楽しくお喋しやべりをしていた。

　しかし、そんな温かい日はもう終わってしまったのだ。

「シンイチ、魔王を倒しに行こう」

「……分かった」

　彼女の酷い顔を、緊張と覚悟からくるものと誤解したのか、真一は真面目な顔で頷くと、それ以上は何も言わず部屋に戻って旅支度を始めた。

　そうして、心配する店主に見送られ、彼女達三人は旅に出た。

「…………」

　北西のドーグ渓谷に向かって歩く間、彼女に気を使ってくれたのか、真一もセレスも珍しく無駄口を控ひかえていた。

　アリアンはそれに甘え、彼女の心とは裏腹に晴れた空を見上げ、ただ前に足を踏み出し続けた。

「今日はこの辺で休むか」

　空が赤く染まった頃、真一がそう切り出して、三人は森を通る道の中で足を止めた。

　背負い袋を下ろし、夕飯の準備を始める彼に、アリアンは今の今まで避さけてきた、終わりへの問いを絞り出す。

「シンイチ、魔族の手先だなんて、噓だよね？」

　──何を言ってるんだ、早くしないと飯が冷めるぞ。

　いつもの笑顔で、いつも通りに笑い飛ばして欲しい。

　そんなアリアンのか細い希望は、真一の見た事もない真剣な表情によって裏切られた。

「セレスさん」

「畏かしこまりました」

　名を呼ばれただけで全てを察さつし、メイドは自身にかけられた魔法を解く。

　地味なロングスカートのメイド服も、アリアンが羨うらやむくびれた体型も、整った顔立ちも銀色の髪も変わらない。

　ただ、肌の色だけが褐色に変わり、耳が三倍ほど長く鋭く伸びる。

「黒エルフ……」

　魔族、女神の敵、邪悪な邪神の眷けん属ぞく、ボア王国の兵士を三千人も殺した怪物。

　知っていたのに、覚悟していたのに、驚き固まるアリアンを、真一は真正面から見つめて自白する。

「見てのとおり、セレスさんは魔族で、蒼き魔王の従者だ。そして俺は、人間なのに魔王様に仕つかえる参謀だ」

　そう言いながら、懐ふところから笑顔の描かれた仮面を取り出し、表情を隠すように被る。

「何で、何でなのっ!?」

　アリアンが悲痛に訴えると、真一はすぐに仮面を投げ捨て、全て包み隠さず語った。

「俺はこことは別の世界、『地球』から来た異世界人だ」

「ちきゅう……？」

「無限に蘇り襲ってくる勇者を倒すため、魔王様の手で召喚されたんだ」

「何を言ってるのっ!?」

「別に信じなくてもいい。ただ、ルザールと言ったか、あの五人を屈くつ服ぷくさせて追い払ったのは俺だ」

「そんな……」

　信じたくなかった。

　真一が魔族の手先で、ルザール達を塡はめた事をではない。

　全ては勇者を、つまりはアリアンを葬ほうむるためにしてきた事。

　仲間になろうと、手を差し伸べてくれた事も。

　半竜人でも気にしないと、言葉と行動で示してくれた事も。

　一緒に街を歩いたり、パンケーキを作ってくれたり、そんな温かい思い出の全てが、自分を葬るための噓だったという事を、信じたくなかった。

「噓だ、噓だって言ってよ……っ！」

　アリアンは泣きながら剣を引き抜き、真一に切っ先を向ける。

　それを見て、即座に動こうとしたセレスを、彼は片手で制す。

「何を信じるかは、お前が決めろ」

「えっ……？」

「この世に絶対の真実など無い。あるのは無数の『自分が信じたい真実』だけだ」

　真一は感情の窺えない真顔でそう告げて、アリアンに答えを求めた。

　女神様の教えは全て正しく、魔族は邪悪で滅ほろぼすべき敵だと思うか。

　それとも、脳筋で文化は違うが、手を繋つなげる面白い友人だと捉とらえるか。

「何なのそれっ！　難しい事を言って誤魔化そうとしないでよ！」

　アリアンが怒って声を張り上げても、真一の主張は変わらない。

「俺は異世界から召喚され、魔王の参謀になり、敵対する勇者を倒してきた、それが全てだ。後の事はアリアン、お前が決めてくれ」

「そんなの卑ひ怯きようだよっ！」

　いっそ、醜みにくく命いのち乞ごいでもしてくれればよかった。

　そうすれば幻げん滅めつして、躊躇なく切り捨てられたのに。

　もしくは、全部誤解だと優しく騙してくれればよかった。

　そうすれば全てを忘れて、彼の胸に飛び込んでいけたのに。

　なのに、真一はただ事実だけを告げて、判断はアリアンに任せたのだ。

　彼を殺すか、それとも──

「真一の卑怯者！　噓つき！　ゲスっ！」

「お前にまで言われるとは思わなかったよ」

　そこで初めて、真一は真顔を崩して笑った。

　何度も彼女に向けてくれた、困ったような、けれど優しい笑顔を。

「う、うわあああぁぁぁ───っ！」

　アリアンは弾はじける激情のままに、剣を振りかぶって駆け出し、笑顔のまま避けようともしない真一に向かって──
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　真夜中を過ぎ、あと一刻もすれば太陽が顔を出す時刻。真っ暗な神殿の廊下を、アリアンは俯きながら重い足取りで進む。

　腰の魔剣を失い、泥どろだらけの格好でフラツキながら歩むさまは、まるで幽ゆう鬼きのようであった。

　彼女はそのまま最奥へと進み、礼拝堂の扉を開く。

　薄うす闇やみに包まれた部屋の中では、彼女が来るのを知っていたように、ヒューブ司教が女神像の前に立っていた。

「おかえりなさい、アリアン。邪教徒は無事に始末したのですね？」

「……はい」

　崩くずれるように頷くアリアンに、ヒューブは穏やかな笑みを浮かべて歩み寄る。

　そして、彼女の肩を摑み、地の底から響くような声で呟いた。

「女神様の勇者が、噓はいけませんね」

「──っ!?」

　弾かれるように顔を上げた瞬間、床から伸びてきた無数の鎖くさりが、アリアンの体を縛り上げた。

「あぐっ……！」

「残念です、本当に残念ですよ、アリアン」

　ヒューブの声に合わせて、部屋の端で闇に隠れていた三十人を超える神官達が、魔法の鎖に集中しながら、ゆっくりと輪を狭せばめてくる。

「貴方が邪教徒を見逃した事は、既に知れているのですよ」

　いつの間に現れたのか、アリアンを宿屋まで呼びに来た中年男性の神官が、ヒューブの後ろから現れる。

　真一とセレスを街の外に誘おびき出だして始末する。

　その命令を確かに遂すい行こうするか見張るため、この密偵が悟られぬよう彼女の後をつけていたのだ。

「何故、あの邪教徒を逃したのです？」

　言い逃れは許さぬと、穏やかなまま鬼き気き迫せまる表情で詰め寄るヒューブの前で、アリアンの瞳から静かに一粒の涙が零こぼれる。

「僕には、シンイチを殺す事なんてできません……っ！」

　あの時、裏切られた悲しみで振り上げた剣は、結局は掌てのひらから零れ落ちて、真一を傷つける事はなかった。

　魔族の手先と隠していても、勇者を倒すための工作だとしても、彼女と仲間になると、もう一人ではないと、半竜人でも気にしないと言ってくれた言葉は、真実だったから。

　全てを打ち明け、殺されても仕方ないと見せた苦笑を見て、真実だったとアリアンが信じたから。

　ただ、それはつまらない理屈に過ぎない。

「シンイチの事が、好きなんです」

　好きだから、恋い焦がれてしまったから、信じて、全てを許して、見逃して、何も聞かずに走り去った。

　ダメ男に騙されるアホ女ですか──と、メイドには呆れられてしまったけれど。

「彼が好き、好きなんです……っ！」

　繰り返し告げる度たびに、叶かなわなかった想いが胸を刺して、ポロポロと大粒の涙が零れてきた。

　そんな、少女の健けな気げな涙を見せられて、女神教の司教たるヒューブは──

「この背教者めっ！」

　鬼のような形ぎよう相そうで怒ど鳴なり、アリアンの頰を平手で打った。

「……っ！」

「背教者め、背教者め！　魔族の手先に誑かされるなど、薄汚い背教者めっ！」

　魔法の鎖よりも、罪悪感に囚とらわれて抵抗しない少女の頰を、司教は容よう赦しやなく何度も叩く。

　穏やかな神父が初めて見せた狂乱ぶりに、周りの神官達は呆気に取られ、止めに入れず立ち尽くす。

「私が、お前のために、どれほど心を、砕くだいたとっ！」

　最初は渋った彼女を説得して、女神の勇者としたのも。

　彼女の名が轟とどろくよう、魔物退治の依頼を幾いくつも紹介したのも。

　汚らわしい半竜人である事を、胸の内で留めておいた事も。

「全て、全て私のお陰であろうがっ！」

　女神教での出世という、自分の利益があった事を棚に上げ、ヒューブはアリアンの裏切りをなじる。

　魔族の手先を殺さなかった事よりも、自分以外の男に心を奪われたという裏切りを。

「はぁ、はぁ……」

　何十度も平手を繰り返し、手の骨にヒビが入った痛みで、ヒューブはようやく腕を下ろした。

　叩かれ続けたアリアンの頰は、真っ赤に腫はれていたが、それもすぐに消えてしまう。

　半竜人の膨大な魔力により、肉体の頑丈さも再生能力も人外の域いきにある彼女を、治癒魔法が専門の司教では傷つけられるはずもないのだ。

　そもそも、アリアンは勇者、死んでも蘇る不死身の存在。

　同じ勇者であろうとも、殺す事など不可能。

　だが、何百年も勇者を使し役えきしてきた女神教は、抜かりなく対策を用意している。

「重ね重ね残念ですよ、貴方ほど優秀だった勇者を、壊す事になるなんて」

　息を整え、どうにか普段の口調に戻ったヒューブは、アリアンの細い首をマフラーごと摑み上げる。

「ぐぅ……！」

「覚悟なさい、大神殿の拷ごう問もん官かん達は、それはそれは残忍なのですから」

　不死身の勇者を無力化する方法。それは奇くしくも、魔王のゲス参謀が思いつき、だが実行には移さなかった、ドス黒い狂気の産物。

「体の穴という穴から食人虫を送り込み、内側から食い破られる痛みと恐怖を教えてさしあげましょう。『痛覚遮断ペイン・ブロツク』など使っても無駄ですよ？　脳が三分の一も食われ、魔法を維い持じできなくなった瞬間、全ての感覚が一斉に襲い掛かってくるのですから」

「ひっ……！」

　悲鳴を上げて震えたのは、周囲で聞いていた平ひらの神官達である。

　アリアンの表情は変わらない、ただ悔かい恨こんの涙を流すだけであった。

「ごめんなさい……」

　自分を勇者にしてくれて、人々の信頼を与えてくれた女神への、その切きつ欠かけをくれた司教への。

　そして、こんな半竜人の自分を捨てずに育ててくれた、亡き母親への謝罪。

「貴方は、この期ごに及およんでっ！」

　恐怖に怯えて無ぶ様ざまに命乞いなどしない、その気高い精神に惹ひかれたからこそ、ヒューブは激げつ昂こうして再び平手を振り上げる。

　だが、その手がアリアンの頰を叩く事はなかった。

「そこまでだ、ＤＶ司教っ！」

　言葉の意味は分からずとも、とにかく愚ぐ弄ろうする気持ちは伝わってくる嫌な声。

　その主が、礼拝堂の扉を蹴り開けて、彼らの前に姿を現した。

　人を罠にはめるのが大好きな、とびきり邪悪な笑みを浮かべて。

「シンイチっ!?」

　驚愕して振り返るアリアンに、黒髪の邪教徒こと真一は、親指を立てて応じた。
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「遅れて悪かったな、ちょいと死体運びで忙しくてな」

「主に運んでいたのは私ですが」

　真一の背後からは、少し疲れ顔のセレスも現れる。

「何故ここにっ!?」

　笑みが崩れ狼狽うろたえる司教の姿に、真一は思わず失笑してしまう。

「おいおい、アリアンに尾行がついていたのを、俺が気付かないとでも思ったのか？」

「位置を特定したのは私ですが」

「ちなみに、俺達を始末しようと襲ってきた奴らは、全て返り討ちにして、全裸で城門前に吊つるしておいたぞ」

「それをしたのも私ですが」

　他にも、新幹線のごとく走るアリアンに追いつくため、『飛翔フライ』の魔法を使ったり、色々と保険を仕込んだりで、セレスは疲ひ労ろう困こん憊ぱいであった。

　対する真一は元気いっぱいの得意顔で、喜々として種明かしを始める。

「しかし、見事にこちらの願い通り動いてくれたな。わざと正体を明かしたのにも気付かずに、くくくっ！」

「全て、貴様の作戦通りだとでも言うのですか……っ!?」

　そんな事があってたまるかと、怒声を張り上げるヒューブに、真一は意外にも首を横に振って見せた。

「まさか、これは作戦なんてとても言えない、穴だらけで偶然まみれの賭けさ」

　そう、これは勝敗をコントロールできない、運任せの賭け。

　真一の成功ではなく、ヒューブの失敗に頼った計画。

「俺はアリアンを魔族側に引き抜きたかった。だが、一つ大きな障害があった……それはあんたさ、ヒューブ司教」

「私が？」

「そう、アリアンを勇者にした恩人、母親を亡くした彼女にとって、父親のように尊敬していた人物」

「…………」

　素直に喜ぶ事ができず、押し黙るヒューブに、真一は渾こん身しんの邪悪な笑みを向ける。

「それを、あんたは自ら壊したのさ」

　真一への黒い嫉妬と、アリアンへの独占欲に囚われて。

「回避できる選択肢は、幾つもあったのにな」

　真一が魔族の手先と知った時、アリアンに手を下させるなんて悪趣味な方法を選ばず、自分や王国軍の手で討伐に出ていたら。

　抹まつ殺さつを命じた後も、アリアンを疑わず信じて、監視などつけなければ。

　敵を見逃したのを知っても、彼女の傷ついた内心を思いやり、黙って許してやっていたなら。

　ほんの少しの誠実さと寛かん容ようさがあれば、こうはならなかったのに。

「つまる所、全部あんたのゲスさが招まねいた結果だ」

「ぬぐ……っ！」

　声を詰まらせるヒューブに、真一は自分の事を棚に上げ、最高に邪悪な笑顔を送る。

「ねぇ、今どんな気持ち？　倍も歳が離れた女の子に色目を使っておいて、勝手に嫉妬して全部ぶち壊したと気付いて、どんな気持ち～っ？」

「貴様……っ！」

　ヒューブは怒りのあまり、秘めていたアリアンへの想いを、周囲の神官達にバラされた事にも気付かない。

　ただ、長年培つちかわれてきた感情抑制術で、無理やり憤怒を抑えて平静を装よそおう。

「ふぅ……逃がした邪教徒が、自ら虎の口に入ってくるとは、これも女神様の思おぼし召めしですね」

　冷静に考えればこれはチャンスである。

　選りすぐりの刺し客かくさえ撃退してのけた、強力な魔法使いであるメイドは、あと一つ二つしか魔法を唱えられないほど疲弊している。

　そして、憎き邪教徒の少年は、多少心得があるとはいえ、たった一人にすぎない。

　対するこちらは、アリアンの拘束に手を割かれているとはいえ、三十人以上も居るのである。

　どちらが優勢かなど、子供でも分かる状況であった。

「皆さん、裏切り者への制裁は後回しです、まずは邪教徒の始末をしましょう」

　そう言って、ヒューブは真一に掌を向ける。

　専門は治癒や蘇生魔法とはいえ、人を殺あやめる程度の攻撃魔法は心得があった。

　司教へと上り詰める過程で、部下を率ひきいて魔物退治を行った事もあるのだから。

　しかし、ヒューブや神官達から殺気を向けられても、真一は蛙カエルの面つらに水と受け流し、拘束されている少女を見つめていた。

「アリアン、あの時は言いい損そこねたが、俺は魔族の手先ではあるが、別に人間を滅ぼす気なんてない。むしろ、人間と魔族の無む益えきな戦いを終わらせたいと願っている」

「えっ……」

「魔族と手を結ぶなど、それこそが邪悪な考えだと言うのですよ」

　ヒューブが口を挟んでくるが、真一はやはり気にしない。

「アリアン、俺はこの通り、お前の気持ちを弄もてあそんだゲス野郎だ。だがそれでも、人も魔族も関係ない、鱗が生えているとか、女神を信じていないとか、そんな些さ細さいな事で迫害されたり殺されたりしない、楽しい場所があったら良いと思う」

　全世界を平等で平和に、とは言わない。

　真一はそこまでの聖人君子ではない。

　ただ、目に見える範囲、手の届く人達だけでも、幸せでいて欲しいという願いは本物。

「うん、そうだな、楽しい国を作ろう」

　自分の言葉で気付く。

　魔王に召喚され、言われるままに不死身の勇者を退治し、今度は知り合いの危険は放っておけないと、自ら乗り出したボア王国、そしてアリアンの攻略。

　状況に流されるまま、深い考えもなく歩いてきた道の先で、ようやく一つの目標が見つかった。

　自分の『面白い』が大切だからこそ、周りの人達が面白く笑っていられる場所を築きずく。

　それこそ、外そと山やま真一という少年が、この世界に居る意味。

「だから、俺を信じて、命を預あずけてくれるか？」

　真一はそう言って、驚いた顔で見つめるアリアンに向けて、笑って手を差し伸べた。

　優しい言葉で騙したくせに、クズにはなりきれず全てを明かし、今こうして救いに来てくれた少年。

　彼が何度も向けてくれたその笑顔で、自分を求めてくれるなら、アリアンの答えは一つに決まっていた。

「うん、僕の命も心も全部、シンイチにあげる」

　だから、一緒に連れて行って──と、鎖に縛られた手を精一杯伸ばす。

　そんな、温かい涙を零して微笑むアリアンを見て、セレスが思った事はただ一つ。

「……本当に、アホ女ですね」

　ゲス男にはお似合いの、とは何やら悔くやしいので絶対に言わないが。

「御ご託たくはもう聞き飽あきました、速やかに消えなさいっ！」

　ヒューブは怒りも露あらわに魔法を唱えだすが、それはあまりにも遅すぎた。

　神殿の中に立っていた時点で、勝敗は既に決まっていたのである。

「『着火フアイア』っ！」

　攻撃魔法が放たれるよりも早く、真一が右親指でスイッチを押すようにして叫ぶ。

　瞬間、神殿を支える太い何十本もの柱が、轟ごう音おんを立てて内部から爆発した。

「な、何が起きたのですかっ!?」

　驚愕するヒューブや神官達は知るはずもない。

　毎日、礼拝と称しようして神殿に来ていた真一が、柱の根元を少しずつニトログリセリン──ダイナマイトの原料に『原子構造変換エレメント・コンバージヨン』して染み込ませ、いつでも少量の火花で爆破できるように準備していたなどと。

「くくくっ、女神の神殿に殺されるなら本望だろうっ！」

「行きますよ」

　セレスは勝ち誇る真一の襟えり首くびを摑み、残る最後の魔力で『飛翔フライ』を唱える。

　そして、逃げ遅れた神官達をしり目に、崩れ始めた神殿から飛び出していった。

「こ、この邪教徒めぇぇぇ───っ！」

　ヒューブの憎しみに満ちた断末魔も、倒れてきた女神像に押しつぶされて消えた。

　僅かに白しらんできた夜明けの空に、大地を揺るがす轟音を響かせ、女神教の神殿がゆっくりと崩壊してく。

　驚いて周辺の人々が起き出すなか、セレスの手で無事に脱出した真一は、その壮大な光景を悠ゆう々ゆうと眺めるのであった。

「いやー、人が苦労して築いた物を壊すのは楽しいなっ！」

「史上最低のゲス発言ですね」

　ついに魔力が切れて座り込みながらも、セレスはツッコミを忘れない。

　そんな彼らの背後には、山のような兵士の死体が積まれていた。

　無論、真一達が殺したものではない。

　魔王の手で心臓を貫かれ、蘇生待ちで神殿に並べられていた者達を、潰れないように外へ出しておいたものだ。彼らは仕事として魔族に敵対しただけであり、特に恨うらみもないので、蘇生の機会を奪うのは忍びなかったからだ。

　神殿の下敷きとなった、魔族憎しの神官三十名の方は……女神様の加護とやらを祈るとしよう。

「さて、野次馬が集まる前に急ぐか」

　崩壊が一段落すると、真一はまだ危険なのを承知で、崩れた神殿の中に足を踏み入れる。

「おーい、アリアン、無事かーっ！」

　その声が聞こえたのか、少し先の倒れた壁が吹き飛び、埃ほこりまみれになった赤髪の少女が飛び出てきた。

「ぷはっ……シンイチ、これはちょっと酷くないかな？」

「だから、命を預けてくれって言っただろ？」

　拗すねて唇を尖とがらせるアリアンだが、大した怪我は見当たらない。

　神殿の崩壊に気を取られ、神官達が拘束魔法を緩ゆるめれば、彼女なら無事に脱出して乗り切ると信じていたからこそ、爆破したのだから。

「さて、行こうか」

　人に背を向け魔族の元へ。

　いつかは、人も魔族も半竜人も、皆で笑えるような国を建てるために。

　真一は笑顔でアリアンに手を差し伸べ──

「『衝撃破フオース』」

　不可視のエネルギー弾を受けて吹き飛んだ。

「がはっ……！」

「シンイチっ!?」

　血を吐き倒れる彼に、アリアンは悲鳴を上げて駆け寄ろうとする。

　だがそれを阻はばむように、二人の間にある瓦が礫れきから、一人の男が這い出てきた。

「ふ、ふふっ……背教者め、このまま逃がすと思ったのですか……」

　目を血走らせ、狂気の笑みを浮かべて現れたのはヒューブ。

　その顔は真っ青で脂あぶら汗あせにまみれていたが、体には傷一つ見当たらない。

「ちっ、そういえば勇者だったな……」

　血を吐き出しながら舌打ちし、真一は己の迂う闊かつさを呪う。

　ヒューブは女神像に潰され死亡したが、すぐに女神の力で復活し、蘇生直後で疲労困憊の体を瓦礫に隠し、復讐する機会を窺っていたのだ。

「死ね、背教者めぇぇぇ───っ！」

　倒れて動けぬ真一に向けて、ヒューブはあらん限りの憎悪を込め、トドメの『衝撃破フオース』を放つ。

　だが、不可視のエネルギー弾が、魔王の参謀を貫く事はなかった。

　矢よりも速く回り込んだアリアンが、その身を盾にして彼を庇かばったのだ。

「アリアンッ!?」

「シンイチ、大丈夫だった？」

「馬鹿、それはこっちの台詞だっ！」

　口から一筋の血を垂たらすアリアンを見て、真一はどうにか根性で立ち上がり、彼女の口元を指で拭ぬぐう。

「助かったが、女の子が無茶するなよ」

「えへへっ、初めて怒ってくれた」

「何で喜ぶ？　ドＭかっ！」

　ようやくセレスと同じように、気き兼がねのないツッコミを入れられて、アリアンは安あん堵どしたように笑う。

　そして、彼女を傷つけた事に今更狼ろう狽ばいし、硬直していた司教を振り返って、深々と頭を下げた。

「僕を勇者にしてくれて、いつも気にかけてくれて、今まで本当にありがとうございました」

　儚はかなく微笑む彼女の顔に、恨うらみや怒りの色は欠片かけらもない。

　ただ、嫁に行く少女が父親に向けるような、感謝と別れの寂さびしさだけが込められていた。

「アリ、アン……」

　その透き通るように真っすぐな、だからこそ焦がれた眼まな差ざしに射い貫ぬかれ、ヒューブの体から狂気と共に力が抜けて、瓦礫の上に膝から崩れ落ちる。

「さようなら、司教様」

　その言葉を最後に、アリアンは背を向けて、真一に肩を貸しながら歩み去った。

「待ちなさい、行くな……アリアァァァ───ンッ！」

　ヒューブがどれほど叫んでも、もう振り返る事はない。

　真一達は瓦礫を踏み越え神殿跡を抜けると、休憩して少しだけ魔力が回復したセレスに、軽く傷を癒して貰った。

　そして、神殿崩壊の轟音に驚き集まって来た、野次馬の間を静かに縫ぬって、三人で街の外に向かって歩き出す。

「あれは大丈夫なのですか？」

　セレスはフードを深く被って長耳を隠しながら、背後の神殿を指さした。

　最後の勇者である司教をこのまま放置してしまえば、恨みから魔族に害をなすのでは。

　そんなメイドの懸念を、真一は笑って吹き飛ばす。

「心配ないさ、それを防ぐために保険を用意しただろ？」

「ですが、本当にあんな物で効果があるのでしょうか」

　真一を疑う訳ではないが、人間の文化に疎うとい脳筋思考の魔族には、やはり理解しかねるのだ。

「ねえ、何かしたの？」

　一人だけ蚊か帳やの外にされ、頰を膨ふくらませて割り込んできたアリアンに、真一はいつもの邪悪な笑みで応じる。

「俺の故郷には、こんな素晴らしい諺ことわざがある──『ペンは剣よりも強し』ってな」

「えっ？」

「すぐに分かるさ、すぐにな、くくくっ」

　その凶悪な笑みに、アリアンが抱いた感情は一つ。

「シンイチの悪い顔って……ちょっと、格好良いかも」

　ダメだこのアホ女──とセレスが溜息を吐いたのは言うまでもないだろう。








[image: ]




　崩くずれ落おちた神殿から、這はうように出てきたヒューブは、好奇の視線を寄こす野次馬を手で追い払い、急いで城の中へと入って行った。

「このままでは、せめて奴だけは……っ！」

　彼が求めた少女は、何をしても二度と戻らない。

　ならば、せめて憎いあの簒さん奪だつ者しやには、惨むごたらしい死を与えねば気が済すまない。

　そんな黒い復讐心だけを胸に、ヒューブは謁えつ見けんの間の扉を開ける。

　まだ普段の政務には早い時間であったが、神殿の崩壊音で起き出したのであろう、国王や宰さい相しようなどの主だった顔ぶれが揃そろっていた。

「陛下、一大事でございます」

「うむ、一大事であるな」

　精一杯、悲ひ壮そうな演技で話し出したヒューブに、国王トルトス四世は妙みように乾かわいた声で応じる。

　その顔には、女神の神殿が急に崩壊したというのに、戸と惑まどいや恐れている様子がない。

　まるで、全ての事情を知っているとでもいうように。

「陛下……？」

「さて、司教よ」

　戸惑うヒューブの前に、王に促うながされた宰相がやってくる。

　その手には、一枚の羊皮紙が握にぎられていた。

「己おのれの犯した罪に対して、何か申し開きはあるか？」

「……はぁ？」

　一体何を言っているのだと、間ま抜ぬけな声を漏もらしたヒューブは、突きつけられた羊皮紙を見て絶句した。

　そこには、こう書かれていたのである。

《聖職者が淫いん行こう！　女神の司教が権力をかさに、勇者に度たび重かさなるセクハラ行こう為い！》

　と、ヒューブがスケベ顔で、嫌がるアリアンの服を破やぶっている、妙に上手い絵と共に。

　さらに、神殿が崩壊したのは司教の悪行に激怒した、女神の天てん罰ばつとまで書いてある。

「な、何ですかこれはっ!?」

「それは余よの方が聞きたい」

　激しく狼ろう狽ばいする司教を見る、国王の目は冷ややかであった。

　神殿の崩壊音で叩き起こされ、慌てて事態の確認に兵を走らせていたら、皆がこれを持って帰ってきたのだ。

　城の中庭どころか、街中にバラ撒まかれていた、そのスクープ羊皮紙を。

「この紙によれば、司教が勇者アリアンを辱はずかしめ、そのせいで神殿は崩壊、アリアンも耐たえかねボア王国を去ったとあるな」

「陛下、このように怪あやしげな物を、まさか信じるのですかっ!?」

「では、他にどのような理由があると？」

「それは……アリアンが我らを裏切ったのです！」

　問われ、ヒューブは大声で訴うつたえる。

「仲間のふりをしていた黒髪の少年が、実は魔族の手先であり、アリアンはそやつに誑たぶらかされて裏切り、卑ひ劣れつにも神殿を襲ったのです！」

　そして抵抗も虚むなしく、神殿を破壊されてしまったのだと、悔くやしそうに語る。

　噓うそや脚色が混じっているとはいえ、大筋は真実と言ってよい話。

　だが、国王や宰相達の冷ややかな目に、同情の光が灯ともる事はなかった。

「面白い話ではあるな。では、その証しよう拠こを見せていただこう」

「証拠は……」

　無い。証言できる者達は、全て崩れた神殿に埋うまっており、何よりヒューブの身内である女神教の神官であるため、庇かばって噓を吐ついたと思われるに決まっている。

「余も何度か言葉を交わしたが、アリアンは礼れい節せつを弁わきまえた善よき勇者であり、たとえ誑かされたとはいえ、女神様の神殿を壊すなど、罰ばち当あたりな振ふる舞まいをする者ではなかった」

「……っ」

「そして、余は生あい憎にくと顔を知らぬが、その黒髪の少年とやらが、どうして魔族の手先などと言えるのだ？　兵士達の噂うわさでは、魔王を倒せる強力な魔剣を、アリアンが手に入れる手助けをしたとか？」

「それは、アリアンに取り入るための演技だったに違いありません！　そうです、あの背教者は魔族と貿ぼう易えきしようなどと邪悪な企たくらみを口にした、あの商人でもあったのです！　恐ろしい策さく謀ぼうがあったに違いありません！」

「あの商人と？　はははっ、それは本当に面白い」

　トルトス四世は声を上げて笑うが、それはもちろん、ヒューブが突とつ拍ぴよう子しもない噓を吐いたと、嘲あざ笑わらうものであった。

　事情を知らぬ者からすれば、何の証拠もないそんな話を、信じられる訳がないのだから。

「司教よ、大人しく罪を認めれば、余も寛かん大だいな心で許そうと思っていたのだが、誠に残念である」

「陛下、私の言葉よりも、その怪しげな紙切れを信じるのですかっ!?」

　叫んだ後で、ヒューブは気付いてしまった。

　国王やその臣下達は、羊皮紙の醜しゆう聞ぶんを鵜う呑のみにしたのではない。

　信じたいから信じたのだ。

　今まで散々、自分達を見下し横暴に振舞っていた司教を、ようやく追い落とせる材料が手に入ったから。

　仮に事実を知ったとしても、国王達の判断は変わらなかっただろう。

「ヒューブ司教、事のあらましを全て、大神殿に報告させて頂く」

　それは女神教に逆らえない、気弱なトルトス四世が出せる唯一の死刑宣告。

　神聖な神殿を破壊され、将来有望な勇者に逃げられた。

　その大失態が知れ渡れば、ヒューブの社会的な死が決定する。

　醜聞の届かぬ辺境への左さ遷せんか、それとも神殿の奥に一生幽ゆう閉へいされるか。

　どちらにせよ、大司教への出世どころか、二度と日の目を見る事も叶わないだろう。

「そんな、馬鹿な……」

　いくら司教かつ勇者であろうと、最も早はやこの流れは止められない。

　実はアリアンが半はん竜りゆう人じんでした、と告げたところで、それすら噓と断じられるだろう。

　膝ひざから崩れ落ちるヒューブの姿を見て、謁見の間に集まった者達は、心の底から溜りゆう飲いんを下げる。

　──ロリコン司教の不幸で今日もメシウマッ！

　と、どこかのゲスほど下品ではないが、似たような気持ちで勝利の笑みを浮かべて。





　　　　[image: ]






「えぇっ、そんな事になってるのっ!?」

　魔王城への道すがら、ヒューブを葬ほうむる保険『模も造ぞうスキャンダル大作戦！』の概がい要ようを知らされ、アリアンは大声を上げて驚いた。

「万が一、お前の説得が失敗に終わっても、あの司教を社会的に抹まつ殺さつしておけば、魔族への攻撃が滞とどこおると思ってな。実に効果的だろう？」

「うぅ、真しん一いちは悪魔だよ……」

　今、ボア王国で起こっている騒動を想像し、アリアンは顔を青ざめさせる。

「司教様、大丈夫なのかな……」

　あれほどの事をされて袂たもとを分かった今でも、ヒューブの事を心配する彼女の優しさに、真一は微笑を浮かべる。

「ほら、魔王城が見えてきたぞ」

「う、うん……」

　狭せまく荒れた大地しかない、ドーグ渓けい谷こくの中で異彩を放つ、高く堅けん牢ろうな魔王の城。

　アリアンは酷ひどく緊張しながら、真一に手を引かれてその中に入る。

　いくらゲス参さん謀ぼうの口くち利ききとはいえ、勇者として一度は敵対した自分は、殺されても文句は言えない。

　そんな覚悟を決める彼女を待っていたのは、予想とは全く反対の対応だった。

「よく来たな、勇者の小娘よ！」

「はじめまして、アリアンお姉さん。お話はシンイチお兄さんから聞いてますですよ」

　城門を開けた途と端たん、待ち構えていた魔王とリノが、笑顔で出迎える。

「この子が魔王様を傷つけたブー？　小さいのに凄すごいブー」

「人間もなかなかやるモー」

「これからよろしくね、お嬢ちゃん」

　集まっていた他の魔族達も、好奇心に満ちた目でアリアンを囲み、親し気に話しかけてくる。

　そこには、敵対していた人間や勇者への恨うらみなど欠片かけらもない。

　ただ、強者に対する尊敬と、新たな仲間への友好だけがあった。

「えっ、えっ？　だって、僕は……」

「気にするな、この城の奴らは皆こんな感じなんだよ」

　戸惑うアリアンの肩を、真一は落ち着けと叩く。

　流石さすがに魔族の全てがこれほど、温おん和わで友好的という事はあるまい。

　人界で暴れないようにと、穏おだやかな性格の連中が選ばれた結果であろう。

　とはいえ、集まった魔族達の視線には、人間だからとアリアンを侮あなどる色はない。

　彼らの基準はあくまで一つ、『強さ』だけなのだから。

「というわけで、ほいっ！」

　真一は掛け声と共に、アリアンの赤いマフラーを奪うばう。

「ひゃあっ！」

　アリアンは悲鳴を上げ、慌てて両手で隠すが、集まった魔族達は喉のどにある赤い輝きを、しっかりと目に焼き付けていた。

「ほう、本当に半竜人のようであるな」

「うわー、宝石みたいで綺麗な鱗うろこです！」

「赤色って事は、赤き竜の子供って事かブー？」

「人界の赤き竜と、魔界の黒き竜、どちらが強いのか興味深いモー」

　魔族達は珍しさに驚いたり、賞しよう賛さんの言葉を送るだけで、畏い怖ふの視線や罵ば声せいを浴びせたりはしない。
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「えっ、何で……」

「だから、こういう連中なんだって」

　首の鱗程度、人間の中では異い端たんでも、蛇女や人魚だって居る魔族の中では、個性の一つでしかない。

「来て良かっただろ？」

「……うんっ！」

　真一の問いに、アリアンはゆっくりと嚙かみしめるように、そして満開の笑顔で頷いた。

「さてシンイチよ、ひとまず面倒ごとは去ったが、これで終わりではないぞ」

「もちろん、分かってるよ魔王様」

　新たな仲間の紹介が一段落した所で、話を切り替えてきた魔王に、真一は深く頷き返す。

　最強の勇者アリアンを失い、ヒューブ司教が失脚したボア王国は、暫しばらく魔族に攻撃を仕掛けてはこないだろう。

　国王トルトス四世の性格を考えれば、このまま何もしてこない可能性もある。

　しかし、女神教が決して見逃さない。

　異常に魔族を敵視する彼らは、女神の教えという信仰の柱を守るため、それこそ死ぬ気で魔族を滅ほろぼしにかかってくるはずだ。

　新たなる不死身の勇者と、信仰と蘇生魔法によって支えられた、強大な権力を行使して。

　だが、狂信者を敵に回しても、真一の心に恐怖はない。

「どんな苦難が襲おうとも、我が知恵で切り開いてみせましょう」

　また笑顔の仮面を着けて、堂々と宣言する。

　なにせ、彼はアリアンに約束したのだから。

　楽しい国を造ろうと、つまらない事で迫害されたりしない、皆が笑っていられる愉ゆ快かいな場所を築こうと。

　そのために、強くて面白いが脳のう筋きんな奴らの頭脳となり、卑劣でゲスな手段だって使う事こそが、この世界に真一が居る理由なのだから。

「ふっ、ならばシンイチよ、再び蒼あおき魔王・ルダバイト・クローロ・セーマの名において命ずる」

　参謀の心意気を汲くみ取とり、魔王は改あらためて告げた。

「我が愛いとしの娘リノに、人界のあらゆる美食を捧ささげるのだっ！」

「だから格好付けろって言ってんだろっ！」

　結局それかよ、と盛せい大だいなツッコミが魔王城の隅すみ々ずみにまで響き渡る。

　後世の歴史書に、人類最大の裏切り者と記しるされる少年。

　彼の一ページ目は、こうして始まったのであった。









あとがき






　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは、笹ささ木きさくまです。

　まずは本作を手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　サブタイトルを見てすぐにお分かりかと思いますが、本作はＪＲＰＧの金字塔であるド○クエのように、死なない勇者のいる世界があったらどうなるか、という発想から生まれた物語です。

　そもそも、戦闘で負けても所持金が半分になって蘇よみがえるというあの設定は、コンピューターＲＰＧという物自体に慣れていなかった、当時の日本ゲーマーに対する救済策として入れられたのでしょうが、魔王側から考えると実に酷ひどいものです。

　何をどうやっても勇者は蘇るため、絶対に倒す事ができない。

　故ゆえに、自分はいつか必ず殺されてしまうという……。

　まだ『チート』という言葉が定着すらしていなかった時代の事ですが、魔王側からすれば「こんなんチートやっ！　出来レースやないかっ！」と抗議したかった事でしょう。

　そんな不ふ憫びん極きわまる魔王が、どうにかして生き残る手段があるとすれば、それはもう『プレイヤーにゲームをやめさせる』以外に手はありません。

　三歩と歩かぬうちにザコ敵とエンカウントする牛歩戦術、シナリオアイテムがノーヒントで道ばたに落ちているという隠おん密みつ作戦、不快なキャラクターばかりで読む気力すらなくなる離り間かんの計けい。

　その他ありとあらゆる手を使ってストレスを与え、「こんなゲームやってられるかっ！」とプレイを放ほう棄きさせる事で、ゲームのクリア＝魔王の討伐を諦めさせる。




「つまり、クソゲーとは魔ボ王スが勇者プレイヤーに打ち勝つ物語だったのだよっ！」

「なっ、なんだってぇぇぇ───っ!?」




　──というのはもちろん冗談ですが。

　ただ、物理的に倒せない相手を負かすには、精神的に屈くつ服ぷくさせるしかないというのは間違いありません。

　そんなわけで、魔王達を守るために勇者の心を折るという、本作が生まれました。

　人の心を折るという手段から、必然的に主人公がゲス野郎となってしまったので、不快な描写もあったかと思いますが、少しでも楽しんで頂けたのなら幸いです。




　それでは最後に、素敵なイラストでキャラクターに命を込めて下さった遠とお坂さかあさぎ様、いつも丁寧な対応をして下さる担当編集者の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様、印刷所など本書の出版に関わって下さった多数の皆様、そして何より手に取って下さった読者の皆様に謝辞を述のべて、締しめの言葉に代かえさせて頂きたいと思います。





二○一七年一月某日　笹木さくま






　追記・本作のヒロインは全て10歳以上ですが、18歳以上なのは一人だけです。















　　　　　この作品は第18回エンターブレインえんため大賞ライトノベルファミ通文庫部門、特別賞受賞作品『チート勇者を倒すゲスな方法』を改稿・改題したものです。
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女め神がみの勇ゆう者しやを倒たおすゲスな方ほう法ほう




「おお勇ゆう者しやよ！　死しなないとは鬱うつ陶とうしい」
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